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１ プログラム（９月７、８、９日水・木・金曜日）：ＡＰ名古屋 
（会場参加及びＺＯＯＭによるＷｅｂ参加が可能） 

 

第１日目 ９月７日水曜日 
第１部 来年度予算要求等について ８階ＢＣ会議室 

10：00 開場 

10：30～10：45 

10：45～11：15 

11：15～11：30 

開会 挨拶 オリエンテーション 

来年度予算要求等について（質疑応答、意見交換） 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて 

  第２部 藻場部会 ８階ＢＣ会議室 

13：00 開場 

13：30～13：45 

13：45～15：00 

 

 

15：00～15：15 

15：15～16：30 

開会 オリエンテーション 

藻場の保全について コーディネーター中嶋泰氏 

事例紹介 江ノ島・フッシャーマンズプロジェクト 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きに他 閉会 

個別相談（会場出席者の希望者のみ） 

 

第２日目 ９月８日木曜日 

第３部 干潟部会 ８階ＢＣ会議室 

9：30 開場 

10：00～10：15 

10：15～11：30 

 

 

11：30～11：45 

11：45～13：00 

開会 オリエンテーション 

干潟等の保全について コーディネーター吉田司氏 

事例紹介 美浜町漁場環境保全会 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きに他 閉会 

個別相談（会場出席者の希望者のみ） 

第４部 海の安全確保部会 ８階ＢＣ会議室 

13：30 開場 

14：00～14：15 

14：15～15：30 

 

 

15：30～15：45 

15：45～17：00 

開会 オリエンテーション 

海の安全確保部について コーディネーター益原寛文氏 

事例紹介 山形県海の監視活動組織（Ｗｅｂにて） 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きに他 閉会 

個別相談（会場出席者の希望者のみ） 

 

第３日目 ９月９日金曜日 

第５部 サンゴ礁部会 ８階ＢＣ会議室 

9：30 開場 

10：00～10：15 

10：15～11：45 

 

 

11：30～11：45 

11：45～13：00 

開会 オリエンテーション 

サンゴ礁の保全について コーディネーター岩瀬文人氏 

事例紹介 竹ケ島海中公園のエダミドリイシサンゴを守る会 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きに他 閉会 

個別相談（会場出席者の希望者のみ） 

第６部 内水面部会 ８階ＢＣ会議室 

13：30 開場 

14：00～14：15 

14：15～15：45 

 

 

15：30～15：45 

15：45～17：00 

開会 オリエンテーション 

内水面生態系の保全 コーディネーター吉澤和具氏 

事例紹介 名倉川環境保全ネットワーク 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きに他 閉会 

個別相談（会場出席者の希望者のみ） 
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２　出席者名簿

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

2 岩手県 佐藤由也 岩手県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

3 岩手県 石田享一 岩手県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

4 神奈川県 山下由香里 江ノ島・フッシャーマンズプロジェクト 活動組織 無

5 富山県 花島恵津子 富山市農業水産課 行政 無

6 福井県 山野善信 崎生態系保全活動グループ 活動組織 無

7 福井県 紺田昌二 崎生態系保全活動グループ 活動組織 無

8 福井県 中嶋尚美 福井県水産課 行政 無

9 静岡県 川口照恵 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

10 愛知県 松村貴晴 愛知県水産課 行政 無

11 愛知県 深澤璃衣 愛知県水産課 行政 無

12 滋賀県 田口貴史 滋賀県水産課 行政 無

13 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会 無

14 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会 無

15 香川県 宮奥昴次 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

16 愛媛県 佐々木真一 水産部水産課 行政 無

17 沖縄県 八前隆一 伊江島海の会 活動組織 無

18 沖縄県 八卷英航 伊江島海の会 活動組織 無

19 沖縄県 平安山良 伊江島海の会 活動組織 無

20 沖縄県 上間直也 伊江島海の会 活動組織 無

21 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

22 水産庁 野竹育美 漁港漁場部計画課調査企画係長 専門家事務局等

23 全漁連 片瀬 亜妃 漁政部 専門家事務局等

24 センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

25 センター 完山　暢 水産土木建設技術センター主任研究員 専門家事務局等

26 水土舎 吉永　聡 株式会社水土舎広島営業所所長 専門家事務局等

27 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

28 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

29 事務局 藤田智也 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

30 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

【【名名古古屋屋会会場場】】来来年年度度予予算算等等（（会会場場参参加加））

第１部　来年度予算等

①会場参加者
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②Ｗｅｂ参加者

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 佐々木祐喜 昆布森漁業協同組合 漁連・漁協

2 北海道 田村尚之 新ひだか町産業建設部水産林務課 行政

3 北海道 浅井大輔 根室市水産指導課 行政

4 北海道 橋本雄太郎 日高振興局水産課 行政

5 北海道 宇波辰啓 日高振興局水産課 行政

6 北海道 工藤 駿 留萌振興局水産課 行政

7 北海道 高橋研司 北海道水産経営課 行政

8 北海道 金子 宏 北海道水産経営課 行政

9 北海道 高橋英輝 北海道水産経営課 行政

10 北海道 成田政裕 後志総合振興局水産課 行政

11 北海道 今井 勉 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

12 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

13 北海道 今川 蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

14 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

15 青森県 船橋　浩 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

16 岩手県 鈴木　誠 岩手県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

17 岩手県 三浦啓花 宮古市産業振興部水産課水産振興係 行政

18 岩手県 浅井洋一 岩手県水産振興課 行政

19 宮城県 佐藤守謹 宮城県南三陸町農林水産課 行政

20 宮城県 澁谷和明 宮城県水産業基盤整備課資源環境班 行政

21 秋田県 武藤めぐみ 秋田県沿岸環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

22 福島県 小泉武司 福島県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

23 茨城県 今野美紗子 茨城県霞ケ浦北浦水産事務所 行政

24 千葉県 中丸　徹 館山水産事務所 行政

25 千葉県 森　航司 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

26 東京都 阿部豊太郎 スミリーフ株式会社 その他

27 東京都 酒詰明純 スミリーフ株式会社 その他

28 神奈川県 村山綾音 環境農政局農水産部水産課 行政

29 神奈川県 八巻鮎太 新江ノ島水族館 その他

30 石川県 柳　優 七尾市 行政

31 石川県 藤村啓太 七尾市 行政

32 石川県 二木舞凜 石川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

33 福井県 村井康乃 坂井市産業政策部林業水産振興課 行政

34 福井県 中嶋尚美 福井県水産課 行政

35 長野県 坪田秀彦 上小水産多面的機能発揮対策事業活動組織 活動組織

36 静岡県 青島いづみ 静岡県水産振興課 行政

37 三重県 大串浩暉 鳥羽市農水商工課水産係 行政

38 三重県 竹谷嘉真 紀北町農林水産課 行政

39 三重県 中野克哉 紀北町農林水産課 行政

40 三重県 坂下奨悟 三重県水産基盤整備課 行政

41 三重県 畑 直亜 三重県水産基盤整備課 行政

42 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

43 滋賀県 久米弘人 滋賀県水産課 行政

44 京都府 越後はるな 農林水産部水産課 行政

45 京都府 恩地　歩 京都府内水面地域協議会 協議会

46 兵庫県 寺田雅子 兵庫県内水面資源保全支援協議会 協議会

【【名名古古屋屋会会場場】】  来来年年度度予予算算等等（（ＷＷｅｅｂｂ参参加加））
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

47 兵庫県 斎藤奈美 兵庫県内水面資源保全支援協議会 協議会

48 広島県 房尾奈生子 広島県水産課 行政

49 広島県 永原陽菜 広島県水産課 行政

50 広島県 村上賢豪 福山市農林水産課 行政

51 広島県 大谷政広 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

52 鳥取県 中　功輝 大山町農林水産課 行政

53 鳥取県 野々村卓美 水産多面的発揮対策鳥取県地域協議会 協議会

54 鳥取県 村川雅彦 鳥取市林務水産課 行政

55 島根県 森脇美紗子 島根県沿岸漁業振興課 行政

56 島根県 廣澤　匠 島根県東部農林水産振興センター水産部水産課 行政

57 山口県 峰添　亮 下関市水産振興課 行政

58 愛媛県 小澤拓也 今治市農林水産課 行政

59 長崎県 白川令真 松浦市 行政

60 長崎県 長尾康隆 壱岐市水産課 行政

61 長崎県 山口勝介 長崎県漁港漁場課 行政

62 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

63 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

64 長崎県 松尾秀男 県北水産業普及指導センター 行政

65 熊本県 阿部慎一郎 熊本県農林水産部水産局水産振興課 行政

66 大分県 板井和美 中津干潟を元気にする会 活動組織

67 大分県 林　智洋 中津干潟を元気にする会 活動組織

68 大分県 八田　修 杵築市農林水産課 行政

69 宮崎県 松本直人 宮崎県漁業管理課 行政

70 鹿児島県 新郷恵美 鹿児島県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

71 鹿児島県 松永雄輔 阿久根市水産林務課 行政

72 鹿児島県 小池博希 商工労働水産部水産振興課 行政

73 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター 試験場等

74 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

75 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

76 沖縄県 玉那覇勇 沖縄県水産課 行政

77 沖縄県 知名真智子 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

78 沖縄県 今道智也 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

79 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

80 コーディネーター 岩瀬文人 サポート専門家 専門家事務局等
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第２部　藻場部会

①会場参加者

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

2 岩手県 佐藤由也 岩手県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

3 岩手県 石田享一 岩手県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

4 福井県 中嶋尚美 福井県水産課 行政 無

5 福井県 山野善信 崎生態系保全活動グループ 活動組織 無

6 福井県 紺田昌二 崎生態系保全活動グループ 活動組織 無

7 静岡県 松本匡広 榛南磯焼け対策活動協議会 活動組織 無

8 静岡県 池田晃雄 榛南磯焼け対策活動協議会 活動組織 無

9 静岡県 川口照恵 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

10 愛知県 松村貴晴 愛知県水産課 行政 無

11 愛知県 加藤伸志 ＮＰＯ法人SEA藻 その他 無

12 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会 無

13 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会 無

14 香川県 丸山俊輔 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

15 愛媛県 佐々木真一 水産部水産課 行政 有

16 沖縄県 八前隆一 伊江島海の会 活動組織 無

17 沖縄県 八卷英航 伊江島海の会 活動組織 無

18 沖縄県 平安山良 伊江島海の会 活動組織 無

19 沖縄県 上間直也 伊江島海の会 活動組織 無

20 コーディネーター 中嶋　泰 サポート専門家 専門家事務局等

21 事例紹介組織 北村治之 江ノ島・フッシャーマンズプロジェクト（神奈川県藤沢市） 専門家事務局等

22 事例紹介組織 山下由香里 江ノ島・フッシャーマンズプロジェクト（神奈川県藤沢市） 専門家事務局等

23 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

24 水産庁 野竹育美 漁港漁場部計画課調査企画係長 専門家事務局等

25 全漁連 片瀬 亜妃 漁政部 専門家事務局等

26 センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

27 センター 完山　暢 水産土木建設技術センター主任研究員 専門家事務局等

28 水土舎 吉永　聡 株式会社水土舎広島営業所所長 専門家事務局等

29 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

30 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

31 事務局 藤田智也 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

32 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

【【名名古古屋屋会会場場】】  藻藻場場部部会会（（会会場場参参加加））
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②Ｗｅｂ参加者

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 佐々木祐喜 昆布森漁業協同組合 漁連・漁協

2 北海道 浅井大輔 根室市水産指導課 行政

3 北海道 成田政裕 後志総合振興局水産課 行政

4 北海道 宇波辰啓 日高振興局水産課 行政

5 北海道 高橋英輝 北海道水産経営課 行政

6 北海道 今井 勉 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

7 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

8 北海道 今川 蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

9 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

10 青森県 船橋　浩 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

11 岩手県 鈴木　誠 岩手県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

12 岩手県 三浦啓花 宮古市産業振興部水産課水産振興係 行政

13 岩手県 浅井洋一 岩手県水産振興課 行政

14 宮城県 佐藤守謹 宮城県南三陸町農林水産課 行政

15 宮城県 澁谷和明 宮城県水産業基盤整備課資源環境班 行政

16 福島県 小泉武司 福島県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

17 茨城県 今野美紗子 茨城県霞ケ浦北浦水産事務所 行政

18 茨城県 渡邉尚明 茨城県沿海水産多面的機能地域協議会 協議会

19 千葉県 中丸　徹 館山水産事務所 行政

20 千葉県 森　航司 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

21 東京都 前田安啓 新島村産業観光課水産係 行政

22 東京都 阿部豊太郎 スミリーフ株式会社 その他

23 東京都 酒詰明純 スミリーフ株式会社 その他

24 神奈川県 相澤克彦 江ノ島フィッシャーマンズプロジェクト 活動組織

25 神奈川県 豊田（小谷野）有加 江ノ島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 活動組織

26 神奈川県 星　幸子 江ノ島フィッシャーマンズプロジェクト 活動組織

27 神奈川県 小池康裕 大楠漁業協同組合 漁連・漁協

28 神奈川県 荻原佑介 大楠漁業協同組合 漁連・漁協

29 神奈川県 渡　茂則 横須賀市大楠漁業協同組合 漁連・漁協

30 神奈川県 村山綾音 環境農政局農水産部水産課 行政

31 石川県 柳　優 七尾市 行政

32 石川県 藤村啓太 七尾市 行政

33 石川県 二木舞凜 石川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

34 福井県 村井康乃 坂井市産業政策部林業水産振興課 行政

35 福井県 中嶋尚美 福井県水産課 行政

36 福井県 吉原徳行 あおい町農林水産課 行政

37 静岡県 青島いづみ 静岡県水産振興課 行政

38 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

39 三重県 箕浦三郎 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

40 三重県 川埜弓子 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

41 三重県 山内秀哲 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

42 三重県 新井圭織 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

43 三重県 大串浩暉 鳥羽市農水商工課水産係 行政

44 三重県 竹谷嘉真 紀北町農林水産課 行政

45 三重県 中野克哉 紀北町農林水産課 行政

46 三重県 坂下奨悟 三重県水産基盤整備課 行政

47 三重県 畑 直亜 三重県水産基盤整備課 行政

【【名名古古屋屋会会場場】】藻藻場場部部会会（（  ＷＷｅｅｂｂ参参加加））
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

48 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

49 鳥取県 野々村卓美 水産多面的発揮対策鳥取県地域協議会 協議会

50 鳥取県 村川雅彦 鳥取市林務水産課 行政

51 島根県 森脇美紗子 島根県沿岸漁業振興課 行政

52 島根県 廣澤　匠 島根県東部農林水産振興センター水産部水産課 行政

53 広島県 村上賢豪 福山市農林水産課 行政

54 広島県 鹿野陽介 廿日市市農林水産課 行政

55 広島県 房尾奈生子 広島県水産課 行政

56 広島県 永原陽菜 広島県水産課 行政

57 広島県 大谷政広 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

58 山口県 森江太一 水産振興課 行政

59 山口県 峰添　亮 下関市水産振興課 行政

60 愛媛県 小澤拓也 今治市農林水産課 行政

61 長崎県 山仲洋紀 郷ノ浦地区藻場保全組織 活動組織

62 長崎県 濵野洋平 郷ノ浦地区藻場保全組織 活動組織

63 長崎県 白川令真 松浦市 行政

64 長崎県 長尾康隆 壱岐市水産課 行政

65 長崎県 永吉宏行 南島原市水産課 行政

66 長崎県 前田光孝 新上五島町水産課 行政

67 長崎県 山口勝介 長崎県漁港漁場課 行政

68 長崎県 長谷川隆真 壱岐振興局壱岐水産業普及指導センター 行政

69 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

70 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

71 長崎県 松尾秀男 県北水産業普及指導センター 行政

72 熊本県 阿部慎一郎 熊本県農林水産部水産局水産振興課 行政

73 宮崎県 松本直人 宮崎県漁業管理課 行政

74 鹿児島県 松永雄輔 阿久根市水産林務課 行政

75 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター 試験場等

76 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

77 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

78 沖縄県 知名真智子 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

79 沖縄県 今道智也 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

80 沖縄県 玉那覇勇 沖縄県水産課 行政

81 コーディネーター 岩瀬文人 サポート専門家 専門家事務局等

82 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等
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第３部　干潟部会

①会場参加者

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

2 岩手県 佐藤由也 岩手県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

3 岩手県 石田享一 岩手県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

4 愛知県 松村貴晴 愛知県水産課 行政 無

5 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会 無

6 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会 無

7 香川県 宮奥昴次 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

8 愛媛県 佐々木真一 水産部水産課 行政 有

9 コーディネーター 吉田　司 サポート専門家 専門家事務局等

10 事例紹介組織 蟹江道子 美浜町漁場環境保全会（愛知県美浜町） 専門家事務局等

11 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

12 水産庁 野竹育美 漁港漁場部計画課調査企画係長 専門家事務局等

13 センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

14 センター 完山　暢 水産土木建設技術センター主任研究員 専門家事務局等

15 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

16 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

17 事務局 藤田智也 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

18 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

【【名名古古屋屋会会場場】】干干潟潟部部会会（（会会場場参参加加））
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②Ｗｅｂ参加者

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 浅井大輔 根室市水産指導課 行政

2 北海道 宇波辰啓 日高振興局水産課 行政

3 北海道 工藤 駿 留萌振興局水産課 行政

4 北海道 今井 勉 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

5 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

6 北海道 今川 蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

7 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

8 岩手県 鈴木　誠 岩手県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

9 岩手県 三浦啓花 宮古市産業振興部水産課水産振興係 行政

10 岩手県 浅井洋一 岩手県水産振興課 行政

11 宮城県 佐藤守謹 宮城県南三陸町農林水産課 行政

12 宮城県 澁谷和明 宮城県水産業基盤整備課資源環境班 行政

13 福島県 小泉武司 福島県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

14 千葉県 森　航司 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

15 三重県 大串浩暉 鳥羽市農水商工課水産係 行政

16 三重県 竹谷嘉真 紀北町農林水産課 行政

17 三重県 中野克哉 紀北町農林水産課 行政

18 三重県 坂下奨悟 三重県水産基盤整備課 行政

19 三重県 畑 直亜 三重県水産基盤整備課 行政

20 三重県 高木 勲 三重県津農林水産事務所漁政課 行政

21 三重県 原 健人 三重県津農林水産事務所漁政課 行政

22 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

23 広島県 房尾奈生子 広島県水産課 行政

24 広島県 永原陽菜 広島県水産課 行政

25 広島県 村上賢豪 福山市農林水産課 行政

26 広島県 佐藤尚史 広島市水産課 行政

27 広島県 鹿野陽介 廿日市市農林水産課 行政

28 広島県 大谷政広 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

29 山口県 峰添　亮 下関市水産振興課 行政

30 長崎県 山口勝介 漁港漁場課 行政

31 長崎県 永吉宏行 南島原市水産課 行政

32 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

33 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

34 長崎県 船木健一 諫早湾瑞穂地区活動組織 活動組織

35 長崎県 松尾秀男 県北水産業普及指導センター 行政

36 大分県 八田　修 杵築市農林水産課 行政

37 宮崎県 松本直人 宮崎県漁業管理課 行政

38 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター 試験場等

39 鹿児島県 宮内和一郎 鹿児島県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

40 鹿児島県 新郷恵美 鹿児島県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

41 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

42 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

43 沖縄県 知名真智子 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

44 沖縄県 今道智也 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

45 沖縄県 玉那覇勇 沖縄県水産課 行政

46 水土舎 吉永　聡 株式会社水土舎広島営業所所長 専門家事務局等

47 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

【【名名古古屋屋会会場場】】  干干潟潟部部会会（（ＷＷｅｅｂｂ参参加加））
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第４部　海の安全確保部会

①会場参加者

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

2 福井県 中嶋尚美 福井県水産課 行政 無

3 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会 無

4 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会 無

5 香川県 丸山俊輔 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

6 愛媛県 佐々木真一 水産部水産課 行政 無

7 コーディネーター 益原寛文 サポート専門家 専門家事務局等

8 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

9 水産庁 野竹育美 漁港漁場部計画課調査企画係長 専門家事務局等

10 全漁連 関根 寛 漁政部 専門家事務局等

11 センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

12 センター 完山　暢 水産土木建設技術センター主任研究員 専門家事務局等

13 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

14 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

15 事務局 藤田智也 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

16 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

【【名名古古屋屋会会場場】】  海海のの安安全全確確保保部部会会（（会会場場参参加加））
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②Ｗｅｂ参加者

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 事例紹介組織 小笠原健 山形県海の監視活動組織（山形県酒田市、鶴岡市） 専門家事務局等

2 北海道 浅井大輔 根室市水産指導課 行政

3 北海道 成田政裕 後志総合振興局水産課 行政

4 北海道 工藤 駿 留萌振興局水産課 行政

5 北海道 五ノ井孝太郎 上ノ国町水産商工課 行政

6 北海道 薄田 淳 上ノ国町水産商工課 行政

7 北海道 今井 勉 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

8 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

9 北海道 今川 蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

10 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

11 千葉県 森　航司 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

12 神奈川県 小池康裕 大楠漁業協同組合 漁連・漁協

13 神奈川県 荻原佑介 大楠漁業協同組合 漁連・漁協

14 福井県 村井康乃 坂井市産業政策部林業水産振興課 行政

15 福井県 中嶋尚美 福井県水産課 行政

16 三重県 大串浩暉 鳥羽市農水商工課水産係 行政

17 三重県 竹谷嘉真 紀北町農林水産課 行政

18 三重県 中野克哉 紀北町農林水産課 行政

19 三重県 坂下奨悟 三重県水産基盤整備課 行政

20 三重県 畑 直亜 三重県水産基盤整備課 行政

21 京都府 越後はるな 農林水産部水産課 行政

22 鳥取県 野々村卓美 水産多面的発揮対策鳥取県地域協議会 協議会

23 山口県 森江太一 水産振興課 行政

24 長崎県 山口勝介 漁港漁場課 行政

25 長崎県 長尾康隆 壱岐市水産課 行政

26 長崎県 永吉宏行 南島原市水産課 行政

27 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

28 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

29 長崎県 松尾秀男 県北水産業普及指導センター 行政

30 宮崎県 松本直人 宮崎県漁業管理課 行政

31 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター 試験場等

32 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

33 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

34 沖縄県 知名真智子 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

35 沖縄県 今道智也 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

36 沖縄県 玉那覇勇 沖縄県水産課 行政

37 水土舎 吉永　聡 株式会社水土舎広島営業所所長 専門家事務局等

38 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

【【名名古古屋屋会会場場】】  ＷＷｅｅｂｂ参参加加海海のの安安全全確確保保部部
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第５部　サンゴ礁部会

①会場参加者

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

2 愛媛県 佐々木真一 水産部水産課 行政 無

3 沖縄県 八前隆一 伊江島海の会 活動組織 無

4 沖縄県 八卷英航 伊江島海の会 活動組織 無

5 沖縄県 平安山良 伊江島海の会 活動組織 無

6 沖縄県 上間直也 伊江島海の会 活動組織 無

7 沖縄県 照屋一樹 大宜味村産業振興課 行政 無

8 沖縄県 宮城　賢 大宜味村環境生態系保全組織 活動組織 無

9 沖縄県 大城一哉 大宜味村環境生態系保全組織 活動組織 無

10 コーディネーター 岩瀬文人 サポート専門家 専門家事務局等

11 事例紹介組織 奥村正俊 竹ケ島海中公園のエダミドリイシサンゴを守る会（徳島県海陽町） 専門家事務局等

12 事例紹介組織 岡田直也 竹ケ島海中公園のエダミドリイシサンゴを守る会（徳島県海陽町） 専門家事務局等

13 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

14 水産庁 野竹育美 漁港漁場部計画課調査企画係長 専門家事務局等

15 センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

16 センター 完山　暢 水産土木建設技術センター主任研究員 専門家事務局等

17 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

18 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

19 事務局 藤田智也 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

20 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

【【名名古古屋屋会会場場】】  会会場場参参加加ササンンゴゴ礁礁部部会会

②Ｗｅｂ参加者

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 浅井大輔 根室市水産指導課 行政

2 静岡県 青島いづみ 静岡県水産振興課 行政

3 静岡県 川口照恵 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

4 三重県 大串浩暉 鳥羽市農水商工課水産係 行政

5 三重県 竹谷嘉真 紀北町農林水産課 行政

6 三重県 中野克哉 紀北町農林水産課 行政

7 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター 試験場等

8 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

9 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

10 宮崎県 松本直人 宮崎県漁業管理課 行政

11 沖縄県 知名真智子 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

12 沖縄県 今道智也 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

13 沖縄県 玉那覇勇 沖縄県水産課 行政

14 沖縄県 棚原　奎 沖縄県宮古農林水産振興センター農林水産整備課 行政

15 沖縄県 松尾和彦 沖縄県八重山農林水産振興センター農林水産整備課 行政

16 沖縄県 照屋一樹 大宜味村産業振興課 行政

17 沖縄県 宮城　賢 大宜味村環境生態系保全組織 活動組織

18 沖縄県 大城一哉 大宜味村環境生態系保全組織 活動組織

19 水土舎 吉永　聡 株式会社水土舎広島営業所所長 専門家事務局等

20 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

【【名名古古屋屋会会場場】】  ＷＷｅｅｂｂ参参加加ササンンゴゴ礁礁部部会会
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第６部　内水面部会

①会場参加者

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

2 岩手県 佐藤由也 岩手県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

3 岩手県 石田享一 岩手県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

4 福井県 中嶋尚美 福井県水産課 行政 無

5 愛知県 深澤璃衣 愛知県水産課 行政 無

6 愛知県 松村幸太朗 巴川環境保全会 活動組織 無

7 愛知県 藤島徹夫 巴川環境保全会 活動組織 無

8 愛知県 天野典和 巴川環境保全会 活動組織 無

9 愛媛県 佐々木真一 水産部水産課 行政 無

10 サポート専門家 桐生　透 サポート専門家 専門家事務局等

11 コーディネーター 吉澤和具 サポート専門家 専門家事務局等

12 事例紹介組織 松井弘光 名倉川環境保全ネットワーク（愛知県豊田市） 専門家事務局等

13 水産庁 鈴木聖子 増殖推進部栽培養殖課栽培養殖専門官 専門家事務局等

14 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

15 水産庁 野竹育美 漁港漁場部計画課調査企画係長 専門家事務局等

16 全内 御手洗真二 調査役兼業務課長 専門家事務局等

17 センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

18 センター 完山　暢 水産土木建設技術センター主任研究員 専門家事務局等

19 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

20 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

21 事務局 藤田智也 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

22 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

【【名名古古屋屋会会場場】】  内内水水面面部部会会（（会会場場参参加加））

13



②Ｗｅｂ参加者

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 浅井大輔 根室市水産指導課 行政

2 岩手県 鈴木　誠 岩手県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

3 岩手県 浅井洋一 岩手県水産振興課 行政

4 岩手県 佐藤峻太 花巻市農政課 行政

5 宮城県 澁谷和明 宮城県水産業基盤整備課資源環境班 行政

6 千葉県 森　航司 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

7 山梨県 大浜秀規 山梨県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

8 長野県 竹花孝太 園芸畜産家課水産係 行政

9 長野県 坪田秀彦 上小水産多面的機能発揮対策事業活動組織 活動組織

10 長野県 藤澤孝男 長野県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

11 福井県 中嶋尚美 福井県水産課 行政

12 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

13 三重県 箕浦三郎 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

14 三重県 川埜弓子 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

15 三重県 山内秀哲 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

16 三重県 新井圭織 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

17 三重県 大串浩暉 鳥羽市農水商工課水産係 行政

18 三重県 竹谷嘉真 紀北町農林水産課 行政

19 三重県 中野克哉 紀北町農林水産課 行政

20 三重県 坂下奨悟 三重県水産基盤整備課 行政

21 三重県 畑 直亜 三重県水産基盤整備課 行政

22 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

23 京都府 村北佳史 京都市農林企画課 行政

24 京都府 恩地　歩 京都府内水面地域協議会 協議会

25 兵庫県 内海満忠 兵庫県たつの市 行政

26 広島県 村上賢豪 福山市農林水産課 行政

27 広島県 鹿野陽介 廿日市市農林水産課 行政

28 広島県 大谷政広 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

29 島根県 森脇美紗子 島根県沿岸漁業振興課 行政

30 島根県 廣澤　匠 島根県東部農林水産振興センター水産部水産課 行政

31 香川県 宮奥昴次 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

32 香川県 丸山俊輔 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

33 長崎県 白川令真 松浦市 行政

34 宮崎県 松本直人 宮崎県漁業管理課 行政

35 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター 試験場等

36 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

37 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

38 沖縄県 知名真智子 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

39 沖縄県 今道智也 沖縄県水産海洋技術センター 試験場等

40 沖縄県 玉那覇勇 沖縄県水産課 行政

41 水土舎 吉永　聡 株式会社水土舎広島営業所所長 専門家事務局等

42 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

【【名名古古屋屋会会場場】】内内水水面面部部会会（（ＷＷｅｅｂｂ参参加加））
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水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る
多
様
な
連
携
の
手
引
き

（
令
和
４
年
３
月

水
産
庁
）

【
手
引
き
の
目
次
構
成
】

は
じ
め
に

第
１
章

現
状
と
課
題

第
２
章

連
携
の
枠
組
み
と
役
割

第
３
章

連
携
体
制
の
構
築

第
４
章

連
携
活
動
の
進
め
方

・
コ
ラ
ム
（
多
様
な
連
携
の
事
例
）

・
参
考
資
料

手
引
書
は
ひ
と
う
み

の
資
料
室

に
掲
載
し
て
い
ま
す

福
祉
事
業
所
と
連
携
す
る
取
り
組
み

大
学
生
と
連
携
す
る
取
り
組
み

福
祉
事
業
所
と
連
携
す
る
取
り
組
み

第第
３３
章章

連連
携携
体体
制制
のの
構構
築築

課
題
の
整
理
と
連
携
先
の
抽
出

➢
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

➢
事
務
機
能
が
維
持
で
き
な
い

➢
地
域
理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い

➢
活
動
の
成
果
が
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い

次
の

つ
の
課
題
に
つ
い
て
点
検
し
て
み
ま
す
！

団
体
区
分

特
徴
・
留
意
点

地
域
団
体

地
域
に
根
差
し
た
団
体

行
政
機
能
を
補
完
す
る
存
在

等
専
門
性
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
業

活
動
、
専
門
技
術
還
元
、
広
報
力

小
中
学
校

体
験
学
習
の
場
の
確
保
、
安
全
面
配
慮

高
校
・
大
学

大
き
な
戦
力
、
地
域
課
題
解
決
に
貢
献

研
究
機
関

専
門
的
な
助
言

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献

連
携
団
体
の
選
定

連
携
団
体
の
特
徴
と
活
動
組
織
の
目
的
を

を
踏
ま
え
て
、
活
動
を
効
果
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
で
き
る
団
体
を
選
び
ま
す
。

➢
連
携
団
体
の
候
補
を
絞
り
込
む

➢
連
携
団
体
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
と
選
定

※
相
互
の
目
的
達
成
に
合
致
す
る
団
体
を
選
ぶ

➢
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
調
整
役
が
必
要

課
題
解
決
に
向
け
て
、
連
携
先
を
模
索
し
ま
し
ょ
う
。

小
学
生
と
の
交
流

⚫
活
動
の
継
続
、
人
員
確
保
、
事
務
作
業
軽
減
、
情
報
発
信

な
ど

⚫
連
携
団
体
の
場
合
は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
専
門
性
の

発
揮
、
学
習
の
場
の
確
保
な
ど

⚫
問
題
意
識
の
共
有

⚫
活
動
組
織
の
体
制
強
化

⚫
発
揮
活
動
の
活
性
化
、
多
様
化
、
効
率
化

⚫
地
域
に
広
が
る
理
解
と
活
動
へ
の
参
加

⚫
漁
村
・
地
域
へ
の
貢
献

⚫
船
上
・
海
中
で
の
活
動
が
多
い
た
め
、

漁
業
関
係
者
の
み
で
構
成
さ
れ
た
活

動
組
織
が
多
い

⚫
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

が
課
題
で
あ
り
活
動
の
継
続
に
不
安

⚫
全
国
約
７
５
０
組
織
の
う
ち
、
漁
業

関
係
団
体
以
外
と
連
携
し
て
い
る
の

は
約
３
割

⚫
活
動
組
織
、
行
政
・
地
域
協
議
会
、
あ
る
い
は
連
携
団
体
と
な
る

法
人
や
民
間
企
業
等
。

⚫
環
境
・
生
態
系
保
全
活
動
に
お
い
て
、
多
様
な
団
体
と
連
携
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
進
め
方
、
実
践
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
事
例
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
手
引
き
。

⚫
連
携
す
る
こ
と
で
、
活
動
が
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た
取
組
と
な
る
こ

と
を
期
待
。

現
状
と
課
題

連
携
の
必
要
性

連
携
の
効
果

手
引
き
の
ね
ら
い

手
引
き
が
想
定
す
る
読
者

はは
じじ
めめ
にに

第第
１１
章章

現現
状状
とと
課課
題題

第第
２２
章章

連連
携携
のの
枠枠
組組
みみ
とと
役役
割割

活
動
組
織

構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

漁
業
者

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

関
連
す
る
活
動

（
上
位
目
標
、
共
通
目
標
の
共
有
）

団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
町
村
等

そ
れ
以
外

団
体

非
構
成
員

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

主
に

学
校
関
係

漁
協

団
体

⚫
積
極
的
に
行
動
で
き
る
人
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
、

連
携
団
体
と
信
頼
関
係
を
構
築
。

リ
ー
ダ
ー
の
役
割

⚫
多
様
な
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
の
後
の
運

営
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

市
町
村
・
地
域
協
議
会
の
役
割

⚫
実
績
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
、
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
活
用

⚫
構
成
員
と
し
て
参
加

⚫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
非
構
成
員
）
と
し
て
参
加

⚫
本
活
動
に
直
接
関
わ
ら
ず
、
関
連
す
る
活
動
を

通
じ
て
連
携

連
携
団
体
の
関
わ
り
方
は
３
タ
イ
プ

３　来年度予算要求等について

①水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて
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第第
４４
章章

連連
携携
活活
動動
のの
進進
めめ
方方

⚫
環
境
・
生
態
系
保
全
の
活
動
は
、

サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
、
連
携
団
体
と
一
緒
に
柔
軟
に
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

⚫
は
、
共
通
の
目
的
を
見
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
律
的
に
活
動
を
行
い
、
活
動
の
精
度
を
向
上
さ
せ
て
、

持
続
で
き
る
活
動
を
構
築
し
て
い
く
も
の
で
す
。

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
活
用

Pl
an

D
o

Ac
tio

n
C

he
ck

連
携
活
動
の
計
画

連
携
活
動
の
実
施

連
携
活
動
の
評
価

連
携
活
動
の
見
直
し
・
改
善

◼
目
的
・
目
標
の
設
定

◼
計
画
の
立
案

◼
事
前
準
備

◼
活
動
の
記
録

◼
活
動
内
容
の
発
信

◼
計
画
の
見
直
し

◼
連
携
の
枠
組
み
の
見
直
し

◼
目
標
達
成
度
と
目
標
設
定
の
妥
当
性

◼
活
動
面
積
の
妥
当
性

◼
活
動
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
妥
当
性

◼
役
割
分
担
と
人
員
体
制
の
妥
当
性

多多
様様
なな
連連
携携
のの
事事
例例
（（
ココ
ララ
ムム
））
「「
手手
引引
きき
」」
にに
はは

10
のの
ココ
ララ
ムム
がが
掲掲
載載
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす

ｓ
を
目
指
し
た
多
様
な
連
携
の
拡
が
り

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
よ
る
連
携
の
マ
ッ
チ
ン
グ

鎌
倉
漁
業
協
同
組
合
と
海
の

ｓ
を
実
行
す
る
会
（
鎌
倉
市
）

鎌
倉
の
浜
に
大
量
に
打
ち
上
が
る
海
藻
を
、
地
元
料
理
家
が
地
元

の
漁
業
者
と
相
談
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
念
に
も
っ
て
、
打
ち
上
が
っ

た
海
藻
を
畜
産
用
の
餌
料
と
す
る
こ
と
を
考
案
。
海
藻
の
回
収
と
加

工
を
、
地
元
の
福
祉
事
業
所
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
水
福
連
携

を
実
現
。

海
藻
餌
料
で
育
て
ら
れ
た
豚
は
「
鎌
倉
海
藻
ポ
ー
ク
」
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
地
元
飲
食
店
が
そ
れ
を
提
供
す
る

次
産
業
化
へ
と

発
展
し
て
い
る
。

外
海
活
動
組
織
（
長
崎
市
）

活
動
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
と
減
少
に
よ
り
、
効
果
の
あ
る
ウ
ニ
除

去
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
相
談
し
、

年
２
回
の
ウ
ニ
除
去
を
長
崎
大
学
ダ
イ
ビ
ン
グ
部
の
学
生
と
協
働
で

実
施
。
学
生
の
参
加
に
よ
り
ウ
ニ
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、
小
型

海
藻
と
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
が
繁
茂
す
る
目
に
見
え
る
成
果
が
表
れ
る
。

地
元
小
学
生
と
の
ワ
カ
メ
体
験
の
環
境
学
習
も
学
生
が
参
加
。

大
学
生
は
、
活
動
に
参
加
で
き
た
お
礼
に
、
直
売
所
の
看
板
を
寄

贈
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

活
動
組
織

構
成
員

漁
協

漁
業
者

行
政

非
構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

小
学
生

サ
ポ
ー
ト

専
門
家

大
学
生

活
動
組
織

構
成
員

漁
協

料
理
家

漁
業
者

老
人

ホ
ー
ム

行
政

非
構
成
員

福
祉

事
業
所

×
4

畜
産

事
業
者

等

飲
食

事
業
者

地
方

農
政
局

寄
贈
さ
れ
た
直
売
場
の
看
板

地
元
小
学
生
と

の
ワ
カ
メ
勉
強
会

・
全
国
約
７
５
０
組
織
の
う
ち
、
漁
業
関
係
団
体
以
外

と
連
携
し
て
い
る
の
は
約
３
割

・
し
か
し
、
高
齢
化
や
人
手
不
足
が
深
刻
な
課
題

・
水
産
多
面
的
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

多
様
な
団
体
と
連
携
を
す
る
必
要
が
あ
る

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る
多
様
な
連
携
の
手
引
き
（
概
要
）

本
手
引
き
は
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
を
行
う
各
活
動
組
織
が
多
様
な
連
携
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
解
説

連連
携携
事事
例例
・・
参参
考考
資資
料料

・
多
様
な
連
携
を
行
っ
て
い
る
活
動
組
織
を
取
上
げ
、

図
や
写
真
を
用
い
て
コ
ラ
ム
で
紹
介
（
10
事
例
）

・
連
携
活
動
の
参
考
と
な
る
情
報
を
多
数
掲
載

活
動
組
織

構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

漁
業
者

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

関
連
す
る
活
動

（
上
位
目
標
、
共
通
目
標
の
共
有
）

団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
町
村
等

そ
れ
以
外

団
体

非
構
成
員

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

主
に

学
校
関
係

漁
協

団
体

連連
携携
活活
動動
のの
進進
めめ
方方

連連
携携
のの
枠枠
組組
みみ
とと
役役
割割

連連
携携
体体
制制
のの
構構
築築

・
連
携
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
活
動
組
織
の
抱
え
る

課
題
を
抽
出

・
課
題
解
決
で
き
る
連
携
団
体
の
絞
り
込
み

・
コ
ン
タ
ク
ト
・
選
定
・
事
務
処
理

（
構
成
員
、
非
構
成
員
、
関
連
す
る
活
動
の
ど
の
形

態
で
連
携
す
る
の
か
、
学
校
と
の
連
携
で
は
、
総
合

学
習
に
位
置
づ
け
等
）

実 践
・
地
域
の
環
境
改
善

・
人
材
育
成

・
認
知
度
向
上

等

・
連
携
団
体
を
「
構
成
員
」
、
「
非
構
成
員
」
、
「
関
連
す
る

活
動
」
に
分
類
し
て
関
わ
り
方
を
整
理

・
リ
ー
ダ
ー
等
、
市
町
村
・
地
域
協
議
会
の
役
割
を
解
説

・
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

・
活
動
の
継
続

・
人
員
の
確
保
、
事
務

作
業
の
軽
減
等

・
地
域
社
会
へ
の
貢
献

・
団
体
の
専
門
性
を
発
揮

・
学
び
の
場
の
確
保

等

・
連
携
す
る
団
体
と
活
動
を
一
緒
に
進
め
て
い
く
際
に

効
果
的
な
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
解
説

・
目
標
を
共
有
し
て
、
み
ん
な
で
達
成
を
目
指
す

・
関
係
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

・
活
動
を
記
録
し
て
、
情
報
発
信

・
柔
軟
に
計
画
を
見
直
し
、
継
続
性
を
担
保
す
る

団
体
区
分

特
徴

地
域
団
体

地
域
に
根
差
し
た
団
体

行
政
機
能
を
補
完
す
る
存
在

非
営
利
団
体

（
N
P
O
法
人
等
）

専
門
性

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
業

C
S
R
活
動

専
門
技
術
還
元
、
広
報
力

小
中
学
校

体
験
学
習
の
場
の
確
保

安
全
面
の
配
慮

高
校
・
大
学

大
き
な
戦
力

活
動
時
期
等
の
配
慮

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献

研
究
機
関

専
門
的
な
助
言

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献

第第
４４
章章

第第 １１ 章章

第第
３３
章章

第第
２２
章章

共
通
の
目
標

活
動
組
織

連
携
団
体

現現 状状 とと 課課 題題

効 果

Pl
an

Do

Ac
tio

n
Ch

ec
k

連
携
活
動
の
計
画

連
携
活
動
の
実
施

連
携
活
動
の
評
価

連
携
活
動
の
見
直
し
・
改
善

◼
目
的
・
目
標
の
設
定

◼
計
画
の
立
案

◼
事
前
準
備

◼
活
動
の
記
録

◼
活
動
内
容
の
発
信

◼
計
画
の
見
直
し

◼
連
携
の
枠
組
み
の
見
直
し

◼
目
標
達
成
度
と
目
標
設
定
の
妥
当
性

◼
活
動
面
積
の
妥
当
性

◼
活
動
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
妥
当
性

◼
役
割
分
担
と
人
員
体
制
の
妥
当
性
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構
成
員
内
訳

新
江
ノ島

水
族
館

頼
も
しい

パ
ー
トナ

ー
で
す
専

門
的
な
知
識
だ
け
で
な
く

中
間
育
成
に
も
協
力
頂
い
て

い
ま
す
。

三
陸
ボ
ラ
ン
テ
ィア

ダ
イ
バ
ー
ズ

三
陸
の
復
興
の
為
に
活
動

ス
ター

トし
た
団
体
で
す
。

ダイ
バ
ー
の
まと
め
役
とし
て
、

協
力
頂
い
て
い
ます

。

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョッ
プ

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョッ
プ

オ
ア
シ
ス

地
元
ダイ

ビン
グ
シ
ョッ
プな

らで
は
の
、ガ

イド
役
や
ダイ

ビン
グ
機
材
レン

タル
及
び

ダイ
バ
ー
を
集
め
る
な
どの

協
力
頂
い
て
い
ま
す
。

湘
南
ア
ウ
ト
リガ
ー

カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ

機
動
力
抜
群

マン
パ
ワ
ー
の
部
分
で
協
力

頂
い
て
い
ます

。

ダイ
ビン

グ
機
材
レ
ン
タル

及
び
ダイ

バ
ー
を
集
め
る
な

どの
協
力
頂
い
て
い
ま
す
。

多
摩
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィー

ズ
学
部

海
藻
シ
ンポ

ジ
ュウ
ム
を
中
心
に

協
力
頂
い
て
い
ます

。

阪
急
阪
神
第
一
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ

第
一
イ
ン
湘
南

宿
泊
とセ

ット
の
体
験
に

協
力
頂
い
て
い
ます

。

メ
ン
バ
ー

代
表

北
村

治
之

副
代
表

山
下

由
香
里

第
一
イン

湘
南

統
括
支
配
人

ス
タッ
フ

釣
り教

室
メイ

ン
で
活
躍
中

海
藻
女
子

海
藻
シ
ン
ポ
や
体
験
学
習
で
活
躍
中

の
メン

バ
ー
は

全
員
本
職
を持

って
い
ます

。

この
活
動
だ
け
で
、生

活
出
来
る
訳

で
は
あ
りま
せ
ん
。

ボ
ラン

テ
ィア
に
近
い
状
況
で
の
活
動

協
力
で
す
。

感
謝
、感

謝
で
す
。の
構
成
員

江
の
島
片
瀬
漁
業
協
同
組
合

代
表
組
合
長

遊
漁
船

で
い
とう
丸

船
長

１
設
立
の
背
景

年
秋
より
、釣

り船
で
い
とう
丸
に
て
、『
初
心
者
の
為
の
船
釣
り教

室
』と
して

、活
動
をス

ター
ト致

しま
した

。活
動
の
き
っか

け
は
、ハ

ー
ドル

が
高
い
と言

わ
れ
て
い
る
船
釣
りの

イメ
ー
ジ
を払

拭
し、
親
しみ

や
す
い
船
宿
を目

指
す
事
で

した
。

年
に
水
産
庁
『水

産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
』事

業
に
認
定
され

任
意
団
体
を設

立
、『
江
ノ島

・フ
ィッ
シ
ャー

マン
ズ
・プ
ロジ

ェク
ト』

以
下

に
変
更
し船

釣
り教

室
を主

軸
に
、ワ
カメ
養
殖
体
験
活
動
を加

え
まし

た
。

年
度
に
は
、『
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
』の
対
象
事
業
内
容
の
変
更
に
伴
い
、船

釣
り教

室
は
対
象
外
と

な
りま
した

が
、海

底
清
掃
と藻

場
保
全
活
動
が
加
わ
り、
ワカ

メの
養
殖
体
験
は
名
称
を変

更
し『
海
藻
シ
ンポ

ジ
ュウ

ム
』と
して

継
続
開
催
とな

りま
した

。
年
コロ

ナ
禍
で
は
あ
りま
した

が
、以

前
か
ら企

画
して

い
た
体
験
学
習
を
ス

ター
トす

る
事
が
出
来
まし

た
。

江
の
島
は
、全

国
有
数
の
観
光
地
で
は
あ
りま
す
が
、漁

村
の
顔
を併

せ
持
って

い
ます

。海
の
環
境
保
全
や
漁
村
の
持

続
は
漁
村
だ
け
の
力
で
は
、困

難
な
時
代
で
す
。メ
デ
ィア
で
取
り上

げ
られ

て
い
る
船
釣
りに
興
味
を示

した
子
供
達
に
、

五
感

視
覚
、聴

覚
、触

覚
、味

覚
、嗅

覚
を通

して
、海

の
魅
力
を伝

え
る
。

又
、漁

港
に
訪
れ
漁
村
の
存
在
を感

じ、
漁
業
の
大
切
さを

アピ
ー
ル
す
る
こと
が
、藤

沢
市
が
推
奨
して

い
る
『地

産
地

食
』に
も
繋
が
り、
少
しで

も
魚
離
れ
を
抑
制
す
る
こと
が
で
きる

の
で
は
な
い
か
、と
の
思
い
で
ス
ター

トし
た
活
動
で
す
。

江
の
島
に
お
け
る
藻
場
の
造
成

江
ノ島

・フ
ィッ
シ
ャー

マ
ン
ズ
・プ
ロ
ジ
ェク
ト

４　藻場部会

①事例紹介 江ノ島・フッシャーマンズプロジェクト
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水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
の
項
目
変
更
に
よ
り、
ス
タ
ー
ト
した

も
う一

つ
の
活
動
で
す
。

江
の
島
海
底
の
清
掃
を
行
って
い
ま
す
。

この
活
動
は
、マ
ン
パ
ワ
ー
で
ゴ
ミを

拾
い
上
げ
て
くる
と言

う単
純
作
業
の
繰
り返

しで
す
。

多
数
の
ダ
イ
バ
ー
さ
ん
の
協
力
で
成
り立

って
い
ま
す
。

年
は
大
型
台
風
に
よ
り、
藻
場
も
壊
滅
。綺

麗
に
な
った

海
域
も
細
か
い
ゴ
ミの

吹
き溜

ま
りが

で
き
た
りと
、苦

労
の
繰
り返

しで
す
。し
か
し継

続
的
な
活
動
に
よ
り、
大
型
ゴ
ミは

か
な
り減

って
き
て
い
ま
す
。反

対
に
釣
りの

錘
は
増
え
続
け
回
収
重
量
は
増
え
て
い
ま
す
。

活
動
詳
細

④
海
底
清
掃
＊
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

22
00
1166
年年

22
00
1177
年年

22
00
1188
年年

22
00
1199
年年

22
00
2200
年年

22
00
2211
年年

ペ
ット
ボ
トル

缶 プラ
ス
チ
ック
小
物

釣
り具

漁
具

その
他

合
計
ゴ
ミ量

㎏
㎏

㎏
㎏

㎏
㎏

清
掃
回
数

回
回

回
回

回
回

延
べ
参
加
ダイ

バ
ー
数

人
人

人
人

人
人

活
動
詳
細

③
体
験
学
習

体
験
学
習

兼
ね
て
よ
り、
温
め
て
い
た
企
画
が
実
現
致
しま

した
。

漁
業
や
海
の
大
切
さ
を
学
ぶ
体
験
で
す
。

年
度
は

校
い
ず
れ
も
年
生

名
様
の
体
験
学
習
で
した

。
漁
師
の
方
々
も
、普

段
触
れ
合
う事

が
無
い
小
学
生
の
素
朴
な
疑
問

に
照
れ
な
が
ら
も
、笑

顔
で
対
応
い
て
い
ま
す
。

漁
業
の
継
続
に
繋
が
る
一
歩
と考

え
て
い
ま
す
。

活
動
詳
細

②
海
藻
シ
ン
ポ
ジ
ュウ

ム
旧
ワ
カ
メ
の
養
殖
体
験

江
の
島
で
唯
一
の
養
殖
漁
業
が
『ワ
カ
メ
の
養
殖
』で
す
。

毎
年

月
に
ワ
カ
メ
の
種
を
ロ
ー
プ
に
装
着
しワ

カ
メ
養
殖
棚
に
設
置
しま

す
。

この
ワ
カ
メ
養
殖
体
験
を
メ
イ
ン
に
、海

や
海
の
生
き物

に
関
す
る
事
等
々
体
験
や

食
育
を
通
じて

、海
の
事
を
楽
しく
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

月
に
は
『ワ
カ
メ
の
種
付
け
体
験
』
月
は
『ワ
カ
メ
の
刈
取
り体

験
』を

行
い
ま
す
。藻

場
に
つ
い
て
の
ミニ
講
義
や
、海

の
生
き物

タ
ッチ
プ
ー
ル
、ミ
ニ
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
な
ど、
五
感
で
体
験
して

頂
き
ま
す
。

コロ
ナ
禍
で
中
止
や
縮
小
開
催
とな

って
い
ま
す
が
、約

年
回
の
開
催

延
べ
参
加
者

名
ま
で
に
成
長
した

企
画
で
す
。

今
後
も
継
続
開
催
して

い
き
た
い
と考

え
て
い
ま
す
。

平
成

年
年

月
ス
タ
ー
ト

初
心
者
対
象
の
船
釣
り教

室

月
～

月
ま
で
年
間

～
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
。

フル
レ
ン
タ
ル

レ
ク
チ
ャー

安
心
サ
ポ
ー
ト
の
キ
ャッ
チ
フレ
ー
ズ
で
集
客
。実

際
に

参
加
者
は
ク
ー
ラ
ー
ボ
ック
ス
と長

靴
だ
け
の
用
意
で
、釣

竿
・仕
掛
け
・餌
・氷
す
べ

て
を
当
方
で
用
意
して

い
ま
す
。

農
林
水
産
省
公
認
の
釣
りマ
ス
タ
ー
イ
ン
ス
トラ

ク
タ
ー
の
資
格
を
所
有
す
る
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
軸
に
、釣

り方
の
レク

チ
ャー

を
行
い
、初

心
者
・お
子
様
で
も
安
心
して

船
釣
りを
楽
しめ

る
企
画
で
す
。

年
か
ら
の
釣
り教

室
参
加
者
数
は
延
べ

名
、

回
の
開
催
と実

績
も
あ
り、
活
動
の
主
軸
で
あ
りま
す
。

活
動
詳
細

①
船
釣
り教

室
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今
の
江
の
島

・
国
土
地
理
院

年
前
の
江
の
島

ヨ
ット
ハ
ー
バ
ー
が

で
き
て
い
ま
す

４
①

江
の
島
藻
場

プレ
ゼ
ンテ

ー
シ
ョン
の
タイ
トル

・
・

・

年
前
の
江
の
島

４
江
の
島
に
お
け
る
藻
場
の
造
成

カ
ジ
メ
藻
場
とワ

カ
メ
藻
場

①
江
の
島
藻
場

②
活
動
ポ
イ
ン
ト

③
過
去
の
活
動
成
果

④
台
風
に
よ
る
被
害

⑤
新
た
な
る
藻
場
発
見

⑥
成
功
して

い
る
ワ
カ
メ
藻
場

⑦
海
か
らの

贈
り物

⑧
新
江
ノ島

水
族
館
で
の
成
果

⑨
今
後
の
展
望
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カ
ジ
メ
・ア
ラ
メ
に
関
して

は
失
敗
続
き
で
大
き
な
成
果

は
得
られ

ま
せ
ん
。

幼
体
ま
で
の
成
功
は
経
験
しま

した
が
、そ
れ
以
降
が

難
しく
厳
しい

状
況
で
す
。

昨
年
ま
で
の
『母
藻
の
設
置
』を
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
ま
と

め
て
み
ま
した

。合
わ
せ
て
、幼

体
ま
で
の
成
功
例
を
紹

介
致
しま

す
。

③
過
去
の
活
動
成
果

②
藻
場
保
全
活
動
ポ
イ
ン
ト 10
ha

藻
場
　1
98
8～

20
20

環
境
省
　自

然
環
境
局
　生

物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

藻
場
　第

5回
(1
99
3～

19
99
)

環
境
省
　自

然
環
境
局
　生

物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

藻
場
　第

4回
(1
98
8～

19
93
)

環
境
省
　自

然
環
境
局
　生

物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
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幼
体
ま
で
の
成
功
例

ネ
ット

幼
体
ま
で
の
成
功
例

カ
ジ
メ
石

年
～

年
は
カ
ジ
メ
石
・ス
ポ
ア

バ
ック
・ネ
ット
で
の
母
藻
の
設
置
を
試
み
ま
した

。

年
度
は
か
な
りの

好
成
績
で
幼
体
の
定

着
が
見
られ

ま
した

。

年
月

日

年
月

日

鎌
倉
海
岸
よ
り採

取
ア
ラメ
・カ
ジ
メと
も
に

状
態
が
良
く、
子
嚢
斑
も

しっ
か
りで

で
い
る

ポ
イン

ト①
カモ

ネ
ポ
イン

ト②
ウジ

マ
付
近

採
取
不
可
能

ポ
イン

ト②
大
台
よ
り採

取

年
月

日

№
№

ポ
イン

トか
ら

採
取

この
ポ
イン

トを
育
て
る
た
め
に

マ
ー
クを

多
数
設
置新
た
な
カ
ジ
メ
藻
場
発
見

この
時
期
か
ら
カ
ジ
メ
は
衰
退

タイ
ム
ライ

ン

中
嶋
さん

田
中
さん

サ
ポ
ー
ト開

始

ポ
イン

ト⑩
ウジ

マ付
近
で
採
取

年
月

日

年
月

日

年
月

日
年

月
月

ポ
イン

ト①
カモ

ネ
付
近

生
息
あ
り、
ア
ラメ
率
が
高
い

ポ
イン

ト①
カモ

ネ
付
近

採
取

切
られ

た
よ
うな

跡
で

茎
多
数
。

ポ
イン

ト①
カモ

ネ
付
近

人
為
的
に
切
られ

た
よ
う

な
カジ

メ

昨
年
よ
り回

収
に
苦
労

ア
ラメ
が
水
深

ｍ
～

ｍ
カジ

メが
水
深

ｍ
～

ｍ
カジ

メは
茎
長
が

㎝
程
度

歳
の
小
型
藻

体
が
多
く成

熟
した

カジ
メが

全
体
の

割
歳
の
藻
体
か
ら子

嚢
斑
が
形

成
され

て
い
る
葉
部
を
利
用

この
時
期
か
ら
ア
ラ
メ
は
衰
退
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－
⑤

新
た
な
藻
場
発
見

年
月

日
に
見
つ
け
た
ポ
イ
ン
ト
・ポ
イ
ン
ト
の
カ
ジ
メ
藻
場

年
月

日
・台

風
号

年
月

日
・台

風
号

年
月

日
・台

風
号

④
台
風
に
よ
る
被
害

保
護
ネ
ット
を
掛
け
た
様
子
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月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

ポ
イン

ト⑤
⑥
の

年
全
滅
ま
で
の
タイ

ム
ライ

ン

ポ
イン

ト⑤
⑥

カジ
メ藻

場
発
見

春
の
モ
ニタ

リン
グ
時
は

ワ
カメ
が
多
く見

落
とし

と推
察

週
間
後

一
部
食
害
が

始
ま
って
い
る

子
嚢
斑
は
は
っき
り

確
認

週
間
後

食
害
が
広
が
り

始
め
て
い
る

ほ
とん

ど茎
だ
け
に

な
って
い
る
。

月
日

約
か
月
で
全
滅

年
月
に
は
、こ
ん
な
事
に
…

•
藻
場
モ
ニ
タ
リン
グ
ポ
イ
ン
ト№

と№
が
、好

成
績
ポ
イ
ン
トと
判
断
。

•
細
か
く観

察
で
き
る
様
に
プ
ラ
ス
チ
ック
の
番
号
札
を
図
の
様
に
設
置
した

。
•
モ
ニ
タ
リン
グ
時
に
ポ
イ
ン
トを

探
す
時
間
が
か
か
る
デ
メ
リッ
トを

番
号
札

で
解
決
。一

つ
で
も
札
が
見
つ
か
る
と設

置
した

ボ
ル
トの

発
見
に
役
立

ち
ま
す
。
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年
月

日
台
風

号

⑦
海
か
らの

贈
り物

・
・

－
⑥

成
功
して

い
る
『ワ
カ
メ
藻
場
』
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ア
ラ
メ
・カ
ジ
メ
を
増
や

して
海
中
林
を
再
現
す

る
目
標

自
然
海
水
の
か
け
流
しな

の
で
、こ
れ
まで

気
に
しな

か
った
水
質
に
注
目

植
物
の
育
成
に
必
要

な
要
素
に
ヒン
ト

今
回
は
鉄
に
注
目

光
合
成
や
呼
吸
の
電
子
伝

達
・ク
ロロ

フィ
ル
合
成
、硝

酸
化
元
素
に
働
く元

素

藻
場
回
復
に
鉄
の
添
加
が
効

果
をも

た
らし
て
い
る
事
例
有

褐
藻
類
は
ヨ
ウ
素
を

保
有
して

い
る

江
の
島
近
海
は
海
洋
ヨウ
素

濃
度
が
高
い

㎎
/ℓ

しか
し、
水
槽
水
は
ヨウ
素
濃

度
が
低
い
時
が
あ
る
。

電
磁
定
量
ポ
ン
プ
で
を
ク

エ
ン
酸
鉄
を
投
入
。手

動
で
ヨ
ウ
化
カ
リウ
ム

クエ
ン酸

鉄
・水

道
水
に
使

用
済
み
カイ

ロや
鉄
くず
とク

エ
ン酸

を
入
れ
て
日
程
度

放
置
、上

澄
み
を利

用

ヨウ
化
カリ
ウム

を
～

ｇ
水
槽
水
に
溶
解
させ

て
添
加

相
模
湾
の
豊
か
な

海
中
林
を
水
族
館
で

再
現
で
き
な
い

年
開
館
当
初
は
、

再
生
で
き
て
い
た
海
藻
も

年
頃
か
ら
が
月
も

持
た
な
い
状
況
が
続
き

年
間
の
未
解
決

Ｊ
Ａ
Ａ
第

回
水
族
館
研
究
会

年
月

鉄
とヨ
ウ
素
を
添
加
し
た
大
型
水
槽
に
お
け
る
褐
藻
類
の
育
成
に
つ
い
て

新
江
ノ島

水
族
館
チ
ー
ム

北
嶋

円
・鈴

木
良
博
・唐

亀
正
直
・大

内
豊
・濱

田
一
毅
・大

下
勲

積
年
の
悲
願
達
成
！

ク
エ
ン
酸
鉄
の
常
時
滴
下
添
加
に
加
え
、ヨ
ウ
素
濃
度
が
常
時

以
上
に
な
る
よ
うに
ヨ
ウ
化
カ
リ

ウ
ム
を
添
加
した

結
果
、
月

日
現
在
ア
ラ
メ
は

日
、カ
ジ
メ
は

日
以
上
の
育
成
に
成
功
した

。
子
嚢
斑
か
ら
、遊

走
子
も
確
認
で
き
て
い
る
。新

しい
株
も
育
って
い
ま
す
。

岩
礁
水
槽

水
深
約

水
量
約

密
閉
圧
力
式
濾
過
器
（
処
理
水
量

㎥
／

）
台

循
環
約
24
tu
rn
∕d
ay
．

電
解
装
置

海
岸
か
らの

浸
透
海
水
を約

35
ℓ
／

常
時
か
け
流
し

設
定
水
温
通
年
18
℃

起
流
ポ
ンプ

基
（
ハ
イド

ロウ
ィザ
ー
ド，

、背
面

基
、横

面
基
）

水
銀
灯
照
明

灯
，

灯
を
日

時
間
（

：
～

：
）
点
灯
．

収
容
生
物
：
サ
ザ
エ、
マ
ナ
マコ

、ム
ラサ

キ
ウニ

、コ
ブダ

イ、
マハ

タ、
クロ
メバ

ル
、カ
ゴ
カキ

ダイ
、タ
カノ
ハ
ダイ

な
ど

「電
磁
定
量
ポ
ン
プ
（
イ
ワ
キ
，

）
」

ク
エ
ン
酸
に
鉄
を
溶
か
した

ク
エ
ン
酸
鉄
を
液
体
とし
て
定
量
滴
下
。

投
与
量
は
4.
32
ℓ
～
16
ℓ
／

新
江
ノ島

水
族
館

岩
礁
水
槽

⑧
新
江
ノ島

水
族
館
で
の
成
果

新
江
ノ島

水
族
館
資
料
提
供
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ご
清
聴
あ
りが

とう
ご
ざ
い
ま
し
た

江
ノ島

・フ
ィシ
ャー

マ
ンズ

・プ
ロジ

ェク
ト

代
表

北
村

治
之

副
代
表

山
下
由
香
里

資
料
作
成
協
力

敬
称
略

新
江
ノ島

水
族
館

㈱
水
産
環
境

田
中

和
弘

藻
場
保
全
は
一
筋
縄
で
進
め
ら
れ
る
事
で
も
あ
りま
せ
ん
。

しか
し、
長
年
の
活
動
が
少
しづ

づ
、実

を
結
び
、

の
活
動
に
参
加
頂
い
た
延
べ
人
数
は

今
期

万
人
に
到
達
致
しま

す
。

念
願
の
小
学
校
体
験
学
習
が
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
した

。
この

啓
蒙
活
動
を
地
道
に
す
る
事
も
、藻

場
保
全
に
つ
な
が
る
と考

え
て
い
ま
す
。

これ
か
ら
も
江
の
島
漁
村
ファ
ン
を
一
人
で
も
増
や
す
為
に
、

の
活
動
を
継
続
して

い
き
た
い
と思

い
ま
す
。。

海
の
森
は

も
ば
じー

わ
か
じー

も
ば

最
後
に

⑨
今
後
の
展
望

新
江
ノ島

水
族
館
で
幼
体
培
養

保
護
施
設
の
設
置

年
間
を
通
して

、遊
走
子
が
出
せ
る
様
な
環

境
が
整
い
つ
つ
あ
りま
す
。本

年
度
も
す
で
に

幼
体
は
確
認
で
き
て
い
ま
す
。今

後
は
、成

長
さ
せ
る
方
法
を
テ
ー
マ
に
して

い
く。

保
護
す
る
た
め
の
施
設
検
討
。簡

単
に
檻
の

様
な
も
の
だ
と、
一
回
の
時
化
で
破
壊
さ
れ
て

しま
う。
大
き
な
藻
礁
の
様
な
形
成
を
した

場
所
が
必
要
。

港
内
ア
ン
カ
ー
が

1 100
個
位
あ
る
の
で

活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

×
高
さ

ｍ

⑨
今
後
の
展
望
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磯
焼
け
対
策
とは

阻
害
要
因
を

排
除
す
る
こ
と

増

減

検検
索索
「「
磯磯
焼焼
けけ
対対
策策
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
」」

↓↓

指指
針針
・・
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
等等

水水
産産
庁庁

↓↓

指指
針針
・・
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
等等

↓↓

漁漁
場場
整整
備備

↓↓

第第
版版
磯磯
焼焼
けけ
対対
策策
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン

令令
和和

年年
３３
月月

今
日
お
話
し
す
る
こ
と

①
藻
場
の
保
全
と
は

②
ウ
ニ
・
魚
・
タ
ネ
対
策

③
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

22
/0

9/
07

令
和

4年
度
多
面
的
講
習
会

at
名
古
屋
藻
場
部
会
資
料

藻
場
の
保
全
の
実
際

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

中
嶋

泰

②藻場の保全の実際
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ウ
ニ
の
食
害
の
判
断

パ
ッ
チ
状
磯
焼
け
（
ハ
ゲ
地
）
の
出
現

②
ウ
ニ
・
魚
・
タ
ネ
対
策

①
ウ
ニ
対
策

磯
焼
け
対
策
の
３
つ
の
基
本

②
魚
対
策

③
タ
ネ
の
供
給

で
き
る
こ
と
か
ら

○
△

×
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ウ
ニ
フ
ェ
ン
ス

活
動
の
成
果
が
明
瞭
に
現
れ
た
状
態

ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
（

枚
網
）

ウ
ニ
の
侵
入
を
防
御
し
、
藻
場
を
保
護
し
た
り
回
復
さ
せ
た
り
す
る
の
に
用
い
る
。

ウ
ニ
の
侵
入
を
遅
ら
せ
る

除
去
活
動
は
、
範
囲
を
明
確
に
す
る
と
効
果
が
現
れ
や
す
い
。

ウ
ニ
除
去
範
囲
を
明
確
に
さ
せ
る

→
活
動
前
に
周
知
。
場
所
を
明
確
に
す
る
。

→
狭
く
て
も
良
い
の
で
、
早
期
に
成
功
事
例
を
示
す
事
が
大
事

ウ
ニ
除
去

「
き
ち
ん
と
」
除
去
す
る
た
め
に

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

01020304050607080

2
0
1
1
年

2
0
1
2
年

2
0
1
3
年

2
0
1
4
年

2
0
1
5
年

ウ ニ 密 度 （ 個 ／ ㎡ ）

平 均 被 度 （ ％ ）

Ｌ
-２

（
青
磯
）

小
型
海
藻

大
型
海
藻

ウ
ニ
密
度

ウウ
ニニ
除
去

目
標
密
度
は
０
個
／
㎡
と
す
る

藻
場
が
も
ど
ら
な
け
れ
ば
、
翌
年
も
除
去
す
る

「
き
ち
ん
と
」
除
去
す
る

藻
場
と
ウ
ニ
焼
け
を
対
極
的
安
定
状
態
と
す
る
不不
連連
続続
フフ
ェェ
ーー
ズズ
シシ
フフ
トト
（

と
は
閾
値
）

ウ
ニ
が
増
加
し

を
上
回
る
と
ウ
ニ
焼
け
に
な
り
、

ウ
ニ
が
減
少
し

を
下
回
る
と
藻
場
が
回
復
。

改
訂
磯
焼
け
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

藻
場
は
急
に
戻
る

Ｂ
Ａ

藻 場

ウ
ニ

磯
焼
け
の
ま
ま
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増
え
す
ぎ
た
猪
・
鹿
を

害
獣
と
呼
ぶ
ら
ば

増
え
す
ぎ
た
サ
カ
ナ
は

害
魚
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

②
ウ
ニ
・
魚
・
タ
ネ
対
策

＜
材
料
＞
（
網
）

デ
ニ
ー
ル

本
６
節

※
高
さ

（
浮
き
ロ
ー
プ
）
ワ
ン
ラ
イ
ン
フ
ロ
ー
ト

（
筋
ロ
ー
プ
）
ロ
イ
ヤ
ル
タ
ス
ト
ン
ロ
ー
プ

（
チ
ェ
ー
ン
）
チ
ェ
ー
ン

ド
ブ
メ
ッ
キ

結
束
バ
ン
ド

14

＜
作
り
方
＞

網
地
の
上
端
に
は
浮
き
ロ
ー
プ
を
、
下
端
に
は
筋
ロ
ー
プ
を
編

む
よ
う
に
通
す
。
そ
れ
ぞ
れ
印
を
つ
け
た
と
こ
ろ
で
合
わ
せ
た
後
、

網
成
り
を
整
え
た
の
ち
、

間
隔
で
結
束
す
る
。

下
端
の
筋
ロ
ー
プ
と
チ
ェ
ー
ン
を

個
お
き
に
結
束
す
る
。

1
0
0
m

1
m

1
m

1
5
0
m

1
0
0
m

30
m 45

m

30
m

7.
5

7.
5

7.
5

7.
5

11
11

11
11

1
5
0
m
分
を
1
0
0
m
に
な
る
よ
う
均
一
に
拡
げ
る

1
0
0
m

1
m

1
m

4
5
m
編
地
の
目
印
と

3
0m
ロ
ー
プ
の
目
印
を
合
わ
せ
、
結
束
バ
ン
ド

で
結
束
。
編
地
を
均
一
に
た
る
ま
せ
た
後
、

2
5c

m
間
隔
で
結
束
。

30
m

縮縮
結結

いい
せせ

率率
※※
33
00
mm
ずず
つつ
作作
成成
しし
たた
方方
がが
作作
りり
やや
すす
いい

（（
網網
はは
約約

ｍｍ
））
。。

フ
ェ
ン
ス
の
作
り
方

岸
側

沖
側
（
砂
地

瀬
切
方
式

フ
ェ
ン
ス
は
翌
年
移
動
す
る

30



ア
イ
ゴ

（
出
所
：
水
産
研
究
・
教
育
機
構
）

最
高
齢
：
13
歳

産
卵
開
始

群
れ
を
見
た

か
じ
り
痕

写
真
・
ビ
デ
オ

腹
の
中
に

魚
に
よ
り
対
策
が
違
う

ア
イ
ゴ

（
バ
リ
・
ア
イ
・
ヤ
ノ
イ
オ
）

ブ
ダ
イ

(モ
ハ
ミ
・
イ
ガ
メ

)
イ
ス
ズ
ミ

(サ
サ
ヨ
・
ヒ
チ
ク
レ

)

海
藻
を
食
べ
る

三
大
害
魚

)

サ
カ
ナ
対
策
の
基
本

・
親
を
減
ら
す

・
秋
ま
で
に
獲
る

・
継
続
す
る
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ブ
ダ
イ
の
対
策 最
高
齢
：
8歳

産
卵
開
始

（
出
所
：
水
産
研
究
・
教
育
機
構
）

ア
イ
ゴ
の
対
策

秋
ま
で
に
獲
る

・
産
卵
後
～
秋

（
食
欲
大
）

・
朝
投
網

（
イ
セ
エ
ビ
混
獲
少
な
い
）

・
一
枚
網
が
望
ま
し
い

（
混
獲
少
・
楽
）

「
久
保
伊
津
男
(1
96
2)
：
イ
セ
エ
ビ
の
漁
獲
の
時
間
的
変
化
に
み
ら
れ
る
双
峯
性
に
つ
い
て
」
よ
り
作
成

0
 尾

1
0
 尾

2
0
 尾

3
0
 尾

6時
～

8時
～

10
時
～

12
時
～

14
時
～

16
時
～

18
時
～

20
時
～

22
時
～

24
時
～

2時
～

4時
～

イ セ エ ビ 漁 獲 数 （ 尾 ）

投
網
時
刻

昼 3
%

夜 9
7
%

☀
☀

イ
セ
エ
ビ
の
時
刻
別
漁
獲
量

７７
月月

７７
月月

８８
月月

11
22
月月

時時
刻刻

夜夜
昼昼

夜夜

本本
多多
直直
人人
ほほ
かか
（（
22
00
11
00
))：：
音音
響響
カカ
メメ
ララ

DD
IIDD

SS
OO

NN
にに
よよ
るる
水水
槽槽
内内
でで
のの
アア
イイ
ゴゴ
のの
日日
周周
行行
動動
のの
観観
察察
、、

水水
産産
工工
学学
、、

44
77
((11

))、、
4477

--
55
11

21
年
７
月

10
時

大
分
県

16
年

6月
12
時

長
崎
県

ア
イ
ゴ

ア
イ
ゴ

昼
動
く

夜
動
く

ア
イ
ゴ
の
習
性

大
分
県

ア
イ
ゴ
の
対
策

方
法

場
所

時
期

利
点

欠
点

留
意
事
項

実
施
例

初
夏

産
卵
親
魚

を
除
去

イ
セ
エ
ビ
の
混
獲

が
あ
る

特
別
採
捕
許
可
申
請

秋
イ
セ
エ
ビ
の
混
獲

が
な
い

他
の
漁
業
者

と
の
調
整

定
置
網

初
夏

産
卵
親
魚

の
大
量
除
去

設
置
場
所
が

制
限
さ
れ
る

佐
賀
県

長
崎
県

徳
島
県
他

神
奈
川
県

長
崎
県

和
歌
山
県

岩
礁

礫
場

刺
網

唐
津
港
／
ア
イ
ゴ
の
水
揚
げ
量

主
に
定
置
網

大
型
籠
（
愛
媛
県
愛
南
町
）
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イ
ス
ズ
ミ

最
高
齢
：
46
歳

産
卵
開
始（
出
所
：
水
産
研
究
・
教
育
機
構
）

延
縄
と
刺
網
の
組
み
合
わ
せ

の
対
策

延
縄

は
大

型
、

刺
網

は
中

型
が

よ
く

獲
れ

る

ブ
ダ
イ
の
対
策

餌
は
生

ヒ
ジ

キ
が
ベ
ス
ト

刺
網

に
比

べ
て

楽

和
歌
山
県
串
本

鯛
鈎

②
-2
ブ
ダ
イ
の
対
策

方
法

場
所

時
期

利
点

欠
点

留
意
事
項

実
施
例

延
縄

岩
礁

礫
場

冬 ～ 春

大
型
魚
が
獲
れ
る

混
獲
が
な
い

作
業
負
担
が
少
な
い
餌
の
確
保
が
難
し
い

カ
エ
シ
と
ネ
ム
リ
が

入
っ
た
鯛
鈎
を
用
る

新
鮮
な
ヒ
ジ
キ
な
ど

を
餌
に
す
る

和
歌
山
県

大
分
県

刺
網

同
上

夏 ～ 秋

中
型
魚
が
よ
く
獲
れ

る
混
獲
が
多
い

長
時
間
作
業

イ
セ
エ
ビ
漁
業
者
と

の
調
整
が
必
要

各
地

串
本
市
場
に
お
け
る
漁
業
種
類
別
植
食
性
魚
類
の
漁
獲
量
（2

00
8年
４
月
～
１
２
月
）

㎏
／

時
間
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冬
と
春

・
昼
に

大
群
を
囲
む

・
夜
に

通
り
路
を
遮
断

㈱
ベ
ン
ト
ス

イ
ス
ズ
ミ
の
対
策

夕
方
に
消
波
堤
を
離
れ
て
岸
伝
い
に
南
下
、
翌
日
の
早
朝
に
は
戻
る

西
海
区
水
産
研
究
所

西
海
区
水
産
研
究
所
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イ
ス
ズ
ミ
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観
察
点
c

0
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2
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2
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0
-
1
m

1
-
2
m

2
-
3
m

3
-
4
m

4
-
5
m

5
-
6
m

6
-
7
m

7
-
8
m

8
-
9
m

9
-
1
0
m

1
0
-
1
1
m

海底からの高さ

イ
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
捕
獲
数

ｎ
=
3
2

海
面

網
の
高
さ

イ
ス
ズ
ミ
が
か
か
っ
た
高
さ

防
波
堤
の
端
に
集
ま
る

冬
・
春
に

大
群

泳
ぐ
高
さ

が
高
い

イ
ス
ズ
ミ
が
か
か
っ
た
高
さ

イ
ス
ズ
ミ
の
対
策

方
法

場
所

時
期

利
点

欠
点

留
意
事
項

実
施
例

刺
網

構
造
物

周
辺
他

冬 ～ 春

大
量
捕
獲
が
で
き
る

こ
と
が
あ
る

混
獲
が
少
な
い

周
辺
の
植
生
の
影
響

を
受
け
に
く
い

蝟
集
個
体
を
全
て

捕
獲
す
る
こ
と

が
難
し
い

蝟
集
規
模
が
小
さ
い

と
捕
獲
が
難
し
い

長
崎
県

ト
ラ
ッ
プ

構
造
物

周
辺
他

冬 ～ 春

作
業
負
担
が
少
な
い

い
つ
で
も
水
揚
げ
可

混
獲
魚
を
放
流
可

餌
の
確
保
が
難
し
い

設
置
場
所
が

制
限
さ
れ
る

長
崎
県

定
置
網

通
年

大
量
に
漁
獲
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る

設
置
場
所
が

制
限
さ
れ
る

長
崎
県

平
戸
市
の
イ
ス
ズ
ミ
水
揚
げ
量
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海
藻
の
タ
ネ
ま
き
と
そ
の
考
え
方

タ
ネ
ま
き
の
目
的
は
、

移
植
場
所
の
海
底
に
、
藻
場
を
つ
く
る
こ
と

母
藻
利
用
と
種
苗
利
用
の
２
つ
が
あ
る

母
藻
利
用
は
、
種
苗
利
用
よ
り
１
年
早
く
タ
ネ
が
拡

散
す
る
。
し
か
し
、
幼
体
の
出
現
が
不
確
実

種
苗
利
用
は
、
１
年
遅
れ
る
が
、
少
量
の
母
藻
で
可

能 新
し
い
母
藻
利
用
の
方
法
と
考
え
方
を
紹
介

②
ウ
ニ
・
魚
・
タ
ネ
対
策

イ
ス
ズ
ミ
の
対
策

魚
ト
ラ
ッ
プ

竹
野

旧
西

水
研

型

漁
師
さ
ん
か
ら
の
情
報

・
エ
ビ
網
で
も
獲
れ
る
（
長
崎
県
）

・
昼
間
、
刺
網
に
掛
か
る
。
網
地
の
色
は
関
係
な
い
（
長
崎
県
）

・
イ
カ
網
（
網
丈

6ｍ
）
に
か
か
る
（
鹿
児
島
県
）

・
夜
、
波
立
つ
浅
瀬
で
釣
れ
る
（
宮
崎
県
）

イ
ス
ズ
ミ
の
対
策

夏
と
秋

・
守
り
た
い
藻
場
の
近
く

・
浅
場
で
待
ち
伏
せ
る
？
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①
小
さ
い
ネ
ッ
ト
を
用
い
る
方
法
（
海
底
網
）

①
小
さ
い
ネ
ッ
ト
を
用
い
る
方
法
（
海
底
網
）

・
ネ
ッ
ト
自
体
に
も
幼
体
が
着
生
し
、
成
体
ま
で
成
長

・
茎
付
き
の
母
藻
で
あ
れ
は
、
新
し
い
主
枝
が
翌
年
成
熟

１
年
後

①
小
さ
い
ネ
ッ
ト
を
用
い
る
方
法
（
海
底
網
）

採
苗
水
槽

モ
ク
母
藻
ネ
ッ
ト

礫
場
に
展
開

母
藻
利
用

（
１
年
目
か
ら
タ
ネ
が
拡
散
す
る
）

第
3版

磯
焼

け
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
(2

02
1)
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海
藻
の
タ
ネ
付
け
／
カ
ジ
メ
類

①
選
別

②
陰
干
し

③
確
認

④
検
鏡

⑤
遊
走
子
液

⑥
注
入

⑦
静
置

⑧
運
搬

⑨
設
置

海
藻
の
タ
ネ
付
け
／
モ
ク
類

①
基
質
の
準
備

②
選
別

③
ネ
ッ
ト
に
取
付

④
浮
か
せ
る

⑤
卵
放
出
チ
ェ
ッ
ク

⑥
放
出
後

⑦
静
置

⑧
幼
胚

⑨
運
搬

①
小
さ
い
ネ
ッ
ト
を
用
い
る
方
法
（
海
底
網
）

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
属
以
外
に

カ
ジ
メ
類
で
も
可
能

①
小
さ
い
ネ
ッ
ト
を
用
い
る
方
法
（
海
底
網
）
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③
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

海
藻
の
タ
ネ
付
け
／
カ
ジ
メ
類
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②
小
型
海
藻
と
は

．

①
大
型
海
藻
と
は

．

景
観
被
度
の
区
分

内
容

例

①
大
型
海
藻

大
型
の
直
立
海
藻

コ
ン
ブ
、
ワ
カ
メ
、
カ
ジ
メ
、
ホ
ン
ダ

ワ
ラ
、
ア
マ
モ

②
小
型
海
藻

小
型
の
直
立
海
藻

ア
オ
サ
、
フ
ク
ロ
ノ
リ
、
ウ
ミ
ウ
チ

ワ
、
テ
ン
グ
サ
、
有
節
サ
ン
ゴ
モ
、

③
殻
状
海
藻

基
盤
を
覆
う
殻
状
海
藻

無
節
サ
ン
ゴ
モ
類

④
付
着
動
物

固
着
性
の
動
物

フ
ジ
ツ
ボ
、
イ
ガ
イ
、
ヒ
バ
リ
ガ
イ
モ

ド
キ
、

⑤
裸
面
・
砂
地

①
～
④
以
外

露
岩
、
礫
、
砂
、
泥

区
分

藻
場
の
被
度
＝
①
大
型
海
藻
＋
②
小
型
海
藻

藻
場
の
被
度
＝
①
大
型
海
藻
＋
②
小
型
海
藻

景
観
被
度
と
は

景
観
被
度
の
定
義

景
観
被
度
と
は
、
海
底
を
直
上
か
ら
見
て
、
あ
る
区
分
の

投
影
面
積
が
海
底
面
に
占
め
る
割
合
(％

)で
あ
る
。

各
区
分
の
合
計
は
必
ず
10
0％

と
な
る
。
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大
型
海
藻

７
０
％

小
型
海
藻

１
０
％

そ
の
他

２
０
％

合
計
は
必
ず
１
０
０
％

残
り
の

80
％
は

「
大
型
」
と
「
小
型
」
で
す

．

「
小
型
」
は

「
大
型
」
は

ま
ず
は

「
そ
の
他
」
の
被
度
は ２
０
％

２
０
％

２
０
％

．

「
大
型
」
と
「
小
型
」

以
外
を

「
そ
の
他
」
と
す
る

③
殻
状
海
藻

無
節
サ
ン
ゴ
モ
類

④
付
着
動
物

フ
ジ
ツ
ボ

二
枚
貝

⑤
裸
面
・
砂
地
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ご
清
聴
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た

次
の
方
々
お
よ
び
貴
重
な
御
意
見
を
頂
い
た
皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

吉
田
忠

(名
護
屋

)・
竹
野
義
昭

(崎
山

)・
松
下
修

(串
本

)・
池
田
金
太
郎

(城
ヶ
島

)・
山
原
靖

(上
対
馬

)
吉
村
拓

(磯
根
研

)・
清
本
節
夫
・門
田
立

(旧
西
海
区
水
研

)・
荒
武
久
道

(宮
崎
県

)
桑
原
久
実

(旧
水
工
研

)・
南
里
海
児

(㈱
ベ
ン
ト
ス

)・
渡
邉
耕
平

(西
日
本
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
サ
ー
チ

)

今
日
お
話
し
し
た
こ
と

①
藻
場
の
保
全
と
は

②
ウ
ニ
・
魚
・
タ
ネ
対
策

③
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
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１）崎生態系保全活動グループ（福井県 坂井市） 
 
【活動における課題】 

コロナ禍終了すれば崎区自治会からの参加人数を増やす働きかけをしていく 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：対象生物量の５％増加 

平成 29 年度：対象生物量の５％増加 

平成 30 年度：対象生物量の５％増加 

令和元年度：対象生物量の５％増加 

令和２年度：対象生物量の５％増加 

令和３年度：対象生物量の５％増加 

令和４年度：対象生物量の５％増加 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

①  食害生物の除去 

流域における植林 

岩盤清掃 

その他特認活動 

令和３年度のべ参加

数１６８人 

コロナ禍による参

加人数減少と事故

再発防止 

⑦ 海岸清掃 

渚帯の清掃 

教育学習 

令和３年度のべ参加

人数１５４人令和４

年度から教育学習再

開（コロナ禍で中断）

コロナ禍による参

加人数減少 

⑫ 海難救助訓練 令和４年度から実施

参加人数２１人 

訓練の安全確保で

指摘あり来年度か

ら改善予定 

    

    

 

③参加活動組織実績資料 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 食害生物の除去参加者 説明：除去した食害生物 説明：作業中 

 
説明： 海岸清掃作業 説明：海岸清掃作業 説明： 植林地の下草刈り 

 

説明：植林地の下草刈り 説明：磯観察会 説明： 磯観察会 

 
説明：救助訓練漂流者 説明：漂流者救助 説明：訓練後反省会  
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２）榛南磯焼け対策活動協議会（静岡県 御前崎市） 
 
【活動における課題】 

〇カジメは藻場が形成されてきたが、サガラメについては未だに藻場形成に至っていな
い。専門家を交えた母藻の設置位置、種苗の投入位置等の検討が必要。 

〇活動区域外にもカジメ藻場が形成されつつあり、より精度が高いモニタリングが求め
られている。 

〇藻食性魚類の駆除について、定置網では一定の漁獲があるものの、刺網は効果的でな
かった。効果的な駆除方法や食害軽減方法の再検討が必要。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：小規模ながら復活したカジメ藻場の保全を行いながら、さらなる藻場復活

（特にサガラメ）に向けて保全活動を行う。 

平成 29 年度：藻場の保全活動を行いつつ、定点観測の手法を確立させる。 

平成 30 年度：藻場の保全活動を行いつつ、各海域に設置した地点のモニタリングを行

い、藻場面積を計測する。 

令和元年度：（継続）藻場の保全活動を行いつつ、各海域に設置した地点のモニタリン

グを行い、藻場面積を計測する。 

令和２年度：（継続）藻場の保全活動を行いつつ、各海域に設置した地点のモニタリン

グを行い、藻場面積を計測する。 

令和３年度：藻場の保全活動行いつつ、モニタリングについては外部委託を徐々に減ら

して構成員のみで活動出来るように準備していく。 

令和４年度：（継続）藻場の保全活動行いつつ、モニタリングについては外部委託を徐々

に減らして構成員のみで活動出来るように準備していく。 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

母藻設置 

繊維状の基質（シールート）
を用いてサガラメ移植基を
作成し、藻場が形成されてい
る活動区域に設置する。 

R1：サガラメ 600 基
R2：サガラメ 400 基
R3：サガラメ 400 基

種苗の基盤の簡略化・設
置後の幼体の保護 

種苗投入 

同深層水施設で生産された
海藻や浜に打ちあがった海
藻をスポアバックにより海
域へ投入した。 

R1：カジメ 100 ㎏ 
サガラメ 20 ㎏ 

R2：カジメ  50 ㎏ 
サガラメ 15 ㎏ 

R3：カジメ  50 ㎏ 
サガラメ  9.2㎏

効果が確認しにくい 

藻食生物の
駆除 

核藻場となる海域の周辺に
刺網を設置し、藻食性魚類
（アイゴ、ニザダイ等）を捕
獲駆除すると共に食害被害
の軽減を図った。 

R1 30 回 実施 
R2 30 回 実施 
R3 未実施 

刺網による漁獲が少な
い。（第 3 期より削除） 

モニタリ
ング 

藻場の状況と活動成果の確
認のため、海域の潜水調査
を行う。 

R1 4 回実施 
R2 5 回実施 
R3 7 回実施 

活動範囲が広域な為、活
動組織だけでは十分な
観測ができない。正確か
つ効率的なモニタリン
グ手法を取り入れたい。

話合い 
普及啓発 

総会・評議会を開催し、状況
報告と事業計画の話合いを
行う。又、地域小学校等に出
向き海藻おしば教室、水産教
室を通して協議会の活動を
紹介して普及啓発に努める。

海藻おしば教室や料理
教室などを実施し、子
供たちに磯焼け現象に
ついて関心を持っても
らえるよう努めた。 
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【活動状況の写真】 

 

 

 

 

磯焼け状態の海域 【母藻設置】移植基を海底に

設置 

【種苗投入】浜に流れ着くカ

ジメ 

 

 

 

【種苗投入】子嚢斑が出てい

る物を採取 

【種苗投入】スポアバッグに

充填 

【種苗投入】投入風景 

   

【食害生物の除去】刺網揚げ

網 

【食害生物の除去】採捕され

た魚類 

採捕されたアイゴ 小型魚が

多数揚がった 

 

  

【普及活動】海藻おしば教室 【普及活動】水産教室 一部の海域で藻場が復活 
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３）甲賀地区景観環境保全会（三重県 志摩市） 
 
【活動における課題】 

先行する志摩市波切地区・船越地区をお手本に、平成 30 年度より活動を始めたものの、

当初はアマをはじめとする漁民の海洋環境の保全意識は低かった。たとえば、分解可能な

自然由来の物ではない石油化学製品（プラスチックなど）を普段平気で浜裾に捨てるよう

な輩が多かった。浜掃除もあくまでも年中行事としてルーティーンでいやいや参加とい

う按排であった（魂ここに在らず）。意識一つからの改善は進んでおり、職場たる海洋環

境の保全と多様な生態系の持続のために、当組織は務めている。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度： 

平成 30 年度：活動開始初年：組織の成員の環境保全意識の向上と実践。 

令和元年度：活動２年目：前年の流れでの環境保全活動の円滑な実践。 

令和２年度：活動３年目：当初の協定上の活動最終年であり、その総括。 

令和３年度：活動４年目：培った海洋環境の保全意識の総括とさらなる持続。 

令和４年度：活動５年目：さらなる保全活動の進展と、地域間の連携・協力。 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

 
平成 30 年度 
令和元年度 
  ２年度 
  ３年度 
 
【漂流漂着物、 
堆積物の処理】 

＜モニタリング＞ 東京海
洋大学・山川紘先生と藤本
准教授の指導のもと、ヒジ
キ・フノリなど潮間帯の植
生を分析する。 
＜海浜清掃＞ 活動開始後
に大型台風が二年連続襲
来し、その膨大なゴミ処理
を女性と地域住民も動員
し無事完遂。その後、活動
は定着した。 

春１回を基本と
し、 多い年は年
２回の調査を岸
（磯場）より行っ
ている。 
---------------
海浜清掃は、大々
的には例年ほぼ
３－４回おこな
い、小規模活動も
時化ごとに不定
期に行っている。

通年かつ年度を跨いでのモ
ニタリング成果の比較を目
指す。一方で一年藻の植生
の変遷が激しく、戸惑いも
ある。 
------------------------
イセエビ漁の繁忙期１０月
には、男手の動員が困難と
なる。高齢者の参加が習慣
づけられたのは好ましい
が、予算枠を超え、財政的に
極めて厳しい。 

 
 
 
 
平成 30 年度 
令和元年度 
  ２年度 
  ３年度 
 
【藻場の保全】 

 

＜モニタリング＞ もともと
対象区域の半分をコドラー
ド法、もう半分を景観被度に
より調査してきた。しかし、
海洋環境の特性（アカモク繁
茂）に鑑み、令和２年度から
は、景観被度のみに切り替
え。 
＜海藻の種苗投入＞ 当初は
成熟したアラメ子葉より採
取した遊走子をもちい着底
を試み、それを海底に設置し
た。 
＜母藻の設置＞ スポアバッ
グ法による種付を成員によ
り行っている。 
＜食害生物除去＞ 対象区域
の黒ウニ（ムラサキウニ）が
磯焼けの進行に歩調を合わ
せ増大しているため、除去活
動の頻度を上げている。 

＜平成 30 年度＞ 
モニ5/28，12/10／
母藻11/27／種苗
12/14-15／除去
7/24 
＜令和元年度＞ 
モニ11/16／母藻
11/15-16／種苗
12/14-15／除去
6/1,7/23,30 
＜令和２年度＞ 
モニ 8/29,2/4／ 
母藻11/28／種苗
11/17／除去 
6/6,24,7/22,8/29
＜令和３年度＞ 
モニ2/17／母藻・
種苗 12/3／除去 
5/30-31,8/22,1/28

活動開始の直後から、活動
歴の上積みとともに、それぞ
れの手法をさまざまな要因
により切り替えてきた。モニ
タリングの時期はようやく
春先に落ち着いた。アラメ母
藻は刺網漁でかかってきた
もの（遊走子が死滅流出する
前の鮮度あるもの）をすぐに
回収し、それを設置するよう
になった。磯焼けの進行のさ
なか、わざわざ生きた個体を
採取するわけにはいかない。
これからも新たに工夫せね
ばならぬ。ウニ除去は、志摩
市水産課の事業予算での活
動（単独事業）と連動させ、
効果を図っている。このサポ
ートは組織運営にたいへん
役立っており、志摩市に感謝
している。 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 県研究所員レクチャー 説明：成熟アラメ子葉の解説 説明：アラメ母藻採取１ 

 
説明： アラメ母藻採取２ 説明：スポアバッグ作成 説明：海中のスポアバッグ 

 
説明：東京海洋大学のご指導 説明：海洋大・山川博士の説明 説明： アラメ遊走子の確認１

 
説明：アラメ遊走子の確認２ 説明：ウニ除去をする海女 説明： ウニ除去作業メンバー

 

 

47



 

４）伊江島海の会（沖縄県 伊江村） 
 
【活動における課題】 

平成 22 年頃に伊江島周辺にあった藻場がほぼ全滅している。 

海域に残っている海藻を活用し、令和 3 年度は海域と陸上での種苗生産試験に取組んだ

が、海域では食害等もあり、現状では厳しい状況と感じる。陸上では冬場の生育状況は

良くなかったが、春先から夏にかけての生育は良いので、引き続き陸上での海藻の種苗

生産が可能かどうかを調査する。 

 

【活動の目標】 

令和３年度：伊江島周辺での藻場の保全・維持・回復を図る。 

令和４年度：伊江島周辺での藻場の保全・維持・回復を図る。 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 モニタリング 

伊江島周辺海域の藻場分布

のモニタリング及び活動区

域内のモニタリング。 

周辺海域での藻場の

分布状況を把握する

ことができた。 

周辺海域でのリュ

ウキュウスガモ等

の海藻が少ないこ

と。 

 海藻の種苗生産 

陸上水槽を活用し、種苗生

産を行う。 

令和 3 年度より陸上

水槽での種苗生産を

開始。 

陸上水槽内で種苗

を生産することが

可能か？また、どの

くらいの期間で成

長するのか？ 

 海藻の種苗投入 

活動区域内への種苗投入。 

令和 3 年度活動区域

内へ種苗を投入した

が、食害等もあり、ほ

ぼ全滅した。 

種苗投入の方法や

投入する海域の設

定等の方法。 

 保護区域の設定 

活動区域内に残る海藻の保

護。 

令和 4 年度活動区域

内に残る海藻を保護

するための保護区域

を設定した。 

保護区域内の海藻

が残り、広がるのか

今後注視する。 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 令和3年度藻場分布状況 説明：平成 22 年頃の藻場 説明：令和 3年度の様子 

 
説明：平成 22 年上記中央の
水中の様子  

説明：令和 3年度上記右側の
水中の様子  

説明：母藻の採取  

 
説明：陸上養殖水槽の準備 説明：種苗生産試験の苗、取

付の様子 
説明：陸上水槽への植付 
陸上にて種苗生産が可能かを試験 

 
説明：水中へ植付する母藻 説明：水中での作業の様子 説明：水中への植付後の様子 

 
説明：一年後水中に投入した
海藻の様子 

説明：一年後水中に投入した
陸上水槽での海藻の様子 

説明：令和 4年度母藻養殖 

 

説明：保護区の設定（船上よ
り） 

説明：保護区の設定（水中） 説明：母藻が台風等で流れな
いようにブロックで保護 
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ア
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あ
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日
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島
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面
積

：
４
６
．
２
０
ｋ
㎡

世
帯
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８
，
９
９
２
世
帯

（
令
和
４
年
７
月
末
）

人
口

：
２
１
，
２
６
４
人

（
令
和
４
年
７
月
末
）

町
制
施
行

：
昭
和
３
０
年
４
月
１
日

河
和
町
、
野
間
町
が
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併
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そ
の
後
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３
２
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３
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３
１
日

小
鈴
谷
町
上
野
間
地
区
が
合
併
し
現
在
の
美
浜
町
に
な
る
。

2

干干
潟潟
のの
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全全
活活
動動
報報
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～
ウ
ミ
グ
モ
の
駆
除
か
ら
廃
棄
物
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除

廃

の
利利
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用用
まま
でで
～～

美
浜
町
漁
場
環
境
保
全
会

物
ウ
ミ

５　干潟部会

①事例紹介　美浜町漁場環境保全会
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トト
））

がが
、、
全全
国国

都都
道道
府府
県県
のの
主主
婦婦
にに
よよ
るる
ごご
当当
地地
自自
慢慢
ララ
ンン
キキ
ンン
ググ

よよ
しし
もも
とと

シシ
ュュ
フフ
ララ

ンン
でで
はは
、、
ごご
はは
んん
のの
おお
供供
部部
門門
でで
金金
賞賞
受受
賞賞
、、
愛愛
知知
県県
主主
催催
のの
いい
いい
とと
もも
ああ
いい
ちち
交交
流流
会会
でで
はは
、、

新新
商商
品品
にに
よよ
るる
ババ
イイ
ヤヤ
ーー
、、
来来
場場
者者
試試
食食
人人
気気
ココ
ンン
テテ
スス
トト
でで
とと
もも
にに

位位
をを
獲獲
得得
。。

平平
成成

年年
８８
月月

美美
浜浜
町町
地地
域域
ブブ
ララ
ンン
ドド
化化
推推
進進
協協
議議
会会
設設
立立
。。

海海
音音
貝貝
（（
うう
んん
ねね
））
のの
料料
理理
講講
習習
会会
をを
始始
めめ
、、
商商
品品
のの
デデ
ザザ
イイ
ンン
製製
作作
、、

レレ
シシ
ピピ
集集
のの
作作
成成
、、
海海
音音
貝貝
（（
うう
んん
ねね
））
のの
ＰＰ
ＲＲ
ビビ
デデ
オオ
製製
作作
。。

まま
たた
、、
みみ
はは
まま
のの
おお
とと
のの
ママ
ーー
クク
、、
海海
音音
貝貝
（（
うう
んん
ねね
））
のの
商商
標標
登登
録録
申申
請請
等等
をを
ブブ
ララ
ンン
ドド
化化

推推
進進
協協
議議
会会
がが
行行
うう
。。

→→
認認
定定
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マ
ス
コ
ミ
等
で
何
度
か
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
る
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
海
音
貝
（
う
ん

ね
）
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
き
ま
し
た
。
２
年
ほ
ど
不
良
で
あ
っ
た
海
音
貝
（
う
ん

ね
）
も
復
活
！
（
あ
さ
り
の
天
敵
が
復
活
し
て
良
い
の
か
？
説
）
（
笑
）

通
信
販
売
、
公
式

ス
タ
ー
ト

令令
和和
２２
年年
度度

新新
しし
いい
風風

紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、
海
音
貝
（
う
ん
ね
）
の
商
品
化
を
始
め
て
、
５
年
が
経

過
。
当
初
、
海
音
貝
（
う
ん
ね
）
の
下
処
理
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
、
漁
協
の
女
漁
師
の

数
も
減
り
ま
し
た
が
、
新
た
に
若
い
世
代
の
方
が
、
下
処
理
に
携
わ
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
の
海
音
貝
（
う
ん
ね
）
つ
か
み
取
り

地
元
の
和
菓
子
屋
さ
ん
と

コ
ラ
ボ
し
た
海
音
貝
焼
！

人
気
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
俳

優
さ
ん
も
、
お
い
し
い
と

絶
賛
し
て
く
れ
ま
し
た
！

平平
成成
３３
００
年年
度度
、、
令令
和和
元元
年年
度度

と
り
貝
と
あ
さ
り
が
不
漁
で
あ
っ
た
た
め
、
副
産
物
で
あ
る
ツ
メ
タ
ガ
イ
（
う
ん
ね
）
が

少
な
め
。
ま
た
、
猛
暑
、
台
風
の
影
響
で
漁
の
再
開
が
遅
れ
て
い
る
た
め
な
か
な
か
量
を

確
保
で
き
ず
。

ほ
ん
の
少
し
で
は
あ
る
が
、
あ
さ
り
が
復
活
の
兆
し
が
見
え
る
。
駆
除
す
る
海
音
貝
（
う

ん
ね
）
も
あ
ま
り
多
く
な
く
、
下
処
理
等
の
作
業
も
停
滞
。
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
一

時
的
に
減
っ
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
は
引
き
続
き

を
行
っ
て
き
た
。

今
ま
で
の
海
音
貝
（
う
ん
ね
）
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、

ニ
シ
ガ
イ
等
を
下
茹
で
し
、
試
食
等
も
行
っ
た
。

ＨＨ
年年

月月
日日
～～
ＨＨ

年年
月月

日日
のの
期期
間間
にに
おお
いい
てて
、、
ブブ
ララ
ンン
ドド
化化
推推
進進
協協
議議
会会
でで

はは
、、
瓶瓶
詰詰
めめ

本本
生生
海海
苔苔
のの
佃佃
煮煮
含含
むむ
））
販販
売売
。。

水水
煮煮
販販
売売
合合
計計

㎏㎏
、、
つつ
まま
りり

※※
約約

トト
ンン
のの
ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
（（
うう
んん
ねね
））
がが
駆駆
除除
でで
きき
、、

なな
おお
かか
つつ
捨捨
てて
らら
れれ
ずず
にに
、、
人人
間間
がが
食食
べべ
たた
とと
いい
うう
計計
算算
にに
なな
りり
まま
すす
！！

【【
※※
海海
音音
貝貝
のの
可可
食食
部部
（（
肝肝
のの
部部
分分
はは
除除
くく
））
はは

分分
のの

かか
らら

分分
のの

】】
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現現
在在
～～
未未
来来
へへ

海
は
宝
の
宝
庫
！
売
れ
て
い
る
資
源
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
み
だ
と
思
わ
れ
て
い
る

も
の
も
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
も
の
も
！

限
り
あ
る
資
源
を
、
有
効
に
、
無
駄
な
く
！
持
続
可
能
な
社
会
へ
！

み
ん
な
で
海
を
守
っ
て
行
く
！

海
音
貝
（
う
ん
ね
）
の
貝
殻
等
も
・
・
・

海
音
貝
（
う
ん
ね
）
の
貝
殻
等
も
・
・
・

海
音
貝
（
う
ん
ね
）
の
貝
殻
等
も
・
・
・

海
音
貝
（う
ん
ね
）の
殻
や
、
海

で
拾
っ
た
貝
殻
や
、
石
等
を
生

か
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
海
の
大
切
さ
や
、

海
音
貝
（う
ん
ね
）を
い
ろ
い
ろ

な
方
に
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を

続
け
て
き
た
。
夏
に
は
夏
休
み

の
作
品
作
り
、
１
０
月
に
は
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
、
１
２
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

と
言
っ
た
テ
ー
マ
を
決
め
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
大
人
気
！

令令
和和
３３
年年
度度

半
田
商
業
高
校
生
と
連
携
し
、
高
級
食
材
等
を
加
工
し
、
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
等
に
卸
し

て
い
る
事
業
所
と
レ
ト
ル
ト
の
海
音
貝
（
う
ん
ね
）
カ
レ
ー
を
開
発
！

コ
コ
ナ
ッ
ツ
を
使
用
し
、
タ
イ
風
カ
レ
ー
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

て
い
る
事
業
所
と
レ
ト
ル
ト
の
海
音
貝
（
う
ん
ね
）
カ
レ
ー
を
開
発
！

半
田
商
業
高
校
生
が
、
海
音
貝
（
う
ん
ね
）
を
使
っ
た
料
理
で
、
う
ま
い
も
ん
甲
子
園

や
フ
ー
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
に
も
応
募
。
ま
た
、
大
変
な
海
音
貝
（
う
ん
ね
）
の
下
処
理
等

の
体
験
を
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
ア
ッ
プ
！

老
舗
料
亭
と
連
携
し
高
校
生
が
発
案
し
た
う
ん
ね
の
５
種
盛

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
も

作
成
し
望
む
も

全
国
大
会
に
は
、

あ
と
一
歩
及
ば

ず
（
涙
）
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ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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博博
多多
湾湾
環環
境境
保保
全全
伊伊
崎崎
作作
業業
部部
会会

4

海
底
耕
耘
道
具
整
備

死
殻
の
除
去
作
業

室
見
川
で
あ
さ
り
採
取

鵜
来
島
周
辺
へ
移
植

あ
さ
り
採
取
に
称
し
た
じ
ょ
れ
ん

愛愛
知知
県県
美美
浜浜
町町
漁漁
場場
保保
全全
会会

3

事
例
紹
介

2

博
多
湾
環
境
保
全
伊
崎
作
業
部
会

諫
早
湾
瑞
穂
地
区
活
動
組
織

愛
知
県
美
浜
町
漁
場
保
全
会

令
和
4年
度

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

干
潟
部
会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
吉
田

司
1

②干潟の保全について
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ア
サ
リ
漁
獲
量
の
推
移

8

こ
れ
ま
で
の
保
全
活
動
と
事
例
紹
介

7

諫諫
早早
湾湾
瑞瑞
穂穂
地地
区区
活活
動動
組組
織織

6

E
M
菌
団
子
作
り

E
M
菌
団
子
投
入
（
砂
利
袋
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

博博
多多
湾湾
環環
境境
保保
全全
伊伊
崎崎
作作
業業
部部
会会

5

活
動
項
目

内
容
・
方
法

実
績
・
成
果

課
題

干
潟
等
の
保

全
死
殻
の
除
去

1
7.
4ｈ
ａ

除
去
量

3,
00

8
kg

機
能
発
揮
の
為
の
生
物

移
植

ア
サ
リ
移
植
量

4，
93

0
kg

耕
耘

1
7.
4
ha
34
回

回
収
ゴ
ミ

14
,4
56

kg
藻
場
の
保
全

食
害
生
物
の
除
去

ウ
ニ
除
去

14
,7
00
個

海
洋
汚
染
等

の
原
因
と
な

る
漂
流
、
漂

着
物
、
堆
積

物
処
理

漁
業
者
が
行
う
砂
浜
、

海
底
、
沖
等
の
廃
棄
物

等
の
処
理

13
3.
55

h
海
底
ゴ
ミ
回
収
量

32
,0
36

kg

諫諫
早早
湾湾
瑞瑞
穂穂
地地
区区
活活
動動
組組
織織

1

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
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12

ナナ
メメ
クク
ジジ
ウウ
オオ

浅
場
に
お
け
る
海
底
耕
う
ん

兵
庫
県
淡
路
島
東
側
、
大
阪
湾
に
位
置
す
る
森
地
先

耕
う
ん
活
動
を
行
う
ポ
イ
ン
ト

・場
所
え
ら
び
は
、
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
！

・大
潮
の
日
で
、
潮
の
流
れ
が
速
い
時
間
帯
を
選
ぶ
！

・生
物
の
生
活
サ
イ
ク
ル
に
併
せ
て
、
時
期
を
決
め
る
！

徒
手
に
よ
る
方
法
（
山
口
県
山
口
市
）

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
方
法
（
愛
知
県
竹
島
）

ア
サ
リ
減
少
の
要
因
は
今
も
働
き
続
け
て
い
る

➢
減
少
要
因
が
取
り
除
か
れ
れ
ば
、
ア
サ
リ
資
源
は
回
復
す
る
。

➢
回
復
傾
向
が
み
ら
れ
る
地
域
も
あ
る
。

➢
し
か
し
、
全
体
的
に
ア
サ
リ
は
減
り
続
け
て
い
る
。

➢
つ
ま
り
、
減
少
を
も
た
ら
す
要
因
が
働
き
続
け
て
い
る
。

➢
複
数
の
要
因
が
重
複
し
、
あ
る
い
は
、
新
規
で
働
い
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
。

10

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
干
潟
の
保
全
活
動

活
動
の
区
分

活
動
の
内
容

活
動
の
区
分

活
動
の
内
容

場
の
保
全

客
土
（
覆
砂
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

干
潟
の
形
状
や
環
境

砂
の
移
動
防
止

生
物
現
存
量

海
底
耕
う
ん

漁
場
と
し
て
の
利
用
、
社
会
背
景

死
殻
の
除
去

普
及
啓
発

広
報

流
域
に
お
け
る
植
林

体
験
学
習
等
の
実
施

浮
遊
・
堆
積
物
の
除
去

一
般
市
民
と
の
連
携

種
の
保
全

保
護
区
域
の
設
定

意
識
向
上

干
潟
保
全
の
研
修
会

機
能
発
揮
の
た
め
の
生
物
移
植

専
門
家
と
の
懇
談
会

稚
貝
等
の
沈
着
促
進

先
進
事
例
の
視
察

稚
貝
の
移
動
分
散
、
密
度
管
理

そ
の
他
特
認
活
動

機
能
低
下
を
招
く
生
物
の
除
去

活
動
の
効
果
促
進
に
資
す
る
活
動

母
貝
の
確
保

活
動
に
よ
り
生
じ
た
廃
棄
物
の
利
活
用

底
質
改
善

稚
貝
の
確
保

食
害
の
防
止

国
民
へ
の

理
解
の
増
進

9
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新
た
な
脅
威
；
カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ

Ny
m

ph
on

el
la

 ta
pe

tis

分
類
学

節
足
動
物
門
、
皆
脚
（
ウ
ミ
グ
モ
）
綱
、
皆
脚
目

宿
主
名

ア
サ
リ
、
オ
ニ
ア
サ
リ
、
シ
ズ
ク
ガ
イ
、
キ
ヌ
マ
ト
イ
ガ

イ
な
ど

寄
生
部
位

外
套
腔

肉
眼
所
見

二
枚
貝
類
の
外
套
腔
か
ら
鰓
、
唇
弁
の
表
面
に
、

0
.5

-
5
 m

m
の
ウ
ミ
グ
モ
が
１
か
ら
数
十
個

寄
生
虫
学

幼
生
は
頭
部
前
端
に
あ
る
吻
を
貝
の
体
壁
に
穿
入
さ

せ
、
体
液
を
吸
収
し
て
成
長
（
O

ga
w

a 
&

 M
at

su
za

ki
, 

19
85
）
。
成
体
に
な
る
と
外
に
出
て
潜
砂
し
自
由
生
活

性
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
貝
の
中
で
成
熟
す

る
例
も
あ
る
（
多
留
ら
、

20
07
）。
潮
間
帯
に
生
息
し
て

い
る
こ
と
か
ら
広
塩
性
で
あ
り
、
低
温
（

13
℃
）
耐
性
も

あ
る
（
多
留
ら
、

20
07
）

病
理
学

重
度
の
寄
生
に
よ
り
栄
養
的
な
負
荷
が
か
か
る
だ
け

で
な
く
、
水
管
か
ら
鰓
に
至
る
外
套
腔
を
占
拠
す
る
こ

と
で
水
流
を
阻
害
し
、
呼
吸
効
率
の
低
下
さ
せ
（多
留

ら
、

20
07
）、
結
果
、
宿
主
貝
は
衰
弱
、
死
亡
す
る

人
体
に
対
す
る

影
響

人
間
に
は
寄
生
し
な
い
。
寄
生
を
受
け
た
貝
に
も
毒

性
（
下
痢
性
、
麻
痺
性
）は
な
い

診
断
法

外
套
腔
内
に
寄
生
し
て
い
る
ク
モ
状
の
虫
体
は
、
容

易
に
肉
眼
で
観
察
で
き
る
。
頭
部
、
４
節
の
胸
部
、
萎

縮
し
た
腹
部
か
ら
な
り
、
胸
部
各
節
は
長
い
付
属
肢
１

対
を
有
す
る

16

水水
産産
多多
面面
的的
機機
能能
発発
揮揮
対対
策策
事事
業業

各各
組組
織織
のの
保保
全全
活活
動動
生生
物物
のの
除除
去去
（（
腹腹
足足
類類
））

船船
橋橋
地地
区区
（（
6月月
下下
～～
））

船船
橋橋
・・
木木
更更
津津
地地
区区

（
6下
～

12
月月
））

浦浦
島島
地地
区区
（（
8,
10
月月
））

川川
口口
地地
区区
（（
7～～

9月月
））

湾
中

徒
手
等

船
橋

大
撒
き
等

木
更
津

徒
手
等

浦
島

徒
手
等

川
口

徒
手
・
ヨ
イ
シ
ョ

手
法

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊
及及
びび

キキ
セセ
ワワ
タタ
ガガ
イイ

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊
・・
アア
カカ
ニニ
シシ

（
6下
キ
セ
ワ
タ
ガ
イ

ツ
メ
タ
ガ
イ

食食
用用
でで
なな
いい
つつ
ぶぶ
貝貝
類類

15

耕耕
うう
んん
のの
効効
果果

小小
川川
原原
湖湖
地地
区区
漁漁
場場
保保
全全
のの
会会

成
果

14

耕耕
うう
んん
のの
効効
果果

小小
川川
原原
湖湖
地地
区区
漁漁
場場
保保
全全
のの
会会

13
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岡
山
県
で
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
ガ
イ
と
漁
場

20
19

ホ
ト
ト
ギ
ス
ガ
イ
の
生
息
状
況

カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ
の
除
去
方
策

チ
ェ
ー
ン
曳
き
器
具
（

A，
B）
，
ネ
ッ
ト
曳
き
器
具
（

C）
，

H2
1 
千
葉
県
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

駆
除
試
験
の
作
業
図
（D
）

18

プ
ロ
ト
ニ
ン
フ
ォ
ン
幼
生

ア
サ
リ
の
鰓
に
し
が
み
つ
い
た
幼
生

吻
を
鰓
に
突
き
刺
し
て
い
る

➢
体
長

0.
1 

m
m
以
下
の
幼
生
期
に
ア

サ
リ
殻
内
に
侵
入
、

8 
m

m
程
度
に

成
長
す
る
と
貝
か
ら
脱
出

➢
ふ
化
幼
生
に
は
浮
遊
期
は
な
い

➢
卵
塊
は
雄
が
抱
卵

➢
ハ
マ
グ
リ
、
バ
カ
ガ
イ
へ
の
寄
生
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い

➢
高
水
温
で
へ
い
死
率
が
高
ま
る

17
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海
域
の
貧
栄
養
化
と
対
策

24
23

22

横
浜
市
に
お
け
る
ア
オ
サ
回
収
方
法
と
実
績

そ
の
他
の
回
収
方
法

•
バ
キ
ュ
ー
ム
法

•
ア
オ
サ
専
用
回
収
船

•
投
網
法

•
人
海
戦
術
法

et
c.

21
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豊
か
な
海
と
瘦
せ
た
海

28

ア
サ
リ
の
餌
の
量
と
肥
満
度

27

26

瀬
戸
内
海
の
浮
魚
漁
獲
量
と
窒
素
流
入
量

25
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ア
サ
リ
稚
貝
の
沈
着
促
進

32

下
水
道
の
季
節
別
管
理
運
転
に
つ
い
て 31

30

か
い
ぼ
り
に
よ
る
海
域
へ
の
栄
養
塩
供
給

開
発
さ
れ
た
施
肥
材

29

25
 cm
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６
月
中
旬
の
小
潮
辺
り
で
実
施
、
単
粒
度
７
号
砕
石
（

3m
m）
を
使
用

（
漁
場
で
想
定
さ
れ
る
最
大
波
力
で
流
さ
れ
な
い
砕
石
）

砕
石
を
覆
砂
す
る
こ
と
で
ア
サ
リ
が
留
ま
り
や
す
い
環
境
を
作
る

船
橋
市
漁
協
活
動
グ
ル
ー
プ

千
葉
県
（
平
成
2
9
年
）

35

稚稚
貝貝
のの
沈沈
着着
促促
進進
（（
採採
苗苗
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
））

広広
島島
県県

前前
潟潟
干干
潟潟
研研
究究
会会

34

稚稚
貝貝
のの
沈沈
着着
促促
進進
（（
大大
野野
方方
式式
））

広広
島島
県県

前前
潟潟
干干
潟潟
研研
究究
会会

33

66



ア
サ
リ
餌
を
安
定
的
に
作
る

40

ア
サ
リ
稚
貝
生
産
単
価
の
比
較

39

曳
走
式
噴
流
ジ
ョ
レ
ン
に
よ
る
ア
サ
リ
稚
貝
の
回
収

消
防
ポ
ン
プ

ジ
ョ
レ
ン
本
体
重
量

35
㎏

ひ
き
歩
き
速
度
約
2
0
m
/
m
i
n

2
0
1
5
年
に
は
1
0
.
2
ト
ン
（
平
均
殻
長
2
1
㎜
、
5
2
1
万
個
）
が
回
収
、
配
布

38

海
水
池
で
の
ア
サ
リ
種
苗
人
工
生
産
技
術

山
口
県

山
口
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
大
型
試
験
池

1.
5h

a、
11

0×
14

0ｍ
37
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ま
と
め

➢
ア
サ
リ
の
保
護
・
育
成
技
術
は
集
積
さ
れ
て
い
る
。

➢
た
と
え
ば
、
被
覆
網
、
囲
い
網
等
に
よ
る
食
害
防
止
、
袋
網

に
よ
る
天
然
採
苗
、
耕
う
ん
、
砕
石
等
の
客
土
、
母
貝
団
地

と
し
て
の
垂
下
養
殖
の
利
用
等
が
あ
る
。

➢
こ
れ
ら
の
技
術
を
地
域
や
漁
業
者
の
事
情
に
合
わ
せ
て
選

択
し
、
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

➢
し
か
し
、
就
業
者
の
減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
、
人
材
の
確
保
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
。

➢
そ
の
た
め
、
国
民
へ
の
理
解
の
増
進
、
次
世
代
へ
の
教
育
・

学
習
が
必
要
で
あ
る
。

➢
ま
た
、
目
的
の
共
有
に
は
漁
業
ＩＣ
Ｔ
や

知
識
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
ー
と
し
て

普
及
員
の
活
用
が
重
要
で
あ
る
。

44

干
潟
観
察
会

出
前
授
業

赤
須
賀
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
研
究
会

干
潟
の
こ
と
を
も
っ
と
沢
山
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に 43

兵
庫
県
由
良
地
区
漁
村
文
化
継
承
教
育
（
料
理
教
室
）

42

浮
遊
堆
積
物
の
除
去

国
民
へ
の
理
解
の
増
進

41
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二
酸
化
炭
素
の
貯
留
プ
ロ
セ
ス

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
に
お
け
る
CO

2吸
収
速
度
割
合

干
潟
・
藻
場
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
と
固
定
の
し
く
み

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
と
は
⁈

コ
ラ
ム

45
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ワ
―
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
メ
ー
ジ

ワ
―
ケ
ー
シ
ョ
ン

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
「
W
o
r
k
（
仕
事
）
」
と

「
V
a
c
a
t
i
o
n
（
休
暇
）
」
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

リ
ゾ
ー
ト
地
や
観
光
地
に
行
き
、
休
暇
を
楽

し
み
な
が
ら
仕
事
を
す
る
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
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１）諫早湾瑞穂地区活動組織（長崎県 雲仙市） 
 
【活動における課題】 

・当地区は島原半島北部に位置しており、有明海に面している。 

・主な漁業として刺網やカキ養殖、ノリ養殖などが行われており、以前は潜水器使用の

タイラギ漁が盛んであった。しかし、近年は全般的に水揚げが低迷している。 

・地区の干潟も衰退しており、以前の豊かな海で潮干狩りができる浜の再生が求められ

ているなか、環境を改善するために干潟の保全活動を行っており、アサリなど二枚貝

の資源量回復を目標としている。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度： 

平成 30 年度：  

令和元年度：  

令和２年度：  

令和３年度：  

令和４年度：  

 

 

 

アサリ貝の増加（稚貝等の着底促進） 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 ラッセルネット

の袋に砂利を入

れて稚貝の着底

を促進し、適正な

管理を行いアサ

リ貝の増加を図

る 

・モニタリングでは、コドラート法

によりアサリの個体数・殻長重量

等を測定している。平成 28～30 年

度にかけて増減を繰り返していた

が、令和 2年度からやや増加したも

のの、令和 3 年度には再び減少し

た。豪雨や夏季の高水温の影響が

大きいと思われる。 

設置した袋を

適正な管理を

し、貧酸素や

高水温等の影

響を受けにく

い地区にて実

施する 

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、堆

積物処理 

流木等の回収作

業を行う 

定期的に流木の回収を行った。  

海の監視ネッ

トワーク強化 

海の異変等に対

して迅速な連絡

を行う 

流木や赤潮等が主な報告であり、

緊急性が必要な報告はなかった。

また、不審船の報告はなかった。 

 

海難救助訓練 ・救命救急訓練 

・消火訓練 

心肺蘇生法、AED 

怪我の応急手当 

消火器消火 

 

 

 

 

 

 

 

 

③参加活動組織実績資料 
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【活動状況の写真】 

 
説明：モニタリング調査 説明：モニタリング調査 説明： モニタリング調査 

 
説明：漂着物回収作業 説明：漂着物回収作業 説明：漂着物回収作業 

説明：漂流物回収作業 説明：漂流物回収作業 説明：漂流物回収 

 
説明：  漂着物回収 説明：漂着物回収 説明：漂着物回収 

 
説明： 砂利袋作製 説明： 砂利袋作製 説明： 砂利袋投入 
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【活動状況の写真】 

 
説明：砂利袋設置 説明：砂利袋設置 説明： 砂利袋維持管理 

 
説明：海難救助訓練（心肺蘇

生法、AED） 

説明：海難救助訓練（心肺蘇

生法） 

説明：海難救助訓練（消火訓

練） 

 
説明：海難救助訓練（怪我等

救急対応） 

説明：海難救助訓練（怪我等

救急対応） 

説明：海難救助訓練（怪我等

救急対応） 
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MEMO
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船
の
舵
と
思
わ
れ
る
漂
流
物

鼠鼠
ヶヶ
関関

酒酒
田田

海海
のの
監監
視視
活活
動動
組組
織織

活活
動動
概概
要要

活
動

の
流

れ

目
的
：
山
形
県
沖
合
の
海
上
監
視
・
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
で
監
視
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る

①
漁
業
者
（
活
動
組
織
構
成
員
）

監
視
活
動

→
日
報
作
成

②
漁
協
支
所
（
構
成
員
外
）

日
報
取
り
ま
と
め

③
漁
協
本
所
（
活
動
組
織
構
成
員
）

報
告
書
作
成

・・
海海
上上
案案
件件
にに
つつ
いい
てて
はは

海海
上上
保保
安安
部部
へへ
通通
報報

・・
漂漂
着着
しし
たた
船船
・・
人人
にに
つつ
いい
てて
はは

警警
察察
へへ
通通
報報

漂
流
・
漂
着
船
等
の
発
見

６　海の安全確保部会

①事例紹介　山形県海の監視活動組織
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現
在
地
を
示
す
プ
ロ
ッ
タ
ー

外
国
船
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
漁
具

写
真
提
供
：
山
形
県
漁
業
監
視
調
査
船

月
峯

災
害
に
よ
る
大
量
の
漂
流
ゴ
ミ

写
真
提
供
：
山
形
県
漁
業
監
視
調
査
船

月
峯
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出
典
：
海
上
保
安
庁

海
洋
情
報
部
資
料

日
本
の
領
海
等

概
念
図

巨巨
大大
なな
監監
視視
ネネ
ッッ
トト

ワワ
ーー
クク
のの
形形
成成

（（
出出
典典
：：
水水
産産
庁庁
資資
料料
））

令
和

3
年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会
テ
キ
ス
ト
（
運
営
編
）
か
ら
作
成

活
動

項
目

成
果

指
標

活
動

内
容

（
国

境
の

監
視

）
監

視
・

連
絡

の
た

め
の

体
制

の
構

築
（

水
域

の
監

視
）

国
民

の
財

産
で

あ
る

海
洋

生
物

の
保

全
海

の
監

視
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
監

視
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
の

た
め

の
海

上
監

視
・

情
報

収
集

海
難

救
助

訓
練

海
難

救
助

に
参

加
し

た
件

数
の

増
加

非
常

時
の

通
信

手
段

の
確

保
支

援
、

救
援

体
制

の
構

築

海海
のの
安安
全全
確確
保保
部部
会会
のの
活活
動動
項項
目目
・・
成成
果果
指指
標標
・・
活活
動動
内内
容容

不
審

船
ま

た
は

環
境

異
変

の
通

報
件

数
の

増
加

国
境

・
水

域
の

監
視

令令
和和

年年
度度

水水
産産
多多
面面
的的
機機
能能
発発
揮揮
対対
策策
講講
習習
会会

名名
古古
屋屋
会会
場場

益益
原原
技技
術術
士士
事事
務務
所所

益益
原原
寛寛
文文

海海
のの
安安
全全
確確
保保
部部
会会

年年
月月

日日

②海の安全確保について

78



国国
境境
・・
水水
域域
のの
監監
視視
、、
海海
のの
監監
視視
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
強強
化化

監監
視視
（（
記記
録録
））
項項
目目

 青
潮

（
貧

酸
素

水
塊

）
の

発
生

、
漂

流
・

漂
着

ゴ
ミ

、
油

濁
な

ど
の

 水
質

汚
染

、
水

温
変

化
、

出
水

に
伴

う
土

砂
の

流
入

・
堆

積
、

濁
り

、

 沿
岸

地
形

の
変

化
、

赤
潮

の
発

生
、

特
定

の
生

物
の

大
量

発
生

・
斃

死
、

 流
れ

藻
（

海
藻

の
流

失
）

、
海

洋
動

物
の

移
動

・
繁

殖
・

産
卵

、

 ス
ト

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

（
鯨

類
な

ど
が

生
き

た
ま

ま
座

礁
す

る
こ

と
）

 環
境

異
変

の
例

環
境

異
変

 不
審

船

 そ
の

他
当

該
海

域
に

お
い

て
必

要
な

監
視

出出
典典
：：
水水
産産
庁庁
資資
料料

海海
域域
区区
分分
とと
沿沿
岸岸
国国
以以
外外
（（
外外
国国
））
にに
認認
めめ
らら
れれ
るる
権権
利利

出
典
：
外
務
省
資
料
（
国
連
海
洋
法
条
約
と
日
本
、

2
0
1
8
）

日日
本本
のの
領領
海海
等等
のの
面面
積積
一一
覧覧

海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
資
料
か
ら
作
成

項項
目目

面面
積積

備備
考考

　　
国国
土土
面面
積積

　
３
８
万
㎢

　　
世世
界界
第第

66
11
位位

　　
領領
海海
（（
含含
：：
内内
水水
））

　
４
３
万
㎢

沿沿
岸岸
国国
のの
主主
権権
、、

及及
びび
無無
害害
通通
航航
権権

　　
接接
続続
水水
域域

　
３
２
万
㎢

領領
海海
外外
縁縁

11
22
海海
里里

　　
延延
長長
大大
陸陸
棚棚

　
１
８
万
㎢

地地
形形
的的
・・
地地
質質
的的

にに
陸陸
とと
繋繋
がが
るる

領領
海海
（（
含含
：：
内内
水水
））
＋＋
排排
他他
的的

経経
済済
水水
域域
（（
含含
：：
接接
続続
水水
域域
））

　
４
４
７
万
㎢

　　
世世
界界
第第
６６
位位

出
典
：
海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
資
料
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出
典
：
海
上
保
安
庁
第

5
管
区
海
上
保
安
本
部
資
料

監監
視視
項項
目目
：：
環環
境境
異異
変変
（（
海海
底底
火火
山山
、、
福福
徳徳
岡岡
ノノ
場場
かか
らら
噴噴
出出
しし
たた

軽軽
石石
のの
漂漂
流流
状状
況況
、、

22
00
22
11
年年

11
00
月月

33
00
日日
））

監監
視視
項項
目目
：：
環環
境境
異異
変変
（（
海海
底底
火火
山山
、、
福福
徳徳
岡岡
ノノ
場場
かか
らら
噴噴
出出
・・
漂漂
着着
しし
たた

軽軽
石石
のの
堆堆
積積
状状
況況
、、
沖沖
縄縄
県県
国国
頭頭
村村
伊伊
部部
海海
岸岸
、、

22
00
22
11
年年

11
00
月月

11
99
日日
））

写
真
の
出
典
：
産
業
技
術
総
合
研
究
所

監監
視視
項項
目目
：：
環環
境境
異異
変変
（（
海海
底底
火火
山山
、、
福福
徳徳
岡岡
ノノ
場場
にに

形形
成成
ささ
れれ
たた
新新
島島
とと
変変
色色
域域
、、

22
00
22
11
年年

99
月月

11
22
日日
））

写
真
の
出
典
：
海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部

南南
硫硫
黄黄
島島

新新
島島

変変
色色
域域

監監
視視
項項
目目
：：
環環
境境
異異
変変
（（
小小
笠笠
原原
諸諸
島島
のの
海海
底底
火火
山山
、、
福福
徳徳
岡岡
ノノ
場場

大大
噴噴
火火
でで
立立
ちち
上上
がが
っっ
たた
噴噴
煙煙
、、

22
00
22
11
年年

88
月月

11
33
日日
））

写
真
の
出
典
：
海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
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①

船
舶

海
難

　
　

　
　

②
船

舶
海

難
以

外
の

乗
船

中
の

事
故

　
　

　
③

海
浜

事
故

（
マ

リ
ン

レ
ジ

ャ
ー

以
外

）
　

　
　

　
④

海
浜

事
故

（
マ

リ
ン

レ
ジ

ャ
ー

関
連

）

海海
難難
にに
おお
けけ
るる
救救
助助
実実
績績
（（
22
00
22
00
年年
））

海
上
保
安
庁
（
2
0
2
0
）
海
難
の
現
況
と
対
策
、
資
料
編
か
ら
作
成

凡
例

海
上

保
安

庁
に

よ
る

救
助

者
の

比
率

（
％

）
海

上
保

安
庁

以
外

に
よ

る
救

助
者

の
比

率
（

％
）

出出
典典
：：
NN

HH
KK
  おお
うう
ちち
でで
学学
ぼぼ
うう
！！

ffoo
rr  

SS
cc
hh
oo
oo
ll  
NN

EE
WW

SS
  WW

EE
BB

  

事事
故故
発発
生生
海海
域域

漁漁
業業
やや
観観
光光
船船

のの
関関
係係
者者
なな
どど
にに

よよ
るる
捜捜
索索
状状
況況

（（
事事
故故
かか
らら
3日日
目目

のの
4月月

25
日日
））

出出
典典
：：
NN

HH
KK
  おお
うう
ちち
でで
学学
ぼぼ
うう
！！

ffoo
rr  

SS
cc
hh
oo
oo
ll  
NN

EE
WW

SS
  WW

EE
BB

  

知知
床床

観観
光光
船船

船船
舶舶
事事
故故

事事
故故
発発
生生

20
22
年年

4月月
23
日日

ウウ
トト
ロロ
漁漁
港港
をを

44
月月

22
33
日日

11
00
：：
00
00
頃頃
出出
港港

すす
るる

KK
AA

ZZ
UU
ⅠⅠ
とと
みみ
らら
れれ
るる
観観
光光
船船

海海
難難
のの
定定
義義

海海
上上
保保
安安
庁庁
（（
22
00
11
88
））
海海
難難
のの
現現
況況
とと
対対
策策
かか
らら
作作
成成

船船
舶舶
海海
難難
のの
うう
ちち
船船
舶舶
のの
運運
航航
にに
関関
連連
しし
たた
損損
害害
又又
はは

具具
体体
的的
なな
危危
険険
がが
生生
じじ
たた
事事
故故

・・
船船
舶舶
事事
故故
（（
アア
クク
シシ
デデ
ンン
トト
））
以以
外外
のの
船船
舶舶
海海
難難

・・
アア
クク
シシ
デデ
ンン
トト
がが
生生
じじ
てて
いい
なな
いい
もも
のの

船船
舶舶
海海
難難
にに
よよ
らら
なな
いい
海海
上上
又又
はは
海海
中中
にに
おお
けけ
るる
活活
動動

中中
にに
死死
傷傷
者者
がが
発発
生生
しし
たた
事事
故故

・・
人人
身身
事事
故故
以以
外外
のの
人人
身身
海海
難難

・・
人人
身身
事事
故故
がが
生生
じじ
てて
いい
なな
いい
もも
のの

そそ
のの
他他
のの
人人
身身
にに
係係
るる
トト
ララ
ブブ
ルル

船船
舶舶
事事
故故
（（
アア
クク
シシ
デデ
ンン
トト
））

船船
舶舶
海海
難難

イイ
ンン
シシ
デデ
ンン
トト

海海
難難

人人
身身
事事
故故
（（
海海
浜浜
事事
故故
含含
むむ
））

人人
身身
海海
難難
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油油
濁濁

青
潮

写写
真真
のの
出出
典典
：：
伊伊
木木
力力
漁漁
場場
保保
全全
のの
会会
、、
長長
崎崎
県県

水水
域域
のの
監監
視視
、、
活活
動動
状状
況況
（（
長長
崎崎
県県
大大
村村
湾湾
））

活
動
事
例
（
海
の
安
全
確
保
部
会
）

国国
境境
・・
水水
域域
のの
監監
視視

海海
のの
監監
視視
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
強強
化化

海海
難難
救救
助助
訓訓
練練

海
中
転
落
に
よ
る
死
亡
・
行
方
不
明
を
防
止
す
る
目
的
で
、

小
型
船
舶
（
総
ト
ン
数

2
0
ト
ン
未
満
の
小
型
漁
船
）
の
甲
板

上
で
は
、
原
則
、
す
べ
て
の
乗
船
者
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

（
安
全
基
準
に
適
合
し
た
も
の
）
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
が
、

船
長
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

ララ
イイ
フフ
ジジ
ャャ
ケケ
ッッ
トト
のの
着着
用用
義義
務務
拡拡
大大

適
用
除
外
：
船
室
内
に
い
る
場
合
、

命
綱
・
安
全
ベ
ル
ト
を
し
て
い
る
場
合
等

努
力
義
務
：
防
波
堤
内
の
係
留
船
上
に
い
る
等

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
工
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
国
土
交
通
省
令
（
交
付
：
2
0
1
7
年

2
月

1
日
）

施
行
：
2
0
1
8
年

2
月

1
日
（
違
反
点
の
付
与
開
始
：
2
0
2
2
年

2
月

1
日
）

ララ
イイ
フフ
ジジ
ャャ
ケケ
ッッ
トト
のの
着着
用用
・・
非非
着着
用用
別別
のの

漁漁
船船
かか
らら
のの
海海
中中
転転
落落
者者
のの
生生
存存
率率

出
典
：
令
和

3
年
度
水
産
白
書

資
料
：
海
上
保
安
庁
調
べ
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海海
のの
監監
視視
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
強強
化化
のの
体体
制制

海海
上上
保保
安安
当当
局局
・・

漁漁
業業
無無
線線
局局
・・

漁漁
協協
・・
船船
舶舶

（（
漁漁
船船
等等
））

通通
常常
時時

場場
所所
・・

時時
刻刻
・・

状状
況況
をを

記記
録録

漁漁
協協

漁漁
業業
者者

準準
緊緊
急急
時時

場場
所所
、、
時時
刻刻
、、
状状
況況
をを
直直
接接

「「
漁漁
業業
無無
線線
局局
・・
漁漁
協協
等等
」」

へへ
通通
報報

付付
近近
僚僚
船船
へへ
のの
連連
絡絡
・・

注注
意意
喚喚
起起

出出
典典
：：
香香
住住
のの
海海
のの
会会
（（
兵兵
庫庫
県県
））

構構
成成
員員
にに
よよ
るる
漂漂
着着
船船
のの
発発
見見
とと

通通
報報
（（
出出
典典
：：
小小
泊泊
海海
のの
監監
視視
ネネ
ッッ

トト
ワワ
ーー
クク
活活
動動
組組
織織
、、

青青
森森
県県
））

平
成

3
0
年

9
月

4
日
（
漂
着
状
況
）

平
成

3
0
年

9
月

5
日
（
検
分
）

出出
典典
：：
網網
代代
港港
地地
区区
海海
洋洋
環環
境境
保保
全全
対対
策策
活活
動動
組組
織織
、、
鳥鳥
取取
県県

監
視

の
様

子
一

定
の

距
離

を
保

つ
監

視
船

漂
流

物
（

ロ
ー

プ
）

漂
流

物
（

木
材

）

国
境

・
水

域
の

監
視

、
活

動
状

況
（

鳥
取

県
）

海
の

監
視

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

強
化

、
活

動
状

況
（

鳥
取

県
）

国国
境境
・・
水水
域域
のの
監監
視視
、、
活活
動動
状状
況況
（（
北北
海海
道道
））

出出
典典
：：
奥奥
尻尻
地地
区区
水水
域域
監監
視視
活活
動動
組組
織織
、、
北北
海海
道道
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年年
度度

海海
難難
防防
災災
訓訓
練練
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
（（
愛愛
南南
町町
））

出
典
：
愛
南
地
区
沿
岸
海
難
（
津
波
）
救
助
協
議
会
（
愛
媛
県
）

活
動
項
目

（
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
）

救
急

蘇
生

Ａ
Ｅ
Ｄ

救
命

機
器

漂
流
者

捜
索

転
落
者

救
出

救
命
胴

衣
浮
力

無
線
機

使
用

デ
ー
タ

通
信

３
海
域

沖
出

曳
航

油
防
除

海
難
救
助

〇
〇

◎
◎

〇
◎

海
難
防
災

△
◎

◎
◎

海
難
救
命

△

海
難
油
防
除

◎
◎

△
◎

海
難
油
防
除

◎
△

年
度

参
加

人
数

参
加

隻
数

活
動
内
容

凡
例
）
△
：
講
習
　
〇
：
実
習
　
◎
：
海
上
訓
練

～～
年年
度度

海海
難難
救救
助助
訓訓
練練
なな
どど
活活
動動
実実
績績
（（
愛愛
南南
町町
））

～

～

～

不
審
船
、
漂
着
物
等

県
外
監
視

海
域
内
監
視

海海
のの
監監
視視
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
強強
化化
監監
視視
状状
況況
集集
計計
（（
20

18
.8
～～

20
19

.2
））

出出
典典
：：
勝勝
本本
地地
区区
活活
動動
組組
織織
（（
長長
崎崎
県県
））

海海
のの
監監
視視
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
強強
化化
、、
20

18
年年
度度
監監
視視
位位
置置

出出
典典
：：
小小
泊泊
海海
のの
監監
視視
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
活活
動動
組組
織織
（（
青青
森森
県県
））

海海
のの
監監
視視
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
強強
化化
、、

22
00
11
88
年年
度度
沖沖
合合
とと
沿沿
岸岸
のの

11
かか
月月
間間
のの
監監
視視
位位
置置

沖沖
合合
（（
ベベ
ニニ
ズズ
ワワ
イイ
ガガ
ニニ
籠籠
漁漁
業業
））

沿沿
岸岸
（（
一一
本本
釣釣
りり
漁漁
業業
、、
沿沿
岸岸
イイ
カカ

釣釣
りり
漁漁
業業
））

出出
典典
：：
香香
住住
のの
海海
のの
会会

（（
兵兵
庫庫
県県
））
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活
動
組
織
の
自
己
評
価
の
概
要
（海
の
安
全
確
保
）

令
和

3
年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
、
活
動
組
織
の
自
己
評
価
表
か
ら
作
成

・
不
審
船
、
環
境
異
変
な
し

・
監
視
活
動
の
継
続

・
監
視
意
識
の
向
上

・
不
審
船
、
環
境
異
変
の
減
少
、
通
報
件
数
減
少

・
微
細
な
環
境
異
変
も
通
報

・
海
難
事
故
の
防
止

・
監
視
回
数
の
減
少
（
予
算
の
減
少
）

・
講
習
会
や
他
事
例
を
参
考
に
す
る
・
違
反
操
業
の
抑
止

・
活
動
開
始
時
期
の
遅
れ

・
監
視
体
制
の
強
化

・
連
絡
体
制
の
強
化

・
令
和
3
年
度
か
ら
活
動
開
始
（
比
較
不
可
能
）

・
監
視
時
期
の
検
討

・
磯
焼
け
状
況
の
把
握

・
不
審
船
、
環
境
異
変
な
し

・
監
視
活
動
の
継
続

・
違
反
操
業
の
抑
止

・
不
審
船
、
環
境
異
変
の
減
少
、
通
報
件
数
減
少

・
関
係
部
署
と
の
連
携
強
化

・
漁
協
と
構
成
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

・
出
漁
日
数
、
参
加
人
数
の
減
少
（
荒
天
、
予
算
の
・
微
細
な
環
境
異
変
も
通
報

　
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

　
減
少
、
コ
ロ
ナ
禍
、
燃
油
の
高
騰
）

・
情
報
収
集
の
強
化

・
監
視
意
識
の
向
上

・
令
和
3
年
度
か
ら
活
動
開
始
（
比
較
不
可
能
）

・
講
習
会
や
他
事
例
を
参
考
に
す
る

・
海
難
事
故
な
し

・
訓
練
継
続
に
よ
る
練
度
の
維
持

・
防
災
減
災
意
識
の
向
上

・
海
難
事
故
発
生
件
数
の
減
少

・
講
習
会
や
他
事
例
を
参
考
に
す
る
・
安
全
意
識
の
向
上

・
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
自
粛

・
海
難
救
助
体
制
の
効
率
化

・
救
援
体
制
の
構
築
、
強
化

・
令
和
3
年
度
か
ら
活
動
開
始
（
比
較
不
可
能
）

・
海
難
救
助
体
制
の
高
度
化

評評
価価
項項
目目
以以
外外
のの
活活
動動
成成
果果

国国 境境 ・・ 水水 域域 のの 監監 視視 海海 難難 救救 助助 訓訓 練練

海海 のの 監監 視視 ネネ ッッ トト

ワワ ーー クク 強強 化化

成成
果果
実実
績績
がが
目目
標標
値値
をを
下下
回回
っっ
たた
理理
由由

次次
年年
度度
にに
向向
けけ
たた
改改
善善
策策

⑤
応
急
手
当
訓
練

⑦
救
命
胴
衣
装
着
訓
練

⑥
救
急
搬
送
訓
練

⑧
炊
出
し
訓
練

出出
典典
：：
中中
泊泊
町町
沿沿
岸岸
訓訓
練練
実実
施施
隊隊
（（
青青
森森
県県
））

海海
難難
救救
助助
訓訓
練練
のの
実実
施施
状状
況況
（（
平平
成成

3
0

3
0000
年年
度度
、、
そそ
のの
２２
））

海海
難難
救救
助助
訓訓
練練
のの
実実
施施
状状
況況
（（
平平
成成

3
0

3
0000
年年
度度
、、
そそ
のの
１１
））

出出
典典
：：
中中
泊泊
町町
沿沿
岸岸
訓訓
練練
実実
施施
隊隊
（（
青青
森森
県県
））

①
現
地
対
策
本
部
の
設
置

②
漂
流
者
の
救
出
訓
練

③
消
火
・
曳
航
訓
練

④
救
命
索
発
射
訓
練

海海
難難
救救
助助
訓訓
練練

地地
震震
・・
津津
波波
情情
報報
のの
文文
字字
デデ
ーー
タタ
通通
信信

写
真
の
出
典
：
愛
南
地
区
沿
岸
海
難
（
津
波
）
救
助
協
議
会
（
愛
媛
県
）
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竹
ヶ
島
海
域
の
環
境
変
化

19
70
～
90

年
代
に

次
々
と
防

波
堤
が
設

置
さ
れ
、

海
域
の
海

水
交
換
速

度
が
お
よ

そ
半
分
に

な
っ
た
。

サ
ン
ゴ
の
優

占
種
が
良
好

な
海
水
交
換

を
必
要
と
す

る
エ
ダ
ミ
ド
リ

イ
シ
か
ら
強

内
湾
性
の
環

境
で
生
育
可

能
な
カ
ワ
ラ

サ
ン
ゴ
に
変

化

竹
ヶ
島
海
域
公
園

➢
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園

➢
1
0
0
ｍ
の
橋
で
つ
な
が
る
周
囲
4
km
の
有
人
島

➢
島
の
西
側
海
域
は
静
穏
な
浅
い
湾

➢
２
ヵ
所
の
海
域
公
園
（
1
9
7
2
年
）

➢
緑
色
の
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
や
シ
コ
ロ
サ
ン
ゴ
な
ど
の
サ
ン
ゴ
群

落
に
よ
る
美
し
い
海
中
景
観

➢
マ
リ
ン
ジ
ャ
ム
：
海
洋
体
験
観
光
拠
点

➢
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
・
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
・
水
族
館

竹
ヶ
島
海
域
公
園
一
号
地
内
に
群
生
す
る
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ

1.
地
域
の
概
要

室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園

竹
が
島
海
域
公
園

海
域
公
園
２
号
地

海
域
公
園
１
号
地

竹 ヶ 島

高
知
県

徳
島
県

ママ
リリ
ンン
ジジ
ャャ
ムム

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

サ
ン
ゴ
礁
の
保
全

海
域
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た

エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
群
集
の
創
出

竹
ヶ
島
海
中
公
園
の
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
サ
ン
ゴ
を
守
る
会
（
徳
島
県
海
陽
町
）

マ
リ
ン
ジ
ャ
ム
館
長

奥
村
正
俊

７　サンゴ礁部会

①事例紹介　竹ケ島海中公園のエダミドリイシサンゴを守る会
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う
み
エ
リ
ア

①
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
の
特
性
の
把
握

サ
ン
ゴ
分
布
状
況
の
変
化
把
握

繁
殖
生
態
の
解
明

②
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
の
有
性
生
殖
に
よ
る
増
殖
手
法
の
確
立

種
苗
生
産
技
術
の
確
立

海
域
へ
の
種
苗
移
植
に
よ
る
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
群
落
の
創
出

③
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
が
健
全
な
状
態
で
生
き
続
け
て
い
け
る
環
境
の
把
握

防
波
堤
の
改
変

→
社
会
的
要
因
に
よ
り
困
難

変
化
し
た
環
境
下
で
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
の
成
育
に
適
し
た
場
所
の
探
索

や
ま
エ
リ
ア
・か
わ
エ
リ
ア
・う
み
エ
リ
ア

➢
や
ま
エ
リ
ア

①
防
災
機
能
の
強
化
に
も
寄
与
す
る
森
林
生
態
系
の
保
全
と
再
生
。

②
森
林
か
ら
河
川
に
流
れ
込
む
水
質
の
向
上
。

③
地
域
林
業
と
山
間
地
域
の
活
性
化
。

④
里
地
・
里
山
の
自
然
環
境
と
景
観
の
保
全
。

➢
か
わ
エ
リ
ア

①
自
然
と
共
生
す
る
土
地
利
用
の
推
進
。

②
河
川
の
水
辺
環
境
な
ど
の
身
近
な
自
然
の
保
全
・
再
生
。

③
河
川
や
海
域
に
流
れ
込
む
水
質
の
向
上
。

④
地
域
農
業
の
活
性
化
と
エ
コ
ラ
イ
フ
の
推
進
。

2.
活
動
の
概
要

竹
ヶ
島
海
域
公
園
自
然
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

➢
徳
島
県
海
陽
町
～
高
知
県
東
洋
町
。
海
域

公
園
を
囲
む
周
辺
海
域
＋
3
河
川
の
流
域
。

➢
構
成
：
行
政
、
学
識
者
、
漁
協
、
N
P
O
、
任
意

団
体
、
住
民
、
民
間
企
業
な
ど
多
様
。

➢
平
成
1
8
（
2
0
0
6
）
年
全
体
構
想
承
認

➢
目
標
：
『
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
が
健
全
な
状
態
で

生
き
続
け
て
い
け
る
環
境
』

➢
具
体
的
に
は
、
海
中
公
園
指
定
当
時
、
エ
ダ

ミ
ド
リ
イ
シ
の
高
被
度
群
集
の
あ
っ
た
範
囲

に
に
お
い
て
、
サ
ン
ゴ
の
被
覆
率
が
5
0
%
以

上
あ
り
、
そ
の
内
の
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
の
優
占

率
が
6
0
%
以
上
で
あ
る
こ
と
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②
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
の
有
性
生
殖
に
よ
る

増
殖
手
法
の
確
立

採
卵

卵
の
洗
浄

屋
外
水
槽
に
収
容

卵
を
収
容
し
た
屋
外
水
槽

着
生
基
質
の
設
置

着
生
し
た
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
幼
体

マ
リ
ン
ジ
ャ
ム
の
水
槽
で
幼
体
を
展
示

地
域
貢
献
：

地
域
貢
献
：

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
産
卵
観
察

①
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
の
特
性
の
把
握

➢
繁
殖
生
態
の
解
明
（
産
卵
日
の
特
定
→
採
卵
）

旧
暦

潮
月
齢

H
1
8

H
1
9
H
2
0

H
2
1

H
2
2
H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7
H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

新
暦
(R
3
)

6
/
2
4

2
3

△
(未
確
認
)
8
/
2

6
/
2
5

小
潮

2
4

〇
8
/
3

6
/
2
6
若
潮
(長
潮
)

2
5

○
〇

8
/
4

6
/
2
7
中
潮
(若
潮
)

2
6

〇
○

8
/
5

6
/
2
8

中
潮

2
7

○
〇

〇
○

○
8
/
6

6
/
2
9

大
潮

2
8

○
○

○
〇

〇
○

○
8
/
7

6
/
3
0

大
潮

2
9

○
○

8
/
8

7
/
1

大
潮

0
(新
月
)

○
○

〇
○

8
/
9

7
/
2

大
潮

1
○

○
〇

7
/
3

中
潮

2
○

○
○

○
○

7
/
4

中
潮

3
○

○
○

1
.9

1
.2

2
8

1
.7

2
2
7
.8

2
7
.9

2
6
.8

0
.2

2
6
.1

2
4
.7

2
6
.7

2
8
.0
2
7
.3

2
7
.4

2
3
.1

2
.9

2
.2

2
9

2
.7

3
2
8
.8

2
8
.9

1
.2

2
7
.1

2
5
.7

2
7
.7

2
9
.0
2
8
.3

2
8
.4

2
4
.1

2
.2

0
.7

0
2
5
.1

7
/
2
7
8
/
1
4
7
/
3
1
8
/
2
2
8
/
1
2
7
/
2
9
8
/
1
6
8
/
4
7
/
2
7
8
/
1
1
7
/
2
9
8
/
1
9
8
/
1
0
7
/
3
0
8
/
1
7

8
/
2

7
/
2
8
8
/
1
5
8
/
1
8
/
2
3
8
/
1
3
7
/
3
0
8
/
1
7

7
/
2
8
8
/
1
2
7
/
3
0
8
/
2
0
8
/
1
1
7
/
3
1
8
/
1
8

8
/
3

7
/
2
9

8
/
1
2

8
/
1
9

8
/
4

月
齢

(2
3
.1
～
3
.0
)

新
暦

(7
/
2
7
～
8
/
2
3
)

①
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
の
特
性
の
把
握

➢
サ
ン
ゴ
分
布
状
況
の
変
化
把
握
（
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
）
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3.
新
た
な
取
組
み

ヒ
ビ
立
て
法
に
よ
る

珊
瑚
育
成
の
検
証

ア
ク
ア
リ
ウ
ム
水
槽
で
用
い
ら
れ

て
い
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
板
に
付
着
す
る
稚
サ
ン
ゴ

水
中
ボ
ン
ド
を
用
い
て

サ
ン
ゴ
を
岩
の
隙
間
に

移
植
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
の

生
活
発
表
会

移
植
し
た
サ
ン
ゴ
を

手
に
し
て
潜
水
す
る

地
元
漁
業
者

地
域
貢
献
：

宍
喰
小
学
校
５
年
生
の
学
習

➢
1
1
月
～
1
2
月
に
実
施
。

➢
1
日
目
：
座
学

・
サ
ン
ゴ
の
生
態
、
竹
ヶ
島
の
サ
ン
ゴ

の
特
徴
、
保
全
活
動
な
ど
の
講
義
。

➢
2
日
目
：
体
験
学
習

・
サ
ン
ゴ
（
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
）
の
種
苗
を
、
海

底
か
ら
採
取
し
た
石
に
接
着
す
る
移
植
体
験
。

・
漁
業
者
が
素
潜
り
で
サ
ン
ゴ
の
苗
を

植
え
る
様
子
を
海
中
展
望
船
で
見
学
。

②
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
の
有
性
生
殖
に
よ
る

増
殖
手
法
の
確
立

中
間
育
成
（
11
月
か
ら
１
年
間
）

１
年
後
の
育
成
種
苗

人
口
基
盤
上
の
ア
ン
グ
ル
に
移
植
放
流

５
年
後
（
20

21
年
）
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ご
清
聴
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
陽
町

サ
ン
ゴ

寄
付

リ
タ
ー
ン研
究

保
全
活
動

観
光
資
源

支
援
者

社
会
的
利
益

興
味
・
関
心

ち
な
み
に
...

20
22
年
度
も
GC

Fに
挑
戦
中
！

目
標
金
額

１
,０
０
０
,０
０
０
円

ぜ
ひ
皆
様
の
ご
支
援
を

ぜ
ひ
皆
様
の
ご
支
援
を

おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
！！

4.
活
動
支
援
と
し
て
の

海
陽
町
の
取
り
組
み

「持
続
可
能
な
活
動

の
あ
り
方
に
む
け
て
」

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（G

CF
）
の
活
用

事
例

➢
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
。
ふ
る
さ
と
納
税
と
同
様
に
、
寄
附
金
控
除
の

対
象
と
な
る
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（G

CF
）と
は

➢
20
21
年
度
に
、
海
陽
町
を
主
体
と

し
て
サ
ン
ゴ
の
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
挑
戦
→
目
標
達
成
！

➢
支
援
者
に
は
支
援
額
に
応
じ
て
、

サ
ン
ゴ
幼
体
の
成
長
レ
ポ
ー
ト
を
定

期
的
に
送
付
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

20
20
年
11
月
種
苗
を
移
植

20
21
年
11
月
１
年
後
の
種
苗

20
22
年

良
好
な
成
長
状
況

付
近
に
は
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
浮
き
サ
ン
ゴ
が
見
ら
れ
る
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モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

サ
ン
ゴ
礁
調
査

4

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

サ
ン
ゴ
礁
調
査

•環
境
省
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
の
事
業

•2
0
0
3
 年
に
試
行
調
査
を
行
い
、

2
0
0
4
 年
か
ら
全
国

2
4
 サ
イ
ト
（
現
在

2
5
サ
イ

ト
）
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
開
始

•各
サ
イ
ト
に
詳
し
い
担
当
調
査
代
表
者
が
、
毎
年
秋
を
中
心
に
調
査
を
行
う

•サ
イ
ト

2
ト
カ
ラ
列
島
、
サ
イ
ト

4
大
東
諸
島
、
サ
イ
ト

2
0
壱
岐
は
担
当
調
査
代
表

者
が
い
な
い
た
め
取
り
ま
と
め
担
当
者
が
概
ね

5
年
に
一
度
調
査
を
実
施

•毎
年
調
査
結
果
を
公
表

•第
１
期
：
2
0
0
3
-
2
0
0
7
年
、
第
２
期
：
2
0
0
8
-
2
0
1
2
年
、
第
３
期
：
2
0
1
3
-
2
0
1
7
年
と

し
て
取
り
ま
と
め
公
表

（
ht

tp
s:

//w
w

w.
bi

od
ic

.g
o.

jp
/m

on
i1

00
0/

fin
di

ng
s/

re
po

rts
/）

3

活
動
組
織
の
活
動
を
評
価
す
る
た
め
に

•サ
ン
ゴ
の
増
減
は
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
や
広
域
で
の
食
害
生
物
の
増
減

な
ど
、
地
域
の
活
動
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
要
因
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る

•活
動
海
域
の
サ
ン
ゴ
の
増
減
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
周
辺
海
域
や
広
域
で

の
サ
ン
ゴ
の
状
況
を
知
っ
た
上
で
、
地
域
の
活
動
の
成
果
を
考
え
る
必
要
が

あ
る

•わ
が
国
の
サ
ン
ゴ
礁
の
現
状
と
長
期
的
な
変
化
を
知
る
た
め
に
、
毎
年
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
結
果
は
公
表
さ
れ
て
い
る

•わ
が
国
の
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
取
り
組
む
た
め
の
指
針
と
し
て
「
行
動
計
画
」
が

策
定
さ
れ
、
５
年
に
一
度
の
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

そ
れ
ら
の
概
要
と
参
照
す
る
た
め
の
リ
ン
ク
を
紹
介
し
ま
す

2

環
境
省
に
よ
る
サ
ン
ゴ
礁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

と
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
保
全
行
動
計
画

四
国
海
と
生
き
物
研
究
室

岩
瀬
文
人

1

②環境省によるサンゴ礁モニタリング調査とサンゴ礁生態系保全行動計画
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調
査
地
点

(サ
ン
ゴ
礁
域
）

ト
カ
ラ
列
島

奄
美
大
島

大
東
諸
島

沖
縄
島
周
辺
・

慶
良
間
諸
島

先
島
諸
島

8

調
査
地
点

(高
緯
度
サ
ン
ゴ
群
集
域
）

千
葉
館
山

串
本
周
辺

四
国

四
国
南
西

四
国
南
東

壱
岐
対
馬
五
島

鹿
児
島
本
土

天
草

種
子
屋
久

7

調
査
地
点

6

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

サ
ン
ゴ
礁
調
査

•調
査
方
法
：
ス
ポ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク
法
（
1
5
分
遊
泳
目
視
に
よ
る

1
0
%
刻
み
の
被

度
）

•調
査
項
目
：

①
生
物
状
況

・
ササ
ンン
ゴゴ
被
度
・
生
育
型
・
白
化
率
・
加
入
度
・
サ
イ
ズ

・
オオ
ニニ
ヒヒ
トト
デデ
・・
ササ
ンン
ゴゴ
食食
巻巻
貝貝

発
生
状
況
・
食
害
率

・
大
型
定
着
性
魚
類

②
物
理
環
境

・
地
形
・
底
質
・
観
察
範
囲
・
水
深
範
囲
・
S
P

S
S
（
底
質
中
懸
濁
物
質
含
有
量
）
・
連
続
水
温

③
特
記
事
項

・
サ
ン
ゴ
攪
乱
要
因

・
特
異
な
現
象
や
生
物

5
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モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

1
0
0
0
 サ
ン
ゴ
礁
調
査

2
0
0
3
-
2
0
1
7
年
度

と
り
ま
と
め
報
告
書
【
高
緯
度
サ
ン
ゴ
群
集
域
の
概
要
】

•
20
04
年
の
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
は
28
.3
％
で
あ
っ
た
。

•
20
06
年
に
オ
ニ
ヒ
ト
デ
大
発
生
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
翌
年
20
07
年
に
は
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
が

わ
ず
か
に
減
少
傾
向
を
示
し
た
。

•
オ
ニ
ヒ
ト
デ
は
20
07
年
に
一
時
減
少
し
た
後
、
20
08
年
に
第
2の
大
発
生
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
。
そ
の
後
は
通
常
分
布
の
状
態
で
は
な
い
も
の
の
、
20
14
年
ま
で
の
期
間
を
か
け
て
緩

や
か
な
減
少
傾
向
を
示
し
た
。

•
20
04
年
か
ら
20
10
年
ま
で
徐
々
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
は
、
20
12

年
に
は
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
食
害
に
よ
り
減
少
し
た
が
、
20
13
年
に
は
や
や
増
加
傾
向
を
示
し
た
。

•
オ
ニ
ヒ
ト
デ
は
、
20
15
～
20
17
年
に
は
ほ
ぼ
通
常
分
布
状
態
と
な
り
、
大
発
生
は
収
束
し
た
。

•
20
10
年
、
串
本
周
辺
や
四
国
南
西
岸
で
は
、
10
～
30
％
程
度
の
白
化
現
象
が
確
認
さ
れ
た

が
、
死
亡
率
は
い
ず
れ
の
サ
イ
ト
で
も
5％
未
満
と
低
く
、
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

•
調
査
を
開
始
し
た
20
04
年
以
降
、
か
く
乱
に
よ
る
増
減
は
あ
っ
た
も
の
の
、
20
17
年
の
平
均

サ
ン
ゴ
被
度
は
27
.6
％
で
あ
っ
た
。

12

2
0
0
1
年
度
調
査
結
果
の
概
要
【
主
な
サ
ン
ゴ
礁
域
】

•
主
な
サ
ン
ゴ
礁
域
で
は
、
新
規
加
入
や
生
残
群
体
の
成
長
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
か
ら
平
均
サ
ン

ゴ
被
度
が
増増
加加
しし
たた
の
は
５
サ
イ
ト
（
沖沖
縄縄
島島
・・
東東
岸岸
、、
慶慶
良良
間間
諸諸
島島
、、
石石
垣垣
島島
・・
西西
岸岸
、、
石石
西西
礁礁

湖湖
・・
中中
央央
部部
、、
西西
表表
島島
とと
周周
辺辺
離離
島島
）
で
あ
っ
た
。
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
が
昨
年
度
よ
り
減
少
し
た

サ
イ
ト
は
な
か
っ
た
。

•
沖
縄
島
・
東
岸
（
サ
イ
ト

4
）
で
は
サ
ン
ゴ
被
度
の
増
加
や
少
な
い
な
が
ら
も
小
型
群
体
の
加
入

が
進
み
、
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
が

1
0
 ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

4
0
％
に
な
っ
て
い
た
。

•
慶
良
間
諸
島
（
サ
イ
ト

7
）
で
は
目
立
っ
た
か
く
乱
が
な
く
順
調
に
サ
ン
ゴ
が
回
復
し
た
た
め
、
平

均
サ
ン
ゴ
被
度
が

1
0
 ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

4
0
％
と
な
っ
て
い
た
。

•
石
垣
島
・
西
岸
（
サ
イ
ト

1
2
）
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
が

1
0
 ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て

4
0
％
と
な
り
、

2
0
1
6
 年
の
白
化
現
象
に
よ
る
被
害
か
ら
回
復
し
て
き
て
い
た
。

•
石
西
礁
湖
・
中
央
部
及
び
西
表
島
と
周
辺
離
島
（
サ
イ
ト

1
5
 及
び

1
7
）
で
は
、
平
均
サ
ン
ゴ
被
度

が
1
0
 ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
そ
れ
ぞ
れ

3
0
、

5
0
％
と
な
り
、

2
0
1
6
 年
の
白
化
現
象
に
よ
る
被
害
か

ら
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た
。

11

サ
ン
ゴ
礁
調
査

2
0
0
3
-
2
0
1
7
年
度
と
り
ま
と
め
報
告
書

主
な
サ
ン
ゴ
礁
域
の
サ
イ
ト
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
の
推
移

サ
イ
ト
2
ト
カ
ラ
列
島

サ
イ
ト
3
奄
美
大
島
周
辺

サ
イ
ト
4
沖
縄
島
東
岸

サ
イ
ト
5
沖
縄
島
西
岸

サ
イ
ト
6
沖
縄
島
周
辺
離
島

サ
イ
ト
7
慶
良
間
諸
島

サ
イ
ト
8
大
東
諸
島

サ
イ
ト
9
宮
古
島
周
辺

サ
イ
ト
10

八
重
干
瀬

サ
イ
ト
11

石
垣
島
東
岸

サ
イ
ト
12

石
垣
島
西
岸

サ
イ
ト
13

石
西
礁
湖
北
部

サ
イ
ト
15

石
西
礁
湖
中
部

サ
イ
ト
17

西
表
島
及
周
辺

サ
イ
ト
18

小
笠
原
諸
島

10

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

1
0
0
0
 サ
ン
ゴ
礁
調
査

2
0
0
3
-
2
0
1
7
年
度

と
り
ま
と
め
報
告
書
【
主
な
サ
ン
ゴ
礁
域
の
概
要
】

•
20
04
年
の
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
は
38
.2
％
で
あ
っ
た
。

•
20
07
年
に
は
石
垣
島
及
び
石
西
礁
湖
周
辺
で
夏
季
高
水
温
に
よ
る
白
化
現
象
が
起
こ
っ
た
。
ま
た
オ
ニ
ヒ
ト
デ

の
大
発
生
の
最
初
の
ピ
ー
ク
も
あ
り
、
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
は
27
.4
％
に
減
少
し
た
。

•
20

08
年 年

-2
01

0年年
の
期
間
は
、
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
が
徐
々
に
増増
加加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
20
11
年
に
は
被

度
の
減
少
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
20
11
年
に
オ
ニ
ヒ
ト
デ
大
発
生
が
第
2の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
に
よ

る
食
害
が
増
加
し
た
こ
と
が
要
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

•
20
12
年
以
降
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
は
減
少
傾
向
と
な
り
、
20

15
～ ～

20
17
年年
に
は
ほ
ぼ
通
常
分
布
状
態
と
な
っ
た
た
め
、

大大
発発
生生
はは
収収
束束
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
20
12
年
か
ら
20
13
年
に
は
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
も
増増
加加
傾

向
を
示
し
た
。

•
20
14
年
、
石
垣
島
か
ら
西
表
島
を
含
む
八
重
山
海
域
で
、
再
び
夏
季
高
水
温
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
白

化
現
象
が
起
こ
り
、
そ
れ
ら
の
海
域
の
多
く
の
地
点
で
サ
ン
ゴ
被
度
が
減
少
し
た
。

•
20

15
年年
に
は
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
が
やや
やや
増増
加加
傾傾
向向
を
示
し
た
も
の
の
、
20
16
年
に
は
八
重
山
海
域
か
ら
宮
古

島
周
辺
を
含
む
先
島
諸
島
海
域
で
、
再
び
夏
季
高
水
温
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
大
規
模
な
白
化
現
象
が

起
こ
り
、
こ
れ
ら
の
海
域
の
各
地
で
サ
ン
ゴ
群
集
が
死
亡
し
た
。

•
20
17
年
の
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
低
い
22
.6
％
で
あ
っ
た
が
、
大
規
模
白
化
現
象
で
生
き

残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
小
さ
な
サ
ン
ゴ
群
体
が
成
長
し
始
め
て
お
り
、
20
16
年
の
白
化
現
象
の
影
響
か
ら
回
復

の
兆
し
が
見
え
て
き
た
地
点
も
あ
っ
た
。

9
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サ
ン
ゴ
分
布
調
査
（2
01
7～

20
21
年
度
）

•
衛
星
画
像
解
析
と
現
地
調
査
を
組
み
合
わ
せ
た

手
法
で
、
サ
ン
ゴ
の
分
布
や
被
度
の
状
況
を
把

握

•
調
査
対
象
は
琉
球
列
島
（
「
①
大
隅
諸
島
・
ト
カ

ラ
列
島
」
、
「
②
奄
美
群
島
」、
「
③
久
米
島
・
宮
古

諸
島
・
八
重
山
諸
島
」
）
及
び
④
小
笠
原
諸
島
の

各
海
域
に
お
け
る
主
に
礁
池
内
の
サ
ン
ゴ

•
５
か
年
の
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
琉
球
列

島
・
小
笠
原
諸
島
の
サ
ン
ゴ
分
布
図
を
作
成
し
、

公
表

ht
tp

s:
//w

w
w.

bi
od

ic
.g

o.
jp

/k
is

o/
44

/4
4_

ki
ko

u.
ht

m
l#

m
ai

nT
ex

t
16

•モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

1
0
0
0
サ
ン
ゴ
礁
調
査
は

2
0
1
8
-
2
0
2
2
年
の
デ
ー
タ
を
第
４
期
と
し
て
取
り
ま

と
め
予
定

•モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
10
00
と
は
別
に
「
サ
ン
ゴ
分

布
調
査
（
20
17
～
20
21
年
度
）
」
で
環
境
省
が
琉

球
列
島
・
小
笠
原
諸
島
の
サ
ン
ゴ
分
布
等
を
調

査

15

2
0
0
1
年
度
調
査
結
果
の
概
要
【
高
緯
度
サ
ン
ゴ
群

集
域
】

•
高
被
度
サ
ン
ゴ
群
集
域
で
は
、
昨
年
度
か
ら
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
が
増増
加加
しし
たた
の
は

2
 サ
イ
ト
（
鹿鹿
児児

島島
南南
部部
沿沿
岸岸
、、
天天
草草
周周
辺辺
）
、
減減
少少
しし
たた
の
は

1
 サ
イ
ト
（
四四
国国
南南
西西
岸岸
）
、
昨
年
度
と
同
じ
被
度
が

3
 

サ
イ
ト
（
館
山
、
串
本
周
辺
、
屋
久
島
・
種
子
島
周
辺
）
で
あ
っ
た
。

•
四
国
南
西
岸
（
サ
イ
ト

2
2
）
で
は
オ
ニ
ヒ
ト
デ
に
よ
る
食
害
を
受
け
、
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
は
昨
年
度
か

ら
1
0
 ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て

2
0
％
と
な
っ
て
い
た
。

•
鹿
児
島
県
南
部
沿
岸
（
サ
イ
ト

2
3
）
で
は
台
風
や
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
食
害
な
ど
の
大
き
な
か
く
乱
は
な
く
、

昨
年
度
の
台
風
の
被
害
か
ら
回
復
し
た
こ
と
で
、
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
が

1
0
 ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

2
0
％

と
な
っ
て
い
た
。

•
館
山
（
サ
イ
ト

1
9
）
、
串
本
周
辺
（
サ
イ
ト

2
0
）
、
屋
久
島
・
種
子
島
周
辺
（
サ
イ
ト

1
）
の

3
サ
イ
ト
で
は
目

立
っ
た
か
く
乱
は
な
く
、
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
の
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
サ
ン
ゴ
の
状
態
は
良
好
に
維
持
さ

れ
て
い
た
。

•
天
草
周
辺
（
サ
イ
ト

2
4
）
で
は
、
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
が

1
0
 ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
た
が
、
観
察
範
囲
の

ズ
レ
に
よ
る
も
の
で
、
サ
ン
ゴ
の
状
態
は
昨
年
か
ら
大
き
な
変
化
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

14

サ
ン
ゴ
礁
調
査

2
0
0
3
-
2
0
1
7
年
度
と
り
ま
と
め
報
告
書

主
な
高
緯
度
サ
ン
ゴ
群
集
域
の
サ
イ
ト
平
均
サ
ン
ゴ
被
度
の
推
移

サ
イ
ト
19

館
山

サ
イ
ト
20

壱
岐

サ
イ
ト
21

串
本

サ
イ
ト
22

四
国
南
西
岸

サ
イ
ト
23

鹿
児
島
県
南
部

サ
イ
ト
24

天
草

サ
イ
ト
1
屋
久
島
･種
子
島

13
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• 小 笠 原 諸 島 周 辺

20

• 八 重 山 諸 島

19

• 宮 古 列 島

• 久 米 島

• 与 論 島 、 沖 永 良 部 島 周 辺

18

• 奄 美 大 島 、 喜 界 島 、 徳 之 島 周 辺

• 大 隅 諸 島 、 ト カ ラ 列 島 周 辺

17
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サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
保
全
行
動
計
画
（
2
0
1
6
-
2
0
2
0
）

行
動
計
画
策
定
後
毎
年
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
点
検
）
会
議
を
実
施
。

→
取
組
が
総
花
的
で
、
目
標
達
成
に
向
け
た
道
筋
が
見
え
な
い
。
特
に

・・
陸陸
域域
とと
のの
つつ
なな
がが
りり
をを
考考
ええ
たた
統統
合合
的的
なな
管管
理理

・・
調調
和和
型型
地地
域域
作作
りり
のの
たた
めめ
のの
連連
携携
のの
推推
進進

・・
適適
正正
なな
観観
光光
利利
用用

・・
普普
及及
･･啓啓
発発
人人
材材
育育
成

に
つ
い
て
達達
成成
度度
がが
低低
いい
こ
と
が
指
摘
。

→
新
た
な
行
動
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
方
針
を
決
定

１１
．．
「「
海海
洋洋
基基
本本
計計
画画
」」
のの
目目
標標
達達
成成
のの
たた
めめ
のの
行行
動動
計計
画画

２２
．．
20

20
年年
度度
まま
でで
取取
りり
組組
むむ
べべ
きき
重重
点点
課課
題題
をを
選選
定定
すす
るる

３３
．．
多多
様様
なな
主主
体体
とと
のの
連連
携携
とと
協協
働働
にに
よよ
りり
、、
フフ
ォォ
ロロ
ーー
アア
ッッ
ププ
会会
議議
をを
情情
報報
共共
有有

やや
連連
携携
促促
進進
のの
場場
とと
すす
るる

24

サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
保
全
行
動
計
画
（
2
0
1
0
）

［［
基基
本本
方方
針針
］］

（
１
）
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
保
全
調
和
型
社
会
の
形
成

サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
を
保
全
し
、
持
続
的
に
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の
恵

み
を
得
て
行
く
た
め
の
社
会
経
済
的
な
仕
組
み
づ
く
り

（
２
）
連
携
と
協
働

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
取
組
の
た
め
に
省
庁
間
、
地
域
内
、
地
域

間
、
国
際
的
な
連
携
と
協
働

（
３
）
科
学
的
認
識
と
予
防
的
・
順
応
的
態
度

科
学
的
な
理
解
と
認
識
、
予
防
的
・
順
応
的
な
態
度

23

サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
保
全
行
動
計
画
（
2
0
1
0
～
）

ht
tp

s:
//w

w
w.

en
v.

go
.jp

/n
at

ur
e/

bi
od

ic
/c

or
al

re
ef

s/
pr

oj
ec

t/i
nd

ex
.h

tm
l

環
境
省
が
、
関
係
省
庁
、
関
係
地
方
自
治
体
、
学
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
作
成

［［
目目
標標
］］

サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の
保
全
･再
生
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
促
進

①
国
内
外
の
連
携
体
制
や
情
報
基
盤
を
整
備

②
適
正
な
利
用
と
管
理
に
よ
っ
て
、
良
好
な
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の
維
持
が
地
域

の
発
展
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り

③
海
洋
保
護
区
の
設
定
を
含
む
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の
保
全
の
取
組

［［
対対
象象
とと
すす
るる
生生
態態
系系
］］

サ
ン
ゴ
群
集
が
分
布
す
る
地
域
（
サ
ン
ゴ
礁
域
お
よ
び
高
緯
度
サ
ン
ゴ
群
集
域
）
。

サ
ン
ゴ
群
集
の
他
、
関
連
す
る
藻
場
、
干
潟
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
な
ど
も
含
む
。

22

サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
保
全
行
動
計
画

21
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サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
保
全
行
動
計
画
（
2
0
2
2
-
2
0
3
0
）

［
目
標
］

2
0
3
0
年
度
末
に
お
い
て
「
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
保
全
に
向
け
、
広
域
か
つ
中
長
期

的
視
点
の
取
組
と
、
地
域
社
会
と
結
び
つ
い
た
取
組
の
実
践
が
加
速
さ
れ
る
こ

と
」

［
重
点
課
題
］

１１
．．
ササ
ンン
ゴゴ
群群
集集
にに
関関
すす
るる
科科
学学
的的
知知
見見
のの
充充
実実
とと
継継
続続
的的
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
・・
管管
理理

のの
強強
化化

２２
－－
１１
．．
陸陸
域域
かか
らら
過過
剰剰
にに
流流
入入
すす
るる
赤赤
土土
等等
のの
土土
砂砂
及及
びび
栄栄
養養
塩塩
、、
化化
学学
物物
質質

等等
のの
負負
荷荷
へへ
のの
対対
策策
のの
推推
進進

２２
－－
２２
．．
ササ
ンン
ゴゴ
礁礁
生生
態態
系系
にに
おお
けけ
るる
持持
続続
可可
能能
なな
ツツ
ーー
リリ
ズズ
ムム
のの
推推
進進

２２
－－
３３
．．
地地
域域
のの
暮暮
らら
しし
とと
ササ
ンン
ゴゴ
礁礁
生生
態態
系系
のの
つつ
なな
がが
りり
のの
構構
築築

26

サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
保
全
行
動
計
画
（
2
0
1
6
-
2
0
2
0
）

20
20
年年
度度
まま
でで
にに
取取
りり
組組
むむ
べべ
きき
重重
点点
課課
題題

１１
．．
陸陸
域域
にに
由由
来来
すす
るる
赤赤
土土
等等
のの
土土
砂砂
及及
びび
栄栄
養養
塩塩
等等
へへ
のの
対対
策策
のの
推推
進進

目
指
す
姿
：
複
数
の
地
域
で
陸
域
由
来
の
負
荷
の
軽
減
対
策
を
試
行
し
、
得
ら
れ
た
教
訓

を
他
地
域
で
も
応
用
可
能
な
よ
う
に
整
理
し
、
提
供
す
る
。

２２
．．
ササ
ンン
ゴゴ
礁礁
生生
態態
系系
にに
おお
けけ
るる
持持
続続
可可
能能
なな
ツツ
ーー
リリ
ズズ
ムム
のの
推推
進進

目
指
す
姿
：
持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
例
が
構
築
さ
れ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
共

有
体
制
が
で
き
る
。
ま
た
、
多
言
語
対
応
の
効
果
的
な
普
及
啓
発
ツ
ー
ル
が
開
発
・
提
供

さ
れ
る
。

３３
．．
地地
域域
のの
暮暮
らら
しし
とと
ササ
ンン
ゴゴ
礁礁
生生
態態
系系
のの
つつ
なな
がが
りり
のの
構構
築築

目
指
す
姿
：
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
が
も
た
ら
す
恵
み
が
地
域
毎
に
整
理
・
理
解
さ
れ
、
適
切

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
地
域
主
体
の
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の
保
全
が
促
進
さ
れ
る
。
高

緯
度
サ
ン
ゴ
群
集
域
に
お
い
て
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
恵
み
の
活
用
方
法
な
ど
に
関
す
る
情

報
の
共
有
が
促
進
さ
れ
る
。

25
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１）伊江島海の会（沖縄県 伊江村） 
 
【活動における課題】 

年々オニヒトデが小さくなっており、発見・採捕が難しくなっている。 

サンゴの移植については、場所によって生育や残数に差がある。 

移植用サンゴスティクの形状や接着方法等について。 

漂着ゴミは減少する様子もなく、近年では外国のゴミが多くみられる。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

平成 29 年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

平成 30 年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

令和元年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

令和２年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

令和３年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

令和４年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

サンゴ礁の

保全 

モニタリング 

周辺海域及び移植サンゴ

にモニタリングポイント

を設け、専門家・構成員

によるモニタリング。 

年２回（7 月、1 月）の

モニタリング。 

平成 28 年度の全体被

度35.8％から令和3年

全体被度 63.4％ 

７月のモニタリン

グは台風の影響を

受けることもある。

 食害生物の除去 

構成員による、オニヒト

デの駆除。 

平成 28年度から 13回

活動し、171 個体を駆

除した。 

年々個体が小さく

（10 ㎝程度）なって

きており、採捕する

のが難しくなって

いる。 

 浮遊・堆積物の除去 

構成員により、岩盤清掃

を行うことにより、サン

ゴの卵が付着しやすい環

境を作る。 

平成 28年度から 23回

活動し、島の東側の活

動区域では、70％～

80％と被度が上がっ

ているが、西側の海域

では、被度 40％のとこ

ろもある。 

構成員が高齢化し

てきた^＾; 

 サンゴの移植・植付等 

平成 28 年度より、伊江島

の小学生にサンゴ植え付

け用苗の準備をしてもら

い、構成員による植付。

令和 3 年度より、地域外

の玉川学園とも協力しサ

ンゴの移植を開始。 

伊江島の子供達と6年

間で 600株の植付を実

施。Ｒ3 年度は東京都

玉川学園約 30 株の植

付も実施。 

令和 4年度伊江島の子

供達 100 株、玉川学園

50 株の植付も実施し

た。 

場所によって成長

度合いが変化する

こと。 

サンゴスティク等

の形状。 

岩盤への接着方法。

海洋汚染の原

因 と な る 漂

流、漂着物、堆

積物処理 

モニタリング 

伊江島南側海岸にて、海

浜清掃前に、モニタリン

グを実施。 

平成 28年度から 12回

実施した。 

 

③参加活動組織実績資料 
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 漁業者等が行う砂浜等の

廃棄物等処理 

伊江島南側海岸にて、廃

棄物の処理等を実施。 

平成 28年度から 12回

実施し、約 19ｔのゴミ

を回収。 

漂着ゴミが減少す

る様子がなく、外国

のゴミも多くみら

れる。 

 漁業者等が行う海底、沖

等の廃棄物処理 

海底清掃区域にて、放置

漁具等の処理を実施。 

平成 28年度から 17回

実施し、鉄筋や網など

約 30ｔの海底ゴミや

放置漁具を回収。 

 

 
※平成 28 年度から令和３年度までの活動回数を記載 

 

【活動状況の写真】 

 
説明： モニタリングの様子 説明：東側モニタリングポイ

ントの様子 
説明：南側モニタリングポイ
ントの様子 

 
説明：食害されたサンゴ 説明：駆除したオニヒトデ 説明： 浮遊堆積物の除去 

（岩盤清掃） 

 
説明： 親サンゴの様子 説明：伊江島の小学生による

サンゴの苗づくり 
説明：小学生が作ったサンゴ
の苗 

 
説明：サンゴの移植作業の様
子（構成員による） 

説明：玉川学園の生徒が作っ
たサンゴの苗（Ｒ4.7） 

説明：玉川学園の生徒による
移植作業 （Ｒ4.7） 

100



 
説明：平成 28 年移植サンゴ 説明：令和 3年移植サンゴ 説明： 令和 3 年度玉川学園

移植サンゴ 

 
説明：海岸清掃前のモニタリ
ング 

説明：海岸清掃作業 説明： 回収したゴミと参加
者集合写真 

 
説明：海底清掃作業の様子 説明：海底清掃作業の様子 説明： 回収した海底ゴミ 
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活
動
に
至
っ
た
経
緯

◼
組
合
員
の
高
齢
化
と
減
少

H2
8
組
合
員
数

62
6名
（
▲

43
名
）

R 
4
組
合
員
数

36
9名
（
▲

35
名
）

◼
他
団
体
と
の
連
携

C&
R区

間
設
置
に
向
け
て
、
他
団
体
と
連
携
を
協
議
し
て
い
た
。

➥
段
戸
川
倶
楽
部
の
ス
タ
ー
ト
へ

組
織
の
概
要

◼
参
加
団
体
等

名
倉
川
漁
業
協
同
組
合

36
9名

明
和
子
ど
も
会

稲
武
町
自
治
区

連
谷
自
治
区

大
野
瀬
町
自
治
区

稲
武
交
流
館
（
青
少
年
育
成
部
会
）

（
一
社
）
Cl
ea

rW
at
er
Pr
oj
ec
t

地
域
の
概
要

◼
愛
知
県
豊
田
市
内

矢
作
川
支
流
（
名
倉
川
、
根
羽
川
、
段
戸
川
）
が
活
動
エ
リ
ア

長
野
県
・
岐
阜
県
の
県
境
の
中
山
間
地

地
区
面
積

１
０
０
㎢
以
上

【
名
倉
川
漁
業
協
同
組
合
】

組
合
員
数

３
６
９

主
な
遊
漁
券
販
売
枚
数

鮎
年
券

31
日
券

44
9

ア
マ
ゴ
年
券
37

1
日
券

1,
18

9

８　内水面部会

①事例紹介　名倉川環境保全ネットワーク

2 4

1 3
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活
動
状
況
③

◼
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

地
元
を
中
心
と
し
た
釣
り
師
（
7名
程
度
）

の
協
力
に
よ
り
実
施

活
動
状
況
②

◼
河
畔
林
伐
採

伐
採
等
が
必
要
な
場
所
は
業
者
に
委
託
し
た
。

作
業
中

作
業
前

作
業
後

活
動
状
況
①

◼
河
川
清
掃
、
草
刈
り

漁
協
組
合
員
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
河
川
の
草
刈
り
や
ご
み
拾
い
を

実
施
。

背
景

◼
遊
漁
者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
た
め
、
遊
漁
者
が
年

々
減
少
し
て
い
る
。

H2
2
鮎

年
券

49
日
券

93
7

ｱ
ﾏ
ｺ
ﾞ
年
券

32
2

日
券

1,
28

5

H2
8
鮎

年
券

52
日
券

71
2

ｱ
ﾏ
ｺ
ﾞ
年
券

23
4

日
券

1,
05

0

5 7

6 8
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今
後
の
課
題

◼
止
ま
ら
な
い
組
合
員
の
減
少

組
合
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
組
合
員
も
減
少
の
一
途
で
あ
る
。
釣
り
の
で
き

る
環
境
の
整
備
に
は
他
団
体
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。

◼
子
ど
も
に
川
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

体
験
放
流
・
学
習
会
を
通
し
て
、
川
や
魚
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
事
で
、

釣
り
に
興
味
を
持
ち
、
組
合
員
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

◼
他
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
、
新
た
な
取
組
み
の
模
索

本
事
業
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

Cl
ea

rW
at

er
Pr

oj
ec

tの
有
志
と

C&
R区

間
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

段
戸
川
倶
楽
部
（
釣
人
有
志
に
よ
る
組
織
）

・
・
・
密
漁
監
視
、
放
流
、
草
刈
り
、
釣
り
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施

◼
漁
場
の
環
境
が
整
備
さ
れ
た

本
事
業
を
通
し
て
河
川
の
整
備
や
河
川
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
ア
マ
ゴ
は
魚
影
が
濃
く
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ア
マ
ゴ
遊
漁
者
数

H3
0

年
券

21
0

日
券

80
7

R 
3 

年
券

37
1

日
券

1,
18

9

取
組
成
果

実実
行行
委委
員員
会会

指指
導導
会会

結
果

◼
魚
の
生
育
環
境
の
整
備

川
に
日
が
届
く
よ
う
に
な
り
、
魚
の
生
育

環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

◼
遊
漁
者
に
や
さ
し
い
環
境

の
整
備

河
川
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
り
、

釣
り
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

活
動
状
況
④

◼
体
験
放
流
・
学
習
会

地
元
の
子
ど
も
会
や
交
流
館
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
体
験
放
流
・
学
習
会
を

実
施

1
0

1
2

9

1
1
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1
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魚
類

ｼ
･ﾋ
ﾟ
･ﾕ
･ｲ
「

」
➢
調
査
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
地
点
に
お
け
る
漁
獲
個
体
数
の
推
定
に
「
単
位
努
力
量
当
た
り

の
漁
獲
尾
数
」
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

➢
調
査
人

人
、

時
間
（
回
）
当
た
り
の
採
捕
尾
数
で
表
し
ま
す
。

➢
単
位
は

尾
／
人
・
時
間
（
回
）
で
す
。

➢
あ
る
調
査
地
点
で

調
査
員
が
釣
り
を
し
、

時
間
で

尾
釣
っ
た
場
合
の

は
１
４
／
６
＝
２
．
３
尾
／
人
・
時
間

➢
同
じ
調
査
地
点
で

調
査
員
が
投
網
を
５
回
打
ち
、

２
０
尾
捕
獲
し
た
場
合
の

は
２
０
／
５
＝
４
尾
／
人
・
回

➢
漁
獲
魚
の
体
長
、
体
重
を
測
定
し
て
お
け
ば
、
他
の
デ
－
タ
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

➢
活
動
の
成
果
と
し
て
、
環
境
保
全
に
役
立
ち
、
魚
や
生
物
が
増
加
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
本
当
に
増
え
て
い
る
の
か
判
断
が
難
し
い
ケ
－
ス
も

あ
り
ま
す
。

➢
生
物
（
漁
獲
量
）
の
変
動
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
評
価

法
が
あ
り
ま
す
。
取
り
や
す
い
デ
－
タ
で
結
果
が
分
か
り
や
す
く
表
示
で
き

る
方
法
が
望
ま
し
い
で
す
。

➢
魚
類
を
対
象
と
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
得
ら
れ
た
デ
－
タ
か
ら
推

定
で
き
る
項
目
と
そ
の
計
算
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

➢
そ
の
ほ
か
み
ん
な
で
行
え
る
取
り
組
み
や
、
令
和
３
年
度
活
動
の
成
果
と
問

題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
す
。

令
和

年
度
の
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
活
動
組
織
数

７
４
８

う
ち
内
水
面
生
態
系
の
維
持
･保
全
･改
善
の
取
り
組
み
組
織
数

８
８

数
々
の
成
果
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
が

➢
毎
年
同
じ
活
動
を
実
施
し
て
い
る
が
、
成
果
が
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
･･
･･

な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

➢
内
水
面
生
態
系
の
維
持
・
保
全
・
改
善
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目
標

➢
活
動
項
目
別
の
対
象
生
物
と
し
て
魚
介
類
、
餌
生
物
等
の
一
定
面
積
に
お
け
る
個

体
数
の
増
加
お
よ
び
一
定
面
積
に
お
け
る
ゴ
ミ
の
量
（
重
量
、
容
量
）
の
推
移

➢
特
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
手
引
き
に
従
い
調
査
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
成
果
を
重
要
視
す
れ
ば
い
い
の
か
、
模
索
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
の
が
現
状
。

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
サ
ポ
－
ト
専
門
家

吉
澤

和
具

み
ん
な
で
楽
し
く
活
動
実
績

令
和
４
年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

名
古
屋
会
場

内
水
面
部
会

年
９
月
９
日モ
ニ
タ
リ
ン
グ

②みんなで楽しく活動実績
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魚
の
測
定

長
さ
）

魚
の
測
定

長
さ
）

標
準
体
長
＝
頭
の
先
か
ら
脊
椎
骨
の
末
端
ま
で

➢
人
に
よ
っ
て
測
定
部
位
が
異
な
ら
な
い
よ
う
、
統
一
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

標
準
体
長

被
鱗
体
長

尾
叉
長

全
長

➢
同
一
地
点
で
の
調
査
は
尾
数
と
時
間
の
和
で
数
値
を
求
め
る
の
が
簡
便
で
す
が
、
調

査
地
点
が
離
れ
て
い
た
り
、
個
人
的
な
記
録
と
し
て
残
す
な
ら
個
々
の

を
求
め
、

平
均
化
し
て
記
録
し
ま
す
。

➢
肥
満
度
を
求
め
る
場
合
、
体
重
と
体
長
の
測
定
が
必
要
で
す
。
体
長
の
場
合
、
測
定

部
位
が
異
な
っ
て
し
ま
う
と
計
算
に
誤
差
が
生
じ
､正
し
い
結
果
が
導
け
な
く
な
る
の

で
、
標
準
体
長
に
統
一
し
て
測
定
す
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
。

➢
他
の
部
位
を
計
測
し
た
場
合
は
、
そ
の
部
位
を
メ
モ
し
て
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

➢
採
捕
し
た
魚
の
全
数
測
定
が
理
想
的
で
す
が
、
数
が
多
け
れ
ば

尾
程
度
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
日
付
と
捕
獲
場
所
と
と
も
に
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

➢
河
川
清
掃
を
予
定
し
て
い
る
調
査
地
点
で
、

さ
ん
は
５
時
間
釣
り
を
し
て

尾
の
ア
ユ

を
釣
り
、

さ
ん
は

時
間
で

尾
を
釣
り
上
げ
た
。
そ
の
時
の
平
均
体
長

、
平
均
体
重

ｇ
（
事
前
調
査
）
。

➢
河
川
清
掃
後
、

ヶ
月
経
っ
て
再
び

さ
ん
が
同
じ
場
所
で

時
間
で

尾
釣
り
、

さ
ん

時
間
で
９
尾
釣
り
上
げ
た
。
そ
の
時
の
平
均
体
長

、
同
体
重

（
事
後
調
査
）
。

➢
事
前
調
査
の

（
）
（

）
＝

尾
人
・
時

〃
肥
満
度

×
＝

×
➢
事
後
調
査
の

（
）

尾
人
・
時

〃
肥
満
度

３
×

×

➢
事
前
調
査
で
の
釣
獲
尾
数
は

尾
、
事
後
調
査
で
ﾞ

尾
な
の
で

尾
少
な
い
と
の
考
察

は
釣
獲
時
間
を
考
慮
し
て
い
な
い
。

で
は

尾
人
・
時
か
ら

尾
人
・
時

と
増
加
。
同
じ
く
体
長
は

減
少
し
た
が
、
体
重
は

増
え
た
の
で
肥
満
度
は

か
ら

へ
と

％
増
加
。

➢
単
位
時
間
当
た
り
の
漁
獲
量
と
肥
満
度
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河
川
清
掃
の
効
果

が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

計
算
例
と
考
察

肥
満
度

➢
魚
が
太
っ
て
い
る
か
、
や
せ
て
い
る
か
を
表
す
指
数
で
す
。
体
長
と
体
重
か
ら
算
出
し

ま
す
。
計
算
式
は

➢
肥
満
度
＝
体
重
（
ｇ
）
／
標
準
体
長
（
ｃ
ｍ
）
３
×

➢
魚
種
に
よ
り
標
準
的
な
値
＊
を
示
し
ま
す
が
、
成
熟
期
を
除
き
、
一
般
的
に
餌
が
豊
富

に
あ
れ
ば
値
は
高
く
、
不
足
し
て
い
れ
ば
低
く
な
り
ま
す
。

➢
出
水
な
ど
に
よ
っ
て
一
時
的
に
減
少
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
調
査
地
点
に
お
け
る
餌
料

生
物
の
豊
か
さ
を
示
す
指
標
に
使
え
ま
す
。

＊
ウ
ナ
ギ
２
～

ヤ
マ
メ

～
ア
ユ

～
ウ
グ
イ

～
コ
イ

～
体
重

、
体
長

で
肥
満
度
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年
放
流
数

標
識
色

捕
獲
数

標
識
魚

色
緑 赤 青 橙 桃 緑

緑
桃

黒
桃

赤
桃

青
緑

計

➢
銚
子
川
環
境
保
全
会
か
ら
ウ
ナ
ギ
放
流
に
関
す
る
最
新
の
デ
－
タ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

➢
標
識
さ
れ
た
ウ
ナ
ギ
の

尾
の
う
ち
５
尾
標
識
ウ
ナ
ギ
が
捕
獲

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
銚
子
川
に
お

け
る
ウ
ナ
ギ
生
息
個
体
数
を
推
定

で
き
る
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

➢
結
果
、
放
流
尾
数
に
比
べ
て
捕
獲

数
が
少
な
く
、
さ
ら
に
標
識
ウ
ナ

ギ
数
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の

デ
－
タ
か
ら
銚
子
川
に
お
け
る
信

頼
度
の
高
い
ウ
ナ
ギ
生
息
個
体
数

は
推
定
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

➢
し
か
し
銚
子
川
で
は
放
流
ウ
ナ
ギ
と
天
然
ウ
ナ
ギ
が
共
存
し
て
生
息
す
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
の
で
、
調
査
を
工
夫
す
る
こ
と
で
生
息
数
や
成
長
率
も
判
明
す
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。

ウ
ナ
ギ
生
息
個
体
数

の
推
定
は
可
能
？

標
識
付
け

放
流

銚
子
川
環
境
保
全
会
（
三
重
県
河
北
町
）
の
取
り
組
み

➢
銚
子
川
は
「
奇
跡
の
清
流
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
大
変
き
れ
い
な
川
で
す
。

➢
銚
子
川
環
境
保
全
会
で
は
河
川
の
生
き
も
の
調

査
、
清
掃
作
業
、
草
苅
り
、
流
木
撤
去
、
樹
木

の
剪
定
・
伐
採
な
ど
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
放

流
ウ
ナ
ギ
が
天
然
ウ
ナ
ギ
と
と
も
に
生
き
残
り
、

将
来
安
定
的
に
ウ
ナ
ギ
資
源
を
増
や
す
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
ウ
ナ
ギ
の
放
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。川

清
掃
作
業

草
苅
り
・
樹
木
剪
定

流
木
撤
去

川
の
生
き
も
の
調
査

．
月

日
に
平
均
体
重
８
の
ア
ユ
を
放
流
し
ま
し
た
。

日
後
の

月
日
に
試
験
釣
り
を
行
い
、
平
均
体
長

、
平
均
体

重
の
ア
ユ
が
漁
獲
さ
れ
ま
し
た
。
解
禁
は

日
後
の

月
日
で
す
が
、
何
ｇ
の
ア
ユ
が
釣
れ
る
と
予
測
で
き
ま
す
か
？

（
日
間
成
長
率
は
ど
れ
く
ら
い
？
）

成
熟
が
関
与
し
な
い
時
期
の
単
純
な
成
長
は
日
間
成
長
率

を
求
め
元
の
体
重
に
足
し
て
い
く
こ
と
で
計
算
で
き
ま
す
。

式
は
（
試
験
漁
獲
時
の
体
重
÷
放
流
時
の
体
重
）
１
／
経
過
日
数
－
１

あ
て
は
め
る
と
（

÷
）
１
／
５
２
－
１

つ
ま
り

日
間
成
長
率
は

と
な
り
ま
す
。
あ
る
魚
が
こ
の
成
長

率
で
一
定
日
数
後
に
な
る
体
重
は

（
あ
る
時
点
の
体
重
）
×
（
１
＋
日
間
成
長
率
）
日
数
で
こ
の

場
合

の
ア
ユ
が
日
間
成
長
率

で
日
後
に
な
る

体
重
は

×
）

×
と
な
る

の
で
解
禁
日
は

の
ア
ユ
が
釣
れ
る
と
言
え
ま
す
。

（
関
数
機
能
付
き
の
電
卓
が
あ
る
と
便
利
で
す
）

成
長
予
測
の

計
算
例

ア
ユ
の
放
流

試
験
釣
り
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令
和
３
年
度
活
動
の
成
果
と
問
題
点

成
果
（
良
か
っ
た
こ
と
）

➢
土
木
事
務
所
、
国
の
事
務
所
、
企
業
､大
学
な
ど
が
関
心
を
持
っ
て
く
れ
、
専
門
家
の
派

遣
、
活
動
参
加
、
資
料
や
用
品
の
貸
与
等
、
協
力
体
制
を
と
っ
て
く
れ
て
き
て
い
る
。

➢
底
生
生
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
カ
ウ
ン
ト
を
専
門
家
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
数

が
大
幅
に
増
え
た
。

➢
河
川
清
掃
に
よ
っ
て
不
法
投
棄
も
減
少
し
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
き
れ
い
な
海
岸
・

河
川
を
利
用
で
き
る
な
ど
地
域
貢
献
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

➢
活
動
は
定
例
化
し
て
き
て
お
り
、
活
動
が
地
域
に
根
付
い
て
き
て
い
る
。
環
境
学
習
､環

境
セ
ミ
ナ
－
な
ど
を
実
施
し
、
子
ど
も
や
保
護
者
、
地
域
住
民
の
理
解
を
深
め
、
自
発

的
な
行
動
に
繋
げ
る
こ
と
な
ど
が
で
き
、
地
道
に
活
動
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

千
歳
川
を
守
る
活
動
組
織

（
神
奈
川
県
湯
河
原
町
）
の
取
組

千
歳
川

川
の
い
き
も
の
調
査

河
川
清
掃

地
元
消
防
団
協
力
に
よ
る
河
川
清
掃

➢
消
防
用
高
水
圧
ホ
－
ス
で
千
歳
川
の
清
掃
作
業
、
地
元
の
人
も
興
味
津
々
で
す
。

➢
人
海
戦
術
だ
け
で
な
く
、
機
動
力
で
省
力
化
・
効
率
化
が
図
れ
れ
ば
や
る
気
も
出
ま
す
。

➢
昔
か
ら
の
釣
人
は
「
川
虫
」
を
独
特
の
名
称
で
呼
ん
で
、
専
門
的
な
区
別
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
釣
り
餌
と
し
て
大
切
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
「
川
虫
」
に
な
じ
ん
で
い

る
釣
人
に
大
ま
か
に
識
別
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
み
ん
な
が
興
味
を
持
っ
て
調
べ
る

き
っ
か
け
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
一
例
を
示
し
ま
す
。

フ
タ
オ
カ
ゲ
ロ
ウ

ピ
ン
ピ
ン
、
ピ
ン
チ
ョ
ロ

ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ

チ
ョ
ロ
・
カ
メ
チ
ョ
ロ

モ
ン
カ
ゲ
ロ
ウ

ス
ナ
ム
シ

カ
ワ
ゲ
ラ
の
仲
間

オ
ニ
チ
ョ
ロ
、
キ
ン
パ
ク

ト
ビ
ケ
ラ
の
仲
間

ク
ロ
カ
ワ
ム
シ ヘ
ビ
ト
ン
ボ

マ
ゴ
タ
ロ
ウ
ム
シ

水
生
昆
虫
の
写
真
は
「
水
生
昆
虫
写
真
鑑
」
か
ら
転
写
し
ま
し
た

➢
時
期
的
に
は
水
生
昆
虫
は
成
虫
と
な
っ
て
秋
に
産
卵
し
、
春
か
ら
夏
は
ハ
ッ
チ
ア
ウ
ト
し
て
数

が
少
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
で
き
れ
ば
調
査
は
冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
毎
年
同
じ
時
期

に
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。

➢
結
果
は
底
生
生
物
の
種
類
と
生
息
密
度
（
優
占
度
）
示
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
す
。
小
型
で
石
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
る

よ
う
な
種
類
（
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ
な
ど
）

も
も
ら
さ
ず
採
取
し
ま
ょ
う
。

➢
調
査
方
法
や
分
類
に
つ
い
て
は
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
支
援

事
業
で
発
刊
さ
れ
て
い
る
「
底
生
生
物
に
関
す
る
川
の
生
き
も
の

定
量
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
が
参
考
書
と
し
て
便
利
で
す
。

底
生
生
物

ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ
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令
和
３
年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
講
習
会
資
料

➢
桐
生
透
さ
ん
が
作
成
し
た
「
河
川
湖
沼
の
機
能
と
環
境
保
全
対
策
」
の
最
後
の
ス
ラ
イ
ド

で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
。
私
も
同
感
で
す
。

➢
サ
カ
ナ
を
正
し
く
評
価
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
私
た
ち
ヒ
ト
だ
け
で
す
。

御
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

➢
自
然
相
手
の
取
り
組
み
は
目
論
ん
だ
成
果
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
短
期
間
で
即

効
的
な
成
果
が
出
る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。

➢
い
ろ
い
ろ
困
難
が
あ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
今
ま
で
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は

実
績
と
な
り
ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
現
場
で
直
接
見
て
調
べ
て
手
に
し
た
デ
－
タ
は
貴

重
で
あ
り
、
正
確
な
記
録
（
情
報
）
と
し
て
残
し
、
結
果
を
整
理
・
記
録
化
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
デ
－
タ
を
積
み
重
ね
る
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

➢
こ
の
事
業
で
の
目
的
は
論
文
や
詳
細
な
報
告
書
を
書
く
こ
と
で
な
く
、
あ
く
ま
で
現
状
の

調
査
結
果
を
活
動
実
績
と
し
て
示
し
、
か
け
が
え
の
な
い
里
川
の
記
録
と
し
て
残
し
保

全
・
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

➢
現
状
を
認
識
す
る
た
め
必
要
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
ノ
ル
マ
と
考
え
る
の
で
な
く
、
釣

り
に
出
か
け
る
前
の
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
感
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ま
と
め

問
題
点

➢
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
大
勢
で
の
作
業
や
地
域
の
協
力
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
な
ど
の
動
員
が
得
ら

ず
、
活
動
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

➢
令
和
３
年
度
は
天
候
不
順
、
長
梅
雨
、
大
雨
､台
風
等
の
影
響
で
、
水
温
低
下
、
出
水
、
濁

り
な
ど
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
十
分
で
な
か
っ
た
り
時
期
や
地
点
を
ず
ら
し
た
た
め
、
目
論
ん

だ
成
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

➢
在
来
魚
や
産
卵
す
る
魚
、
サ
ケ
や
ア
ユ
な
ど
の
遡
上
魚
が
減
少
し
た
。
エ
ビ
も
減
少
し
た
。

生
き
も
の
の
減
少
は
水
質
、
環
境
の
変
化
だ
と
思
う
（
注
：
サ
ケ
や
ア
ユ
の
回
帰
数
や
遡
上

数
は
年
変
動
が
大
き
い
で
す
。
令
和
４
年
の
ア
ユ
は
遡
上
数
が
多
か
っ
た
？
）
。

➢
活
動
に
よ
り
一
般
ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て
き
て
い
る
が
、
今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
レ
ジ
ャ
－

客
の
バ
－
ベ
キ
ュ
－
や
キ
ャ
ン
プ
後
の
ゴ
ミ
、
用
具
の
投
棄
や
直
火
の
跡
な
ど
が
増
え
て
お

り
、
マ
ナ
－
違
反
が
あ
る
。
行
政
に
よ
る
啓
発
看
板
の
設
置
や
、
警
察
へ
の
取
締
ま
り
要
請

も
必
要
に
な
る
。
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１）上小水産多面的機能発揮対策事業活動組織 （長野県 上田市） 
 
【活動における課題】 

 かつては尺鮎が獲れる河川と名高かった「千曲川」でここ 10 年近く鮎が年々取れなく

なってしまっている。 

 河川清掃や河川内耕耘などをすることで、また大鮎が獲れる河川になるよう活動して

いく。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：上小地域の河川環境保全及び漁村文化の継承を図ることを目的とする。 

平成 29 年度：同上 

平成 30 年度：同上 

令和元年度：同上 

令和２年度：同上 

令和３年度：同上 

令和４年度：同上 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

Ｈ２８ 

ヨシ帯の保全 

多面的機能の

理解・増進 

ヨシ帯の刈り取り・

間引き 

上田市内神川 800ｍ外のヨシ刈り等を
行い、景観保全に加え、釣り客の利便向
上を図ることができた。 
交流会では 30 人以上が参加し、千曲

川について意見交換できた。 

捕獲鮎

の増加

Ｈ２９ 

環境保全に大

きな影響を及

ぼす内水面生

態系の維持・

保全・改善 

教育と楽章 

河川内のヨシやニセ

アカシア等の刈り取

り及び応急的魚道の

設置や川底の軽作業

等の清掃活動 

 

千曲川等でヨシ刈りやニセアカシア
の伐採等を行いながらゴミ拾いの河川
清掃活動を行い、河川の景観保全に努
め、その後はその場所で釣り等による外
来魚の駆除活動を行うことで、河川の生
態系維持にも貢献することができた。 
釣り教室や放流体験で川に親しんで

もらうことが出来た。 

同上 

Ｈ３０ 

同上 

河川内のヨシやニセ

アカシア等の駆除や

清掃等の活動 

 

内水面の生態系に悪影響を及ぼすブ

ラックバスの駆除に向けて、安全な釣り

場等の確保のために、年度初めに計画し

た河川において清掃に併せてヨシや低

木等の除去活動を実施し、３回の駆除作

戦ではブラックバスも３４５尾２９㎏

を駆除する事ができた。 

 天候不順で川遊び体験教室ができ 

なかったが、釣り教室や体験放流で 

子供たちに川や川魚に親しんでもら 

う事ができた。 

同上 

Ｒ１ 

同上 
河川内のヨシやニセ

アカシア等の刈り取

り及び応急的魚道の

設置や川底の軽作業

等の清掃活動 

 

千曲川でのアユ漁の不振原因の一つ

を改良すべく、長野大学の指導の下に下

之条地区の副流路の河床耕耘や石のブ

ラッシングに取り組んだが、解禁以来上

流からの濁りが取れず、全く鮎漁ができ

ず効果が分からなかった。 

同上 

③参加活動組織実績資料 
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一方、年度初めに計画した河川におい

て清掃に併せてヨシや低木等の除去活

動を実施し、安全な釣場等を確保して内

水面の生態系に悪影響を及ぼすブラッ

クバスの駆除も行い、３回の駆除作戦で

はブラックバス２６９尾２４㎏弱を駆

除する事ができた。    

体験放流による学習も実施した 

 

Ｒ２ 

同上 

河川内のヨシやニセ

アカシア等の駆除や

清掃等の活動 

 

 昨年の台風 19 号の災害復旧工事で 

河原に降りにくくなった上、新型コ 

ロナウィルスの感染予防の観点か 

ら、大勢が集まってする作業は控え 

て、全区域に皆で広がってのごみ拾 

い作業を実施した。 

台風で千曲川が変わり、昨年取り組ん

だ下之条地区の副流路の実験が出来な

くなり、常田地籍で河床耕耘等を試みた

所、鮎の復活が見られた。内村川でカワ

ウ除けの檻を伏せる実験を試みたが、大

雨で埋まり効果の検証が出来なかった。 

 

同上 

Ｒ３ 

同上 

同上 一昨年の台風 19 号災害の復旧工事で

河原に降りるのが難しくなった上、依然

新型コロナウィルスが収まらないため

感染予防の観点からも、大勢が一箇所に

集まってする作業は減らし、各区域に皆

で広がってのごみ拾い作業を実施した。 

台風で千曲川が変わり、今年も常田地

籍で河床に手を入れたりした所、鮎漁復

活の兆しが見られたが、あいにく上流の

河川工事等の影響で、濁る日が多く思い

通りにならなかった。 

同上 

Ｒ４ 

同上 

河川内のヨシやニセ

アカシア等の刈取り

及びごみ拾いや川底

の軽作業等を含む清

掃活動、加えてカワ

ウ被害防止対策作業

 

依然新型コロナウィルスが収まら 

ないため感染予防の観点からも、大勢が

一箇所に集まってする作業は出来かね

ている。 

同上 
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【活動状況の写真】 

 
説明：Ｈ２８ 草刈り 説明： Ｈ２８ 学習会 説明： Ｈ２９ 草刈り 

 
説明：Ｈ２９ 集めたごみ 説明：Ｈ３０ 清掃活動 説明：Ｈ３０ 学習活動 

 
説明：Ｒ１ ブラッシング 説明：Ｒ１ モニタリング調査 説明：Ｒ２ モニタリング 

 
説明：Ｒ２ 漁協以外の構成

員らによるごみ拾い 

説明：Ｒ４ 清掃活動 説明：Ｒ４ 草刈り作業 
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２）巴川環境保全会（愛知県 豊田市） 
 
【活動における課題】 

 

 この事業の継続には、国（全国内水面漁業漁業協同組合連合会）や愛知県（愛知県内

水面水産多面的機能発揮対策協議会）、市町村の協力が不可欠である。 

全国的な問題であるが、鳥類（川鵜等）による食害、外来魚の駆除、河川、ダム等の

環境、森林の荒廃等により、生態系の維持・保全・改善が難しい状況にある。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：内水面の生態系の維持・保全・改善及び多面的機能の理解・増進を図るた

め、河川清掃、モリタリング、体験放流を実施する。 

平成 29 年度：    同上 

平成 30 年度：    同上 

令和元年度：    同上 

令和２年度：    同上 

令和３年度：    同上 

令和４年度：    同上 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

河川清掃 草刈り、ゴミ拾い、支障木伐

採 

５月～１０月 

１８．５ｈａ 

 

年１回の活動であ

り、河川全体をまか

なえていない。回数

を増やしたいが、人

的・予算に余力がな

い。 

 

モニタリン

グ 

鮎釣り解禁前や解禁後に

その釣果の情報提供や、後

の鮎の放流事業の参考に

し、よりよい釣り場を追及

する。 

水辺環境等に関するモニ

タリング調査。 

 

５月～８月  河川状況や放流ア

ユの育成状態が異

り、同条件での比較

が難しい部分もあ

る。 

 

体験放流・

学習会 

小学生を対象にした座学を

含めた鮎・アマゴの体験放

流及び、川の生き物、環境に

ついての学習会を実施 

 

６月～１０月 河川状況や学校行

事により、日程や魚

の確保が難しい。 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 河川清掃（集合写真） 説明：河川清掃（作業中） 説明：河川清掃（ゴミ拾い）

 
説明： モニタリング（集合

写真） 

説明：モニタリング（調査中） 説明： モニタリング（計測）

 
説明：学習会等（集合写真） 説明：学習会 説明： 放流体験 

 

 

116



手引きの目次

年版 教育・学習活動のすすめ
教育・学習活動の進め方の手引きを
作成しました！

現在、水産多面的機能発揮対策事業において、小学
生等を対象に体験学習会などを積極的に実施する組
織が全体の約 割認められています。

こうした取組みは、地域住民の環境や水産資源に対す
る興味の喚起や、その保全への理解･増進につながって
います。また、このような取組みを行うことによって、地元
マスコミの取材が増え、新聞等に掲載されるなど、広く
一般に組織の活動が周知されています。

そこで、より多くの組織が「多面的機能の理解･増進を
図る取組み（教育・学習活動）」を進めることを目的
に、本手引き書を作成しました。

地元小学生等を対象に体験学習会等を開催したいが、
その進め方がわからない組織の皆様。また、現在行わ
れている教育・学習活動をより効果的に進めたいと考え
ている組織の皆様において、是非活用して頂ければと
思います。

入手方法
入手先：水産多面的機能発揮対策情報サイト

「ひとうみ 」の『資料室』の上段
ＵＲＬ：

株式会社 水土舎 （担当：吉永）

水産多面的機能に係る

手引きの コード
はこちらです。

活動の目的

対象者を決める

体制づくり

プログラムづくり

調整・準備

実行

反省会

その他ポイント・留意することお問合せ

９　学習・教育活動のすすめ
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10 令和４年度水産多面的機能発揮対策講習会 講習テキスト
（運営編）訂正箇所 

 
運営編テキスト３９頁  
国の交付単価又は交付率等（※４）の欄 
（誤）④ 134,400 →（正）134,400  （誤）⑤ 525,000→（正）525,000 

（280,000）   （112,000）     （112,000）  （437,500） 
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令和４年度　水産多面的機能発揮対策支援事業
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水産多面的機能発揮対策講習会

講習テキスト（技術編）
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